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1.会場までの交通(図1) 
琉球大学への交通は，琉球大学 (http://www.u-ryukyu.ac.jp/uni vーinfo/ general/access/access. htm 1)，沖縄都市モノ

レール(ゆいレール http://www.yui-rail.co.jp )，沖縄路線ノてス (http://www.rosenbus.com/)等のホームページもご

参照下さい。
会場の琉球大学周辺には宿泊施設がほとんどありません。そのため，那覇市内のゆいレール沿線の*テルに

お泊まりいただくのが比較的便利です。往復航空券とホテル宿泊をパックにしたホテルパックなどを利用され

ると，例えば，東京(羽田)発 3泊4日で70，000円前後のようです。もちろん，西海岸のリゾートホテルに泊

まり，レンタカーで会場にお出で、いただくことも可能です。各自でお調べいただき，手配をおmWI¥，)します。

高速パスを利用する場合
「那覇空港」からは，到着口 B正面の出口を出たすぐ左手に高速パス乗り場があります。高速道路を経由し

て「琉球大学入仁IJで降ります。所要時間は渋滞していない場合で約 40分です。高速バス停から徒歩で、琉球

大学北口までが5分，そこから大会会場まで 15分程度かかります。

モノレールと路線パスを併用する場合
空港からは，沖縄都市モノレール(ゆいレール)の「那璃空港駅」から乗車し，「旭橋駅J，I古島駅」または「儀

保駅」で下車します。「旭橋駅」に隣接する「那覇パスターミナル (旭橋)Jノてス停で、 97番・98番のパスに，「古

島駅」に隣接する「古島」バス停で， 98番 ・298番のパスに，「儀保駅」に隣接する「儀保」バス停で 97番の

パスに乗り換えます。

97番(那覇ノてス)，98番， 298番(沖縄ノてス)は，いずれも琉球大学 (北口)行きです。97番では，「琉大

東仁1Jで，98番と 298番は終点の「琉大北仁IJで下車してください。大会会場ーまで徒歩で，「琉大東仁1Jから

は5分，「琉大北仁IJからは 15分程度かかります。パスの所要時間は交通事情にもよります(朝夕の通勤時間

は著しく混み合います)が，渋滞していない時間帯では，「那覇パスターミナル(旭橋)Jから約40'"50分， 「儀

{呆」から約 25分です。

タクシーを利用する場合

空港から琉球大学までタクシーを利用すると，渋滞していない時間帯で，約40'"50分，料金は 3，000円程

かかります。那覇市内は混み合いますので，モノレールを利用して「儀保」または「首里」駅まで行き，そこ

からタクシーを利用する方法もあります。まれに，医学部キャンパスと間違う場合がありますので，「琉球大

学法文学部まで、」あるいは「琉球大学千原(せんばる)キャンパスまで、」。

乗用車を利用する場合

法文学部および観光科学部前の駐車場をご利用下さい。迷惑駐車とならないようご配慮願います。

CI) 牧港 [宜野湾市]

新那覇港 マペV) '"  
泊港

[西原町]

中城湾

図1 大会会場までのアクセス(広域図)



東口(中城口)

図2 大会会場(琉球大学千原キャンパス) (琉球大学 HPより)

2.会場(図2，3) 
編集委員会 ・評議員会 :琉球大学理学部埋系複合棟 2階 209号室

大会 :琉球大学法文学部新棟 215前義室 (A会場)， 1は講義室 (B会場)
総会 :琉球大学法文学部新棟 215前義室 (A会場)
懇親会 :琉球大学生協食堂

公開シンポジウム :琉球大学法文学部新制r215講義室 (A会場)
ワークシ ョップ 1:琉球大学理学部棟 5階 528講義室

ワークシ ョップn:琉球大学全国共同利用施設瀬底実験所

北口(宜野湾口)
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1階

損鍍室 114.:. 
篭櫨艶蝉益事
B ー部臨置

“宇油国匂号
図3 大会会場(法文学部新棟)

3. 日程
2009年 3月261::1 (木)
9:30 -12・30 ワークショップI

15:00 -16:30 編集委員会

16:30-18:00 評議員会

3月27FI (金)
9:00 -12:00 口頭発表 (A'B会場)

13:00-16:30 口頭発表 (A'B会場)

16目40-17:40 ポスター発表(奇数番号)

17:50 -18:50 総会
19:00 -20:50 懇親会(生協中央食堂)

3月28日(土)
9:00 -12:00 口頭発表 (A'B会場)

13・00-14:00 ポスター発表(偶数番号)
14・15-15:00 口頭発表 (A会場)
14:15-15:15 口頭発表 (B会場)
15:30 -18:00 公開シンポジウム
ワークシ ョッ プII 19:00までに湖底実験所に現地集合，各自レンタカ一等で移動 (30日午前中まで)

3月291::1 (日)
10:30ー 15:00 エクスカーシヨン 大会期間中に受付を設躍します.詳しくは会場でお確かめください.

※大会期間中，大学内の生協食堂が 11時 30分から 14時 30分まで営業します。他には、周辺のコンビ
ニや弁当屋をご利用いただくことになります。
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4.受付
大会会場 1階入り口のロビーにて受付を行います。大会参加は当日
参加も受け付けますが、懇親会参加は原則受付けません。
大会参加費 5，000円(学生 3，000円)
懇親会費 6，000円(学生4，000円)

5.クローク
大会会場 1階 111講義室にて荷物をお預かりします。
3月27日(金)8:30ー18:00
3月28日(土)8:30 -15:30 

6.編集委員会および評議員会
編集委員会:3月26日(木) 15:00 -16:30 

評議員会: 同 16:30ー18:00

会場:理学部理系複合棟2階 209室
連絡先 TEL:098-895・8564(須田)

7.発表形式
(1)口頭発表

・一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です (1鈴 10分， 2鈴
12分，終鈴 15分)。
-発表はデジタルプロジェクターとします。デジタルプロジェクター
をご利用の際のソフトウエアは MicrosoftPowerPointをご使用下さ

.本大会で使用する OSおよびPowerPointのパージョンは
Windowsの方:WindowsXP Office2007 
※Vista希望者が少数であったため， XPのみとしました。

発表場号表題
氏名(所属)

パ
ネ
ル
高
さ

吋

0

0
ヨ

+一一パネル幅 80cm一一+

図4 ポスター説明図

Macintoshの方:MacOSX Office2008 
・フォントは標準的なものをご使用下さい。特殊なフォントをご使用になる際は，文字を画像に変換して下
さい0
・PowerPointファイルの受付
発表者は以下の時間までにデータを大会本部(1階 111講義室)にご持参下さい。データ受け渡しメディ
アは CD-RとUSBメモリとします。その他(フロッピー・ MO・ZIP等)のメディアはお受けできません。
上記メディアでの受け渡しができない方は発表前日までにご相談下さい。ファイル名は半角英数字でご自

身の講演記号と番号にして下さい(例:A07.ppt)。

ファイル受付時間(以下の時間までにpp受付にデータの提出をお願いします)
3月27日午前(前半)に発表の方:27日8:45まで
3月27日午前(後半)に発表の方:27日10:30まで
3月27日午後に発表の方:27日12:00まで
3月28日午前に発表の方:28日8:45まで
3月28日午後に発表の方:28日12:00まで
(3月28日に発表の方のデータは27日から随時受け付けます)

※PowerPointデータは受付にて発表会場のパソコンのハードディスクにコピーします。お預かりしたデータ
は学会終了後に通常の方法で消去しますが，問題のある方は実行委員会にご相談下さい。

(2)ポスター発表(図4)
・ポスターは，縦 170cm，横80cm以下の大きさで作成して下さい。貼り付け用のピンまたはテープは大会
実行委員会で準備します。
・ポスターの上部に，発表番号，表題，氏名(所属)を明記して下さい。
・目的，実験結果，考察，結論についてそれぞれ簡潔にまとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表に
は簡単な説明文を添付して下さい。
・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読できるようにご配慮下さい。
• 3月27日(金)12:00頃までに所定の場所に掲示し， 28日(土)15:00頃までに撤収して下さい。
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8.公開シンポジウム
公開シンポジウム ー南の海から見える藻類の利用と課題ー「沖縄県の海藻産業とマリンパイオ産業創出事

業」を開催いたします。沖縄県で馴染みの深い食材海藻であるオキナワモズクやクビレヅタ(うみぶどう)の

ほか新規養殖海藻のクピレオゴノリなどを中心に，養殖技術の開発から利用，またその周辺技術開発に関する

研究の現状と課題や将来展望に関するシンポジウムです。是非ご来聴ください。

日時:3月28日(土)15:30 _ 18:00 
会場:法文学部新棟215講義室 (A会場)

9.藻類学ワークショップ
全体世話人:河地正伸(国立環境研)

問い合わせ先 :E明mail:jsp_workshop@nies.go.jp 

Phone:029-850-2345 
ワークショップ 1r藻類観察の技術講習一電子顕微鏡(免疫電顕法・ホールマウン卜法)蛍光顕微鏡 (FISH法)J

日時:3月26日(木)9:30 _ 12:30 
会場:琉球大学理学部棟528講義室
講師:長里千香子(北大)・本多大輔(甲南大)・田辺祥子(神戸大)

ワークショップ 11 r沖縄の海藻と微細藻の観察採集会J

日時:3月28日(土)15:00 _ 30日(月)午前中
会場:琉球大学全国共同利用施設瀬底実験所

講師:大葉英雄(東京海洋大)・寺田竜太(鹿児島大)・須田彰一郎(琉球大)・河地正伸(国立環境研)他

10.カサノリ特別発表・展示とエクス力一ション
本大会のロゴデザインにも用いられている沖縄を代表する藻類であるカサノリについて，本会有志会員による

ポスター発表と展示コーナーを設けます。あわせて，エクスカーションとして，本大会翌日に予定している八

重瀬町のカサノリとシマチスジノリ生育地の見学の受付も行います。参加費用は 2000円程度で大会期間中に
お申込ください。

日時:3月29日(日)10:30 _ 15:00 
集合解散場所:那覇市内で集合し，那覇空港で解散を予定しています。

詳しくは大会期間中に エクスカーション受付(カサノリ特別発表・展示コーナー)にてお問い合わせく

ださい。なお，参加者は先着30名程度とさせていただきます。

11.問い合わせ先
干 903-0213
沖縄県西原町千原 l番地 琉球大学理学部海洋自然科学科生物系
<日本藻類学会第33回大会実行委員会>
海洋生物生産学講座:須田彰一郎
TEL : 098-895-8564 FAX: 098-895-8576 
E-mail: su凶I吋da部s@s“叩ci.λルI
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日本藻類学会第33回大会講演プログラム

3月27日(金)午前の部

A会場法文学部新棟 2階講義室215
9:00 AOI 日本産ワツナギソウ属植物の分類

9: 15 A02 

9:30 A03 

9・45 A04 

10:00 A05 

10・15-10:30 

10:30 A06 

10:45 A07 

11・00 A08 

11: 15 A09 

11:30 AIO 

11 :45 AIl 

。鈴木耳ff大 *・橋本哲男 h 吉11崎誠榊 (*NationalTaiwan Ocean University，神筑波大・院・生命環境， 聞

東邦大 ・院・五ID
褐藻 Aureophyc川 aleuricus(コンブ|三1)の新産地報告と科レベルの帰属について

。)11井浩史*・羽生間岳11自*・M.Ridgway梓(*神戸大・ 内海域センター，神OceanusAlaska) 

緑藻夕、、ジクラズス属の一種 Dasycladusvermicularisの生育 ・分布について一太平洋からの報告一

大葉英雄(東京海洋大学)
南四諸島海域で、生育がli'(fi認されたミルモ ドキ属 (Pseudocodiwη)など珍しい緑藻類について
。内村 真之 キ・E.1.Fay♂・岡直宏 榊・宮崎助 問 ・干11原健介斡帥 ・鳥田哲1時間 (*港空研， 和解Sherbrook巴

Univ.，榊(株)サウスプロダク ト，同(株)マリンラボ， 倒神北大， 判事榊お茶大)

DNA多型をjこれ当たアサクサノリと変種オオパアサクサノリとの識別

。阿部 真比古 本・小林正裕 * ・ 玉城泉也 市 ・ Ii~i吉栄次 ド・菊地則1í.if: 林 (ネ 水研セ rm水研， 神 千葉海の博物館)

休憩

ホンダワラ類葉片への着生実験によるキブリイト グサの基質11替好性の検証

。11/本 圭苦 ・古川 {III哉・大城 香 ・材l谷充{III(桶ヂ|県立大・生物資源)

ホンダワラ類分類の困難性とその解決にむけて

。鯵坂哲朗(京大 ・農)

九州産ホンダワラ類4極の付着器からの再生能とその瓶度特性
。吉田 吾郎 ヘ荒武久道ぺ佐島 圭一郎 柿・八谷光介開・吉村拓 帥(本瀬戸内海水研f宮崎水試，側四7.KliJf)
宮崎県串間市沿岸のタマナシモクの生長 と成熟及び群落の維持について

。荒武久道*・佐島 圭一良|い・渡辺制|平 帥・吉田吾郎 榊 (*宮崎水試， 神四日本オーシャンリサーチ，

間瀬戸内海水研)

アカモクの生殖器官形成を制御する光周性反応

。吉川引1:1哉・:tljl谷充{ill・大城 香 (福井県立大学 ・生物資源)

干潟域におけるヒジキ支柱式養殖の試み

。伊藤龍星ネ・中川彩子帥・寺)J高利信 問・サトイトシ リルグレン 叩 ・北村 等 間 (*大分水試浅海研，

帥大分北部振興局， 間富J_LJ水砂f，同長崎大 ・水産)

B会場法文学部新棟 1階講義室 114
9:00 801 南極の湖底に広がる藻類の森 ~光生理・生態学的アプローチ~

OE日j盈優貴子 ホ・工藤栄*紳 (*総合研究大学院大学，持国立極地研究所)
9: 15 B02 海産浮遊性珪藻 Rhaphoneiscrinigera Takanoの分類学的再検討

O吋在鈴令木秀平布和「口lド牢.石井織葉ホ.松評剤澗|打T玲子幹** 花ヂ升井|ド.孝之 梓".~問百司l同オ本く 利
紳l古静i臼絡1争f岡県水技{初研U肝f，榊日|歯大・生物)

9:30 803 海産桂~& SurirellaρlSluosaの有性生殖と殻微細梢造
。渡辺剛 ./:1:1井君ru玄(文教大・教育・生物)

9:45 804 珪藻を指標とした汽水性二枚貝ヤマトシジミの食物生産場所の探索

。阿部 信一民|い伊藤絹子ぺ佐々木浩一 帥・悶 卓志 へ南雲 保 榊 (時仁|コ央水l[Jf，*'東北大学，昨年日本歯科大)
10:00 805 河川付着藻類増殖速度のモデリング

10: 15 -10・30

10:30 806 

10:45 807 

II :00 808 

。本多正樹 * ・阿部 信一良r~ 帥 ( * 電 'NiJ f ， 仲 中央水1m

休r&!

円石蕗 Pleι仰 chrysishaplonen吋'eraの石灰化に及ぼす}Jfl境因子の影響
。高塚由紀子 * ・藤原祥子 本 ・ 片桐史民11 本 ・柴田大馴 判 ・|王I ~UI 哲之 # ・者Il筑 !i~~夫 * (*東京薬科大学大学
|涜 ・生命科学，材かずさ DNA研究所)
|専多湾における円石藻ブルーム (1主|湖)の発生について
。河l也正{rll半.出村幹英*・渡辺陽子 ** 池田 嘉子制.木下 誠 問・岩佐有希子 帥.江崎恭志向 (・匡|

立環境研究所， 神東京大学，榊福岡市保健環境研究所， 叩 福岡県水産海洋技術センター)

渦鞭毛藻類 Lepidodiniu/Jlchlorophorum業総体の変異逃伝H音号について
。松本拓也 *・瀧下清貴 ペ 河地正。11開・橋本哲男 中古ぺ 稲垣祐司 本叩 (*筑波大・院・ 生命環境，同

海洋研究開発機構， 時国関liJf，同筑波大・|坑・計算科学 )



11:15 809 

11:30 810 

11:45 811 
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大阪湾における有毒渦鞭毛部Ale.randrilll1llalllωenseのシス 卜と栄養組l胞の動態
。白石智孝ヘ石井健一郎ヘ杉山隆仁ヘ夏池 真史ヘ IlJ本圭吾 梓・中111鳥昌紀輔・神川 龍馬ヘ左子芳彦 ヘ

長井敏開・今井 一郎 事(*京大院 ・農，神大阪水技セ， 棚瀬戸内水研)

瀬戸内海沿岸域の赤潮藻の塙i殖に対するシデロホアの影響

。内藤佳奈子*・山口峰生 輔・今井 一郎時 (*県立広島大 ・生命環境，輯瀬戸内水研， 問京大院 ・民)

陸棲ラン藻NosloccOl1'll'llune (イシクラゲ)のli記燥耐性機構
。坂本敏夫 ・組橋敬理 ・国|王|慎平 ・政irli1事故(金沢大 ・院 ・|三|然 ・生物科学)

3月27日(金)午後の部
A会場法文学部新棟 2階講義室215
13:00 AI2 山中湖の水草類の生態，特に透明度と分布の関係 -2008年一

。]宇津女[1比古ヘ夏目:lJ;m貴ヘ松野 安純 ヘ土屋佳菜*・吉津 一家ぺ〕宇津 (松111)和!立問 (*山梨大・教育，
神山梨県衛公研， 糊山梨県環境研)

13:15 AI3 山中湖に生育する大型T~~類の現状，特にフジマ リモと シヤジクモ類について
。)宇津(松山)和世 本 ・ 中野隆志 * ・ 安 |土l 泰11~1ì * .加藤将 軸・野崎久義 神・吉津 一家 時・芹深刻一l比古 相場 (傘
山梨県環境研， 神 ~r大 ・ 院却し 開 山梨県術公!日 f ， 閉 山梨大 ・ 教育)

13:30 A14 絶滅危倶種であるシヤジクモ類の生育と水質および周辺環境の影響について

。笠井文絵 本 . 平林周ー ヘ坂山 ~俊 神 ・ 野附久義 久 石本美和 事 . 宮地和幸 時 ・ 加藤将 帥 ・ 佐野郷
美明 .森111島秀治 一 .大森雄治 一 ・樋口 澄男 … .久米修-- 松重 -*-*.須戸幹時一 ・白岩

善陣同一 .渡溢信一明 (キ因坊!liJf，**!ifr大 ・院，榊東邦大 ・理，同船橋芝山高，… 船橋古和釜高，
… 横須賀市立自然人文臥 … 神長野県環境保全Wf，相判明香川県高松市， 一一滋賀県立大， 時ーや筑
波大 ・院)

13:45 AI5 シヤジクモ (Clwrabrallnii)の生殖器官形成の解析
佐藤真知子 '・坂山 英俊神.0関本弘之 本間 ・伊藤元己 梓(旗日本女子大 ・院 ・理，特東大 ・院 ・総合文

化， 時日本女子大 ・理 ・物生)

14:00 A16 日本産スミレモ I~I (Trent巴pOhliales) の多様性と系統一大型の藻体を形成するスミレモ属(刀enlepohlia)
を中心に

0:':1三田 信司 本 ・ 坪田 |専美 帥 ・ I:I~原坪|壬| 美保 開 (‘ 広島県環境保健協会， 幹 広島大 ・ 院 ・ 理 ・ 宮島自然
植物実験所，時千葉県立中央博物館外来研究員)

14:15 AI7 北海道阿寒湖における緑藻マ リモの多様な生活71ヲと生育環境

。若菜勇 *・鈴木芳房 帥・新井 挙吾時・佐野修叩 (*銀11路市教委 ・マリモ研， 神j株 ・沿海探査，時株 ・

海藻研， 同石川自然史資料館)

14:30 A18 南伊豆町青野川の汽水藻

。吉崎誠 * ・ 鈴木雅大 * ・ 藤田隆夫 幹 (* 東チ I~大学:大学院理学研究科， 柿 日大習志野高校)
14:45 A19 福岡県北部の古社における海藻を)'I'Jしミた相11事

15:00 -15: 15 

15: 15 A20 

15:30 A21 

15:45 A22 

16:00 A23 

16:15 A24 

。前旺l仁 *・木村光子 岬(*~i富山大 ・ 医 梓(株)アイ ・デイ ー・ ディ ー)

休憩

沖縄県産淡水アオノ リを用いた淡水適応候補遺伝子-併の単離

。市原健介*・新チー1:草吾軸・鳥田智時 (*北大 ・理学院， 帥(株)海藻1iJf，開お茶大 ・人間文化)
ヒラアオノ リの4系統間 12*I~lの交雑によって明らかとなったオルガネラの遺伝様式
oj荒木佑子ヘ畠山陽子ヘ宮村新一軸・桑野和可榊・河野重行事(*東京大・院・新領域，神筑波大・生命環境，

間長崎大 ・院 ・生産科学)

海産緑藻エゾヒトエグサの鱗片に~}1われた雌雌配偶子における接合装置を介した細胞融合
。宮村新ーヘ南雲 保 町本村 泰三時・佐藤友則明・1開輝三 (*筑波大・生命環境， 輯日本歯科大・生物，
問北大 ・北方セ，時 北大 ・環境)

褐藻ワカメの受精時におけるミ 卜コ ンド リア，葉緑体の母性遺伝機構の解析

。木村 圭 本・土井 進也帥・長里千香子制 ・本村 泰三 (*北海道大 ・院 ・環境科学， 神新潟大 ・理， 間北

海道大 ・北方セ)

褐藻類の細胞質分裂時における隔膜発達と細胞壁沈着過程
。長里 千香子$・升ニ」二品輯・尾鳥孝男 軸・奥田-!!:ff開・本村 泰三*(傘北海道大 ・北方セ， 悼北海道大 ・
水産， 開高知大 ・黒iliQJ圏)

B会場法文学部新棟 1階講義室 114
13:00 812 

13:15 BI3 

赤潮原因鞭毛藻に感染するウイルス これまでの研究と今後の展望
。長11筒慶三人 外丸裕司 事・)11見寿枝事.1:;:1井 葉子 本・高尾 祥丈 幹・水本祐之 時 (本水産総合研究セ ・帥

福井県大 ・申東プ大三)

有害渦鞭鞭一毛i藻襲 Hた加eleω仰roοOCια叩リψ卯/ρJ沿M川saιaιclrc印u山lωαωnは5卯q伊仰u附Iκω正α仰t町川r円111附Gを宿主とする R悶NAウイルスの宿主特呉興畏則¥'1
O勺)11見 寿校 .外丸裕司 .長j崎向鹿三 (水l産童総合j砂研日肝f究セ .瀬戸内水{研肝)
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13:30 B14 

13:45 BI5 

14:00 BI6 

14:15 BI7 

14:30 BI8 

14:45 BI9 

15:00 -15: 15 

15:15 B20 

15:30 B21 

15:45 B22 

16:00 B23 

16:15 B24 

珪藻に感染するウイルス ーこれまでの研究と今後の展望一
。外丸裕司*・豊田健介*.白井葉子ホ・高尾祥丈輔・水本祐之榊.鈴木秀和問・南雲保判明長崎

慶三*(柑水産総合研究セ，柿福井県大，糊東大，明海洋大，時株日歯大)

海産浮遊性珪藻類の分子生物学的手法による種識別・検出・定量解析について

。豊田健介・長崎慶三・外丸裕司(水産総合研究セ・瀬戸内水研)
日本沿岸の Chattonella2種におけるマイクロサテライトマーカーを用いた集団遺伝学的解析
。出村幹英・河地正仲(国立環境研究所)

富栄養湖沼に発生するアオコの動態と原生生物の相互関係の解明

。池田啓二・渡遺信(筑波大・院・生命環境)

ラン藻Microcystisaeruginosaにおけるアオコ毒素生合成遺伝子の中立進化
。田辺雄彦*・佐野友春神・笠井文絵ヘ渡遺信事(事筑波大・院・生命環境，神(独)国環研)

藻類産生プロテアーゼの検出と生化学的特性
。高瀬真希キ・内藤住奈子*.西川哲也柿・今井一郎糊・中村健一*(*県立広島大・生命環境，輔兵

庫水技セ，糊京大院・農)

休憩

水表性黄金色藻Chromophytonrosa叫がi(ヒカリモ)の光応答反応
。野水美奈本・松永茂輔・渡辺正勝間・井上勲事(*筑波大・院・生命環境，輔総研大・葉山高等研，

時総研大・先導科学)

黄金色藻オクロモナスにおける管状マスチゴネマ関連遺伝子Ocmファミリーについて

。山岸隆博ヘ本村泰三へ長里千香子ぺ川井浩史隼(牟神戸大・内海域セ，神北大・北方生物圏フィー

ルド科学セ)
STRAMENOPILES専用の青色光受容体オーレオクロム (AUREOCHROME)
石川美恵・高橋文雄・ 0片岡博尚(東北大学大学院生命科学研究科)

クロララクニオン藻Partensわlellaglossopodiaにおける核分裂の形態学的観察
。遠藤寛子市・大田修平明・石田健一郎*(*筑波大・院・生命環境，輔Rosco仔生物研)

クロララクニオン藻における葉緑体へのタンパク質輸送シグナルの機能領域

。平JlI泰久・石田健一郎(筑波大・院・生命環境)

ポスター会場法文学部新棟 1階
16:40ー17:40 ポスター集中討議(奇数番号)

問 1 日本に棲息する淡水カメの甲羅に生育するキツコウジュズモの分類学的研究

。宮地和幸*・吉田壮志*・野崎久義軸(*東邦大・理・生物，柿東大・理・生物科学)

P03 三叉分枝する匹芽枝をもっツクパネクロガシラ(褐藻綱)について
北山太樹(国立科博)

P05 神奈川県江ノ島(基準産地)におけるコトジツノマタの季節的消長
。鈴木平吉・前田高志・細矢玲奈・貞松大樹・能登谷正浩・藤田大介(東京海洋大学・応用藻類)

P07 千葉県銚子半島の海藻類におけるいくつかの新知見

。羽賀秀樹事・鈴木雅大へ島袋寛盛時・芹津(松山)和世間・芹津知比古…(*千葉大・海洋ノすイオ・銚子，

輔NationalTaiwan Ocean University，榊千葉大・院・理，向山梨県環境研，一山梨大・教育)

P09 東京都新宿区立おとめ山公園湧水で観察されたニホンカワモズクについて(続報)
金井塚恭裕(東京都新宿区立落合中学校)

Pl1 高知県中西部海域における藻場の分布状況
。田井野清也*・田中幸記ペ原口展子榊・平岡雅規開(*高知水試，紳財)黒潮生物研究所，高知大・院・黒潮圏，
榊高知大・院・黒潮圏，開高知大・総研セ)

PI3 山形県内8 (漁)港における藻場の分布概況
藤田大介本.c棋井克聡噌・平野央輔(*東京海洋大学・応用藻類，神山形県水産試験場)

P15 千葉県沖ノ島地先の磯焼け状パッチ内で回復させた藻場における磯焼けの再進行
。山田蘭・岩崎期平・完山暢・能登谷正浩・藤田大介(東京海洋大学・応用藻類)

P17 博多湾能古島における海草アマモの生態
。緒方郁雄*・鶴田幸成ペ川口栄男柿(*九大・院・生資環，柿九大・院・農)

P19 松江市円木池における車軸藻類の生態学的研究
。曽田莱荊香・大谷修司(島根大・教育)

P21 島根県隠岐島前のツルアラメ Eckloniastolon砕ra2型の光合成特性
。前田高志九大貫剛生川11越大町林裕一円能登谷正浩ホ(*東京海洋大学応用藻類学，神株式会社ファンケル，
時阿部株式会社)

P23 ツルアラメ 3型の配偶体および幼胞子体の生育に及ぼす温度の影響
。林裕一九大貫剛生ぺ能登谷正浩帥(*阿部株式会社，輔東京海洋大応用藻類)

P25 人工基盤上カジメ群落のAFLPによる遺伝構造解析
。伊藤知子事・倉島彰ヘ青木優和.(本筑波大学・院・生命環境，相三重大・院・生物資源)
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P27 高知県沿岸に生育するヒラネジモクおよびトゲモクの生長の季節変化と温度に対する生育特性
υ原口展子命・平岡雅規軸・村瀬昇榊・井本善次肺・奥田一雄*(事高知大・院・黒潮圏，梓高知大・総合セ・
海洋生物，出水産大学校)

P29 高知県で分布を広げるフタエモク Sargassumduplicatumの生育環境
。田中幸記*・田井野清也h 原口展子開・渡遁美穂四・平岡雅規一(*財)黒潮生物研究所，高知大・院・
黒潮風梓高知水試，開高知大・院・黒潮圏，聞東海大・院，一高知大・総研セ)

P31 沖縄の食用海藻

。山田真之本・須藤裕介事・能登谷正浩輔(‘沖縄県水産海洋研究センター，神東京海洋大学応用藻類学)
P33 ミリンSolieriapacificaの組織培養による種苗生産

。前田高志・能登谷正浩(東京海洋大・応用藻類学)
P35 室内培養下におけるオキナワモズク盤状体の成熟特性について

。岡直宏・平良寛進・伊波匡彦((株)サウスプロダクト)
P37 アナアオサを用いた魚類養殖による窒素負荷の評価

。石樋由香・横山寿(養殖研)
P39 富山湾深層水を活用したコンブの細胞培養育種に関する検討

。荻田信二郎事.山村理恵事・加藤康夫常.松村航輔・加藤肇_...小善圭_...大塚耕太郎開.高野隆司

同・中井裕一・尾山裕幸昨榊(*富山県立大学，輔富山県農林水産総合技術センター，出(株)KOフードテッ
久間(株)梅かま，一フジ七食品工業(株)，帥榊(社)富山県農林水産公社)

P41 陸棲シアノバクテリアNostoccωnmune(イシクラゲ)における紫外線吸収物質生産能の検討
。小川浩之*・園田慎平輔・坂本敏夫h 坂本香織醐(事金沢工大・院・バイオ・化学，輔金沢大・院・自然・
生物科学，相金沢工大・バイオ・化学・応用バイオ)

P43 2・MIBを産生する Phormidiumautumnale 
。宮下英明'・森涼子'・浅野雄三幹・上田薫軸(権京大・院・人環，柿奈良県水道局)

P45 日本産寄生性渦鞭毛藻Blastodinium2種及びOodinium2種の分類学的研究
。石黒公章'・大塚攻輔・堀口健雄*(*北大・院理・自然史，輔広大・生物圏科学)

P47 黒潮及び対馬腰流域のディノフィシス目渦鞭毛藻類の出現種とその分子系統学的研究
。高野義人・岩滝光儀・松岡敷充(長崎大・環東シナ海洋セ)

P49 南極スカーレン大池の湖底堆積物コア中の珪藻による昭和基地周辺の環境変動の推定
。大谷修司九大塚泰介ペ井上源喜曲・瀬戸浩二 B聞. (事島根大・教育，輔琵琶湖博物館，棉大妻女子大，向島根大・

汽水域研究センター)
P51 東京湾盤洲干潟における珪藻群集の動態

。真山茂樹・西Jf[真起・住中登紀子(東京学芸大学生物)
P53 高等学校生物における単細胞緑藻Haematococcusを用いた「生物の環境応答」に関する生徒実験の開発

。片山野康・武田陽・松本春香(東京学芸大学環境科学)
P55 ユーグレナの原形質膜内在性タンパク質IP39の構造と機能

。洲崎敏伸*・竹内喬平場・末友靖隆輔(権神戸大・院理・生物，特岩田市立ミクロ生物館)
P57 群体性緑藻ボルボックス目の凍結保存法の開発

中津敦・ 0西井一郎(理研・基幹研)
P59 緑藻類Apatococcuslobatllsの生活環

。絹谷和子事・嶋村正樹幹・半田信司開・竹下俊治.(‘広島大・院・教育学，樟広島大・院・理学，時(財)広

島県環境保健協会)
P61 沖縄県屋慶名干潟における希少藻類クビレミドロの初期生活史

。小津宏之*・長井隆*.玉城重J!U*・津田修_...照屋雅彦軸・園場幸恒輔・安仁屋宗剛開.野中圭介出.
香村員徳.(*財団法人沖縄県環境科学センター，岬沖縄総合事務局那覇港湾・空港整備事務所，間財団法人港

湾空港建設技術センター)
P63 単細胞接合藻ヒメミカヅキモの受容体型キナーゼCpRLKlの特性解析

。丸川祐佳*・西井一郎輔・関本弘之・(*日本女子大・理・物生，神理研・基幹研究所)
P65 黄金色藻オクロモナスにおける遺伝子導入系に向けての EST解析と基礎実験

。寺内真'・加藤敦之*・長里千香子h 本村泰三輔(事北海道大・理，樟北海道大・北方セ)
P67 放散虫に共生する藻類の分子解析と微細構造観察

。湯浅智子 a・堀口健雄輔・真山茂樹傘・高橋修事(事東京学芸大・教育，軸北海道大・理)
P69 蛍光イメージングって何? 藻類のバイオイメージング史

。石川依久子・唐津智司(理研・ BSI)
P71 観光調に適した足下照明の開発ー照明の光質による藻類生育の変化一

。吉村和正*・阿野裕司事・川村宗弘*・長山憲範輔・半田信司開(*山口産技セ，輔長山電機産業，榊広島県

環境保健協会)
P73 植生回復過程における淡水藻フロラの変化一広島県宮島の例一

。安冨友貴章・半田信司輔・中原一坪田美保問・向井誠二棉・坪田博美制(*広島大・理・生物科学，輔広島県

環境保健協会，時広島大・院・理・宮島自然植物実験所)
P75 土壌性鞭毛虫類の多様性

。花房友香里本・堀口健雄輔(・北大・理・生物科学，神北大・院理・自然史)
P77 日本における藁類の収集・保存・提供一ナショナルバイオリソースプロジェクトにおける活動

。笠井文絵*・川井浩史紳・井上勲開.中山剛榊・石田健一郎棉.羽生田岳昭 h 山岸隆博h 甲斐厚輔.
河地正伸*・平林周一九渡遁信棉(事国立環境研・生物，輔神戸大・内海セ，榊筑波大・院・生命環境)
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A会場法文学部新棟 2階講義室215
げ:50-18:50 総会

3月28日(土)午前の部

A会場法文学部新棟 2階講義室215
9・00 A25 光質が興なる LEDJ照射によ るアナアオサ不稔性変異株の光合成とさ1::.長

。高田 I1国司 ・ 村瀬 昇 ・ 野田幹雌 ・ 須田 有!I~Iト上野俊士郎(水産大学校)
9・15 A26 カイガラアマノリの凍結保存

9:30 A27 

9・45 A28 

10:00 A29 

10: 15 -10:30 

10:30 A30 

10:45 A31 

11:00 A32 

11: 15 A33 

11:30 A34 

11:45 A35 

。福村祐樹 ・桑野手[1可(長崎大学大学院生産科学研究科)

NlImerical and exp巴rilllentallllod巴Iof nlltrient transport to the prostrat巴algae，Euchellllla serra 
o Gregory N. Nishihara*' Ryllta 1i巴rada榊(*Nagasaki University，輔KagoshimaUnivel・sity)
NlItrient lIptake ancl r巴clllctionefficiency of Gracilaria bursa-pαstoris (S Gmelin) Silva as a biofilt巴rof 1巴clsea 

bream (Pagrus major) cllltllre wast巴S
OR. J. Carton*・y.Okllyallla**・H.Killlura柿・M.Notoya* (* Tokyo University of Marin巴Scienceand 

Technology， 帥 Wakayama Prefectllral Research Center of Agricllltllre， FOI・巴stryancl Fish巴n巴s)
瀬戸内海東部の香川県小豆島沿岸における海草の分布とアマモの季節変化

Ori燦原 宗弘事・Lil賀賢ーヘ香I11哲帥・末永 j必寛開 (事香川県水試， 帥香川県農政水産部， 制香I11大・T.)

休憩

I控摩半島南西部におけるガラモ場の群落梢造と季節変化
。中島広樹*・|王|中 敏陣輔・吉満敏 H ・寺田竜太本(事鹿大 ・水産， 輔鹿児島県水技セ)

佐渡真野湾でのガラモ場分布に及ぼす砂と植食の影響

叶11俣茂*・佐藤智Hリ紳(*水総研セ水工研， 輔新潟水産海洋研佐渡水技セ)
九州西岸で、季節的に形成されるガラモ場の維持機構 一直立部のない時期の生残率

。八谷 光介 ・清本節夫 ・吉村拓(西水間)

一年生アマモの春化処理によ る草体の形態的特徴

。森庇l晃グじ・布li沼誠*・水野家事・奥村育恵ヘ医|分秀樹林・倉島彰ヘ前川 行幸ホ (*三重大・生物資源!，
帥三重水研)

アマモJ易の栄養瓶吸収能力の評何li
。水野 家 ・森田晃央 ・奥村育恵 ・倉烏i;15.前川 行幸 (三重大 ・生物資源)
宮城県女川IllJilI'合|暗礁 「女川大根」における海部植生
。藤田大介ぺ大村 浩之へ渡辺信次開・木村康行問・菅野 愛美一 (取東京海洋大，輯(株)東ieY建設，
申 (株)ノfック ロール， 同女川町役場，一 東北大海生センター)

B会場法文学部新棟 1階講義室 114
9:00 B25 褐藻カジメのラミナラン加水分解酵素活性の季節変化

。岩尾12紀 ・倉島彰 ・前川 行幸 (三重大学 ・院 ・生物資源)
9: 15 B26 鹿児島県北西部におけるコンブ科褐藻アン トクメの季節消長

。湾野 尚子 ・村山市孔明 ・寺田竜太(鹿大 ・水産)
9:30 B27 褐藻アントクメの生長と成熟におよぼす渦度の影響

。倉島移 ・架原正樹 ・森田晃央 ・前川行幸(三重大院 ・生物資源)
9・45 B28 褐藻サガラメ胞子体の鍬形成に及ぼす駿河湾深層水の影響

。二村和視 ・岡本 一利 (j'flt岡水技研)
10:00 829 海藻の生活環と季節的適応~異形世代交代と同形世代交代への数理的アプローチ~

10: 15 -10:30 

10・30 830 

10:45 B31 

11:00 832 

11: 15 833 

11:30 B34 

11:45 B35 

。別所不[1博・巌佐府(九大理生)

休憩

群体性ボルボックス目ゴニウム (Gonium)屈の U)r種について
。葉山真歩子*・{rl:'田崇志 h 浜地貴志 ・・野崎久義本(*!iI~大 ・ 院・理， 神陸路大 ・ 先端生命研)
ペディ ノ諜綱(緑謀縞物門)の系統

篠11府文彦 *. o~1二'111 岡ド・ 矢吹彬憲 榊 ・ チ |二上勲 帥 ( * 筑波大 ・ 生物学類， 肺筑波大 ・ 院・ 生命JJf~:tj'~)
単削胞性緑r~~ Gloeol'l1onasの微細H形態と系統進化
O野11筒久義・・仲間 崇志 韓(寧東京大 .JJIl・ 生物科学，神慶!患義塾大 ・先端生命研)
新積ヤリミドリ)m藻類 (緑藻綱オオヒゲマワリ 目)と狭義ヤリミドリ属の形態進化
。仲田 崇志 *・曽我 朋義傘・冨田)J券*・野崎 久義帥(*慶IJm• IAB，紳東京大 ・理・ 生物科学)
Ha竺naarenicola (カタブレフアリスI"D共生体に近縁なプラシノ蕗Nepltroselnzis

UU-I 口 IIj~代 ヘ 岡本典子ぺ中山岡ド・井上勲 * (*筑波大・院・生命蹴境， 帥ブリティッシユコロンビア大)
Cephaleuros )，電気生藻 (緑務)の樹木業上で、の季f!ii'jl:1句進展

。)~[j li~~ ~l訓ド ・ 大谷修司判 (*元鳥i恨林技セ， 神 島根大 ・教育)
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3月28日(土)午後の部

ポスター会場法文学部新棟 1階
13:00-14:00 ポスター集中討議(偶数番号)

P02 三方五湖に生育するシオグサ属藻類の遺伝的多様性と形態的可塑性
。早川雌一郎 ・吉川伸哉 ・大城香 ・制i谷充1111 (福井県立大 ・生物資源)

P04 アミジグサ本|シマオオギ連三種における仮根形態について
。青山弘 ・孫日斌 ・回中次郎(海洋大 ・院 ・藻類)

P06 広島県因島における浮遊アオサの種組成と季節的消長
山岸幸正 * 0垣本健吾輔・谷也尭俊 志・真鍋克志、 ・・三lIi命泰彦 *(本福山大 ・生命工， 梓福山大 ・院 ・工)

P08 八重山諸島で初めて発見された波照間島のチスジノ リ属部類について
。岸本和五(E* .藤田喜久幹 ・香村長徳糊 (汁:附日水海lJfセ石垣支所，神琉球大学教育セ，由沖縄県環境科学セ)

PIO 宮古島の湧水に生育するミヤコチスジノリの危機的状況と早急な保全の必要性
藤田喜久 (琉球大学大学教育センター)

PI2 北海道日本海沿岸の磯焼け海域におけるホソメコンブ群落の成立条件と造成について
。秋野秀樹 ・秦 安史 ・武藤 卓志 (北海道原子力環境センター)

PI4 千葉県館山市坂田地先のヒジキに対するアイゴの食害
藤田大介 ・0横田淳 (東京海洋大学 応用部類)

PI6 沖合への炭素のフラックスとしてのアマモ車体移送量定量化の試み
。坂西芳彦*・岸道郎軸・小松輝久間・鈴木款問 (事北水1iJf， 神北大院水， 関東大海洋研， 間静岡大院)

PI8 異なる環境に設置した「貝殻ブロック」への海謀の着生
。紺l矢玲奈 .. J二野 一彦 梓・111回初|ー輔 ・|上|回闘 *・藤旧大介 *(本東京海洋大学 ・応用藻類， 肺五洋建設(株)) 

P20 シヤジクモ類における LEAFY辿伝子ホモログの単削
。坂山英俊 ・伊藤元己(東大 ・院 ・総合文化)

P22 島根県隠11皮諸中ノ 烏別府湾の大型ツルアラ メ2H~の比較
O{*裕一ヘ大貫剛生 軸・能登谷正浩 帥(*阿部株式会社ブ東京海洋大応用誌類)

P24 千葉県沖の鳥地先における葉状音11を切除したアラメの再生
。貞末大樹 ・鈴木平吉 ・能登谷正浩 ・藤田大介(東京海洋大応用藻類)

P26 異なる環境下に生育する紅~~~ピ リ ヒ パの光合成特性の季節変化
。高原涼 ・田中次郎(海洋大 ・院 ・藻類)

P28 褐藻フシスジモクの水深に伴う形態の変化
桐原慎二* 0藤川 義ーへ 能登谷 正法1肺(事青森増養殖liJf，特東京海洋大)

P30 瀬戸内海沿岸におけるノコギリモク群落の炭素固定量の推定
。村瀬 異い ・吉田吾郎幹・鱒谷賢治柿 ・橋本俊也榊 (ホ水産大学校，神瀬戸内水研，問広島大)

P32 新規養殖紅藻ク ビレオゴノリGracilariablodgettiiの養殖技術開発
。山田真之 *・須藤裕子γ・能登谷 正浩 帥(*I11I縄県水産海洋研究センター， 軸東京海洋大 ・応用藻類学)

P34 オキナワモズク直立体の生長に及ぼすli自民主態窒素の影響
。須藤裕介ヘ111田真之*.CharlesYarish **・能登谷 正浩 帥 (*I11I水海研セ， 軸コネチカット大学，明東京海洋大学)

P36 オキナワモズク雌状体の混在微生物と純粋倍養系の確立
。平良寛進 ・岩本理恵 ・伊波匡彦((株)サウスフ。ロダク ト)

P38 長期培養した褐藻コンブ目植物の配偶体における成熟能力について
。村岡大祐 ・坂見知子 ・奥村裕(水所セ東北水研)

P40 原始紅藻 Cyaniピiioschyzonmerolaeにおける貯蔵多1J[tの桃造
。平原知香本・藤原祥子物・吉田真由美輯・藤田直子 帥・lこ|ヨ村保典へ黒岩常祥開・古11筑幹夫 *(キ東薬大 ・生命 ，
梓秋田県立大・生物資源， 申立教大 ・極限)

P42 水月湖の酸化還元層におけるラン藻の分布と多様性
。吉JI111l1哉ヘ杉111洋平ヘ北本健悟ヘ森 1'{:t美ヘ|河本 嵩g*.藤田建吾神."1コ野 伸一時・近藤竜二ヘ神谷充イ11:1ヘ
大城香 .(本福井県立大 ・生物資源， 神愛媛大 ・農学部， 時京都大 ・生態学研究センター)

P44 祖先的渦鞭毛虫の核タンパク質と染色f木構造
。福田康弘 ・掛|崎敏件1(神戸大 ・|涜瑚1・生物)

P46 底生性Hefel前 apsa2種(渦鞭毛藻綱)の分類学的研究
。山中真理子事・堀仁l健雄 **(*北大 ・辺!・生物科学，円|七大 ・|抗出 ・自然史)

P48 水産養殖用稚魚を介した中国からの有毒 ・有害プランク トンの越境移入の可能性
01:日辺祥子 本・細井公富ぺ 伴修平時・キ卜虎東開 ・李洪武叫(本神戸大内海域セ， 神滋賀県大環境，間信大理，

同海南大学)

P50 山口県秋芳洞の気生珪藻類
07持制 緩*・半旧信司 半・I=!=I野武登ぺ 出口問則時・川村 宗弘 同 ・吉村和正問 ・阿野裕司 叩 (本広島県環境
保健協会， 梓広島工大 ・環境，明広島大 ・|涜・J]L向 山口産技セ)

P52 羽状珪藻Pinnularia属および Caloneis属の系統関係の考察
。石井織葉本・出井邪iJf帥・今井 一志間・鈴木秀杭ド ・南重保問 ・|壬|中次郎 .(事海洋大 ・院 ・藻類，神文教大 ・

生物， 申 日歯大 ・ 生化学， 即 日 l酒大 ・ ~ニ物)
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P54 

P56 

P58 

P60 

P62 

P64 

P66 

P68 

P70 

P72 

P74 

P76 

P78 

Mayorella viridis (アメーボゾア)共生クロレラの系統と共生様式
。西村貴陪~山口晴代h 児玉有紀軸・中山卓郎ペ中山剛 h 井上勲榊(*筑波大・生物学類，神筑波大・院・

生命環境)
緑藻アミミドロの遊走子形成時における隔膜構築機構の細胞生物学的解析

。田中学・幡野恭子(京都大・院・人環)
オオヒゲマワリ目 3種における無性生殖旺の形成過程
。飯田仁事・西井一郎 h 井上勲事(事筑波大・院・生命環境，軸理研基幹研)

トレボキシア藻綱内で二分裂増殖する5種の母細胞壁の残存と細胞の糸状連結
。山本真紀事・尾張智美輔・河野重行輔(事専修大・自然科学研，軸東大・院・新領域・先端生命)

不等毛藻Aurearena及び近縁なグループにおける高電子密度頼粒の多様性

。甲斐厚・川井浩史(神戸大・内海域)
単細胞接合藻ヒメミカヅキモのホモタリック株における接合調整分子の発見と特性解析

。圏分夢・土金勇樹・関本弘之(日本女子大・理・物生)

有孔虫に共生する Porphyridium属藻類の系統分類学的研究
。横山亜紀子・・原慶明輔(*山形大・院・理工，輔山形大・理・生物)

パラオ海水湖産タコクラゲに共生する Symbiodinium属藻類の固有進化機構
宍戸雄太*・藤原俊彦 h 工藤創棉・奥泉和也開.0原慶明柿(‘山形大・院・理工，神山形大・理・生物，

榊山形県工業技術センター，間E鶴岡市立加茂水族館)

沖縄のサンゴから蛍光タンパク質を採る

。唐沢智司・石川依久子・宮脇教史(理化学研究所・脳科学総合研究センター)
松江市近郊の不耕起水田と耕起水田における淡水蔀類相の比較研究
。長谷川孝太'・大谷修司樟(*島根大・院・教育，軸島根大・教育)

ビオトープ「あやめ池」における藻類相の変遷 (2003年'"2008年)とその利用について
。神庭賢ーホ・大谷修司輔(‘伯番町立岸本小学校，岬島根大・教育)

アラスカ産土壌と礁から分離された微細藻類に関する研究

。宮111裕介'・鷲見亮事・中野武登軸(‘(株)日健総本社，輔広島工大・環境学部)
国立環境研究所微生物系統保存施設 (NIESコレクシヨン)における藻類の保存と分譲
。笠井文絵~河地正伸*・恵良団員由美神・森史輔・湯本康盛輔・佐藤真由美h 石本美和伸(*国立環境研究所，

軸(財)地球・人間環境フォーラム)

A会場法文学部新棟 2階講義室215
14:15 A36 富山県滑川市地先のテングサの季節的消長と漁獲量の変動要因

。松村航‘・辻本良市・寺脇利信*・藤田大介帥(・富山水研，軸東京海洋大)

14:30 A37 広島県呉市広長浜地先における住状礁を用いた被泥回避によるクロメ群落の造成
。新井章吾~中山恭彦九川岡信彦町村瀬昇岬(*海中景観研究所，制呉市水産振興課，榊水産大学校)

14:45 A38 オキナワモズクのアレロパシ一物質が培養盤状体に与える影響
。平良寛進・小口慶子・飯沼喜朗・伊波匡彦((株)サウスプロダクト)

B会場法文学部新棟 1階講義室114
14:15 B36 単離色素体・ミトコンドリア分裂装置の機能解析

。吉田大和*・黒岩晴子町河野重行権・黒岩常祥輔(*東大・院・新領域・先端生命，肺立教大・極限

生命情報研究センター)
14:30 B37 Cyanidioschyzon merolae葉緑体のプロテオーム解析

。吉田昌樹九吉田大和町藤原崇之九黒岩常祥*(*立教大・極限生命，神東大・院・新領域・先端生命)

14:45 B38 有殻アメーパPaulinellachromatophoraにおける細胞内共生藻遺伝子の宿主核への転移
。中山卓郎・石田健一郎(筑波大・院・生命環境)

15:00 B39 藻類の“眼"は独立に何度も進化した

三津計治(理化学研究所・次世代計算科学研究開発プログラム)

A会場法文学部新棟 2階講義室215
15: 10 -15:30 受付
15:30・18:00 公開シンポジウム

一南の海から見える藻類の利用と課題ー「沖縄県の海藻産業とマリンパイオ産業創出事業」
15:30・15:35 趣旨説明

能登谷正浩(東京海洋大学)
15:35・16:00 オキナワモズクの生産技術と展望

須藤裕介(沖縄県水産総合研究センター)
16:00 -16:25 クピレズタ(うみぶどう)の生産技術開発と課題

城間一仁(沖縄県海洋深層水研究所)
16:25・16:50 新規養殖海藻クピレオゴノリの養殖技術の検討

山田真之(沖縄県水産総合研究センター)



16・50-17・15 マリンパイオ産業創出事業とjrjJ縄県の海藻産業

富永千尋(jljJ縄県観光商工部)
17:15 -17:20 休憩
17:20 -18:00 パネルデ、イスカッシ ョン 「海諜産業の将来とマリンバイオ産業創出事業」

司会 .能登谷正浩(東京海洋大学)

パネリス ト:上原孝喜 (jljl純県水産総合研究セ ンター)

富永千尋 (ドjl組県観光商工帝11)
須藤 裕介(沖縄県水産総合研究セ ンター)

城間 一仁 (jJjl縄県海洋深層水研究所)
山田真之(れjl組県水産総合研究センター)

比嘉義視(思納村漁業協同組合)

伊j皮匡彦 (株式会社サウスプロダク ト)

3月27日(金)，28日(土) 力サノリ特別発表・展示

法文学部新棟 1階
SI j中組のDasycladales

石川 依久子(理化学研究所 ・脳センター)
S2 i'j:1組j誌におけるカサノリについて

35 

。堤敏良|ド・香村長徳"・津!壬|修一回・高良鋭同.15)11依久子一-西国弘之… ・|卦端 重夫一 -平中|情朗一 (';
那覇港管理組合， .. jr!-，制県民i境科学センター，四jrjl漏出色合事務局那覇港湾 ・空港整備事務所， 由那覇市， 一 理
化学研究所， 一 いであ(株)) 
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口頭発表要旨

AOl 0鈴木雅大牟・橋本哲男 "・吉11時誠田:日本産ワツ

ナギソウ属植物の分類

?{!IT者 らは，日本産ワツナギソウ属 (Champia)のヒラ

ワツナギソウ，ウスノfワツナギソウ，へラワツナギソウ，

ワツナギソウの体梢造，生殖器官，果胞子体形成過程を

観察し， また，rbcL遺伝子の配列を決定した。4種は，1) 

体形成様式は多1111[[型。2)体は中空，皮層と内!控部で梢成

される。 3)体は 1}習の隔壁によって仕切られる。4)球

形の腺細胞を単独に生じる。5)精子裂は皮層細胞から切

り出された精子母制胞に頂生する。6)造果校は 4*111胞，
支持細胞よ り2細胞から成る l本の助制11胞枝を生じる。7)

果胞子体は果皮に覆われ，成熟した嚢果は頂部に果孔を

持つ。8)果皮の内側の細胞は糸状に仲長ーする。9)四分

胞子嚢は皮層部に介在し，凹面体状に分裂することで共

通 している。4種は外部形態に加えて，B/L比，f木下部の
皮層の細胞数，内)陸部を縦走する糸状細胞の位置，分子

系統解析によってはっきりと区別された。日本沿岸7カ

所で採集したワツナギソウは，鈎状の枝を持つもの，校

が紺|くて密に分校するもの，分校が少ないものなど外部

形態は様々であったが，いずれも同種であることが示唆

された。岩手県山田nlJで採集 したナンブワツナギソウ(新
称)は，分校の様子，隔壁を構成する細胞数，分子系統

解析の結果，新種であることが示唆された。

(* National Taiwan Oc巴anUniversity，帥筑波大・院 ・生命環

境，榊東邦大 ・院・耳ID

A03大葉英雄 :緑藻ダジクラズス属の一種 Dasycladus

vermicularisの生育・分布について一太平洋からの報
丘二一ー
I二1

ダジクラズス属 Dasycladus は ， 結t r~~ カ サノリ目ダジ クラ
ズス本|に属し，現在，全世界から D.d仇lたel川7“suωs，D. I印amη10ωJ幻川uωtωs，D 
附 7η川川11川1ICα印u巾lωCαωtυ川ris(ωD.cl α仰vaeメ伽Oωr川-

告さ れている。D.d必en川suω5とD.I凶αmoωsuω瓦は，それぞれオース

トラリア南岸とアフ リカ東岸に分布が|浪られている (Bergel
& Kaever 1992)。これに対し， D. verm.icu!arisは大西洋の熱;市-

DE熱帯海域および地中海に広く分布しているが，インド ・太
平洋からの報告は殆どない。新崎(1950)は沖縄島中城湾の海

岸から，また大葉 (1991)はド11制県慶良問諸島の水深 15-25日1

の海底から D.νermicu!arisを採集したこ とを報告 している。

今回，南太平洋のパヌアツ共和国(11:1名ニューへブリデス)
エファテ島のサンゴ礁(水深 8-12111) において，本種を多数

採集できたので，日本産のものも合め太平洋産の本種の生育・

分布について報告する。

本種は， 輸生校の先端が尖っているこ とで D.densusと，

また務体が分|岐しないことで D.ramosusと形態的に区別でき

る。パヌアツ産の藻休は単条で，長さ 15-30llllll， 11届2-4llllll 

で，慶良間諸島産のもの(長さ 10-25llllll，桐 1.5-3.5llllll) 

に比べ， やや大型であるが，両産地の f~~体は 1)石灰を沈着
せず，藻体色は濃緑色， 2)先端が尖ったI1治生枝を密生， 3)熔

状の短い仮根を石灰質の基質に穿子L，4) 安定岩~!生ヒには殆ど
生育せず，サンゴ@lの縁!Jf;[1縁泌帯の縁削Iに散在する1際や転石

上に叢生，5)水深 8-25III の 比i[i交的訪れ泊所に生育する}~(で，
共通した形態的かつ生態的特徴を有していた。

(東京海洋大学 )

A020川井浩史 *.羽生田岳昭 本・M.Ridgway輔:褐藻

Aureophycus aLeutic川 (コ ンブ目)の新産地報告と科レ

ベルの帰属について

筆者らは)J包子体の形態と分子系統学的な解析結果に基づき

2008年にコンブ目の新属 ・事Ir種Aureophycusa!euticusを記載
した。本離ははじめ 2006年7月アリューシャン列島中央部
の火山鳥で未成熟の胞子体が発見されたが，2007年夏に行わ
れた，より広域の調査に於いても新たな分布域は確認できず，

また成熟個体を得ることもできなかった。このため，本陸は

秋以降に成熟することが予想されたが，原記載地は遠隔地の

#l~人島で、あり季節的な調査は極めて困難である 。 本種は平た

い茎状部， j皮針形の葉状部および円盤状の付着器からなる特

徴的な形態を示し，分子系統学的な解析からもコンブ目には

合まれるが， 既知|の何れの科にも含まないがことが示唆され

たが，生殖器官が明らかでないために科レベルの帰属に関し

て結論が |てせない状況にあった。一方， 2008年夏に原記載地
の北約400klllにあるプリビロ フ諸島において本種と類似し

た海諜が採集され，分子系統学的なf!jl，{析から同種であるこ と

が確認された。さらに9月に採集された標本では葉状音11の表
而にコンブ目で、は単子嚢に伴って生じ る側糸が7iffi認され， 本
極はチガイソ不|で見られるような胞子葉を生じず，コ ンブ科

のように葉状部に単子嚢が形成されるこ とが示唆された。こ

れらの特徴から本騒がチガイソ科を含む既存の科には合めら

れないことが明らかとなり，本種をタイプとする新しい科

Aureophycac巴aeの設立を提唱する。

(牢神戸大 ・内海域センター・ 林OceanusAlaska) 

A040内村 真之 *・E.1. Faye** .岡 直宏 榊・宮111奇勤叩 .

市原健介… .属国智 一 :南西諸島海域で、生育がli慨
されたミルモ ドキ属 (Pseudocodium) など珍 しい緑藻
類について

日本では緑色海藻類が237種報告されており，特に南
西諸島海域で多くの種が確認で、きる。演者らは， H.16年

度から 5 年 I'M~，南西諸島(種子島~与那国島)の 25 島
において(水深"-'35 lll)スキューパによる潜水調査を
行った。その結果，これまで日本では確認で、きていな

かった Pseudocodium属や，手段告例 の少ない Dasycladus

vermicularisを採集することが出来た。Pseudocodium属

藻類では，分子系統解析や詳細な形態観察により，新種

Pseudocodium okinawense Fay巴，Uchimura et Shimada sp. nov 

(オキナワミルモドキ)と未記載種 Pseu.docodiumsp.の2

種を確認で、きた。これまで Pseu.docodium属では生殖細胞

が見つかっていなかったが，オキナワ ミルモドキで2本
鞭毛性の生殖細胞が確認でき，その放出過程のビデオ蝿

影にも成功した。

また，Dasycladus vermicu!arisは島尻君1:¥伊平屋島の水

深 12"-' 25 mの海底サンゴ片裏側縁辺や， 岩礁上で も
陰となる比較的自然光が制限される場所で採集できた。

Dasycladus属は GenBankに登録された塩基配列がな く，

本研究により系統的位置を明らかにする予定である。

(市港空研， 岬Sherbrook巴 Univ.，時(株)サウスフ。ロダクト，
問(株)マリンラボ， 件榊北大，抑制お茶大)



A050阿部真比古~小林正裕~玉城泉也事・藤吉栄次~

菊地則雄":DNA多型を用いたアサクサノリと変種オ
オパアサクサノリとの識別

アサクサノリ Porphyrateneraには大型になる変種オオパ
アサクサノリ P.tenera var. tamatsuensisが報告されている
が，近年では天然での生育や培養株の存在が確認されてい

なかった。最近の報告で， DNA分析と室内培養によってオ
オパアサクサノリの培養株の存在が再確認された。しかし，

アサクサノリとオオパアサクサノリを識別できる遺伝子領

域は確認されていない。本研究ではミトコンドリア DNA
領域に着目し，アサクサノリとオオパアサクサノリの識別
を試みた。

試料は培養で既に判別されたオオパアサクサノリではな
いアサクサノリ(以下アサクサノリ )3株とオオパアサク

サノリ 3株を使用した。設計したプライマーセットのうち

安定的に増幅した ATP6遺伝子を一部含むミトコンドリア
DNA部分塩基配列を決定したところ，アサクサノリ 3株

およびオオパアサクサノリ 3株のそれぞれでは一致し，双
方の間では I塩基置換が確認された。また，多型を利用し
た簡易識別法の確立を目的として，置換部分を認識する制

限酵素TaaIでPCR-RFLP分析を行った結果，アサクサノ
リとオオパアサクサノリはそれぞれ2本と 3本のバンドパ
ターンを示した。以上のことから， ATP6遺伝子を一部含
むミトコンドリア DNA部分領域がアサクサノリとオオパ

アサクサノリを識別できる遺伝子領域と確認できた。また，

この多型を用いた PCR-R且 P分析による簡易識別も可能と

なった。
(.水研セ西水研，"千葉海の博物館)

A07鯵坂哲朗:ホンダワラ類分類の困難性とその解決

にむけて

日本沿岸も含めてインド洋一太平洋海域に多数報告さ

れている大形褐藻類ホンダワラ属(ホンダワラ類)につい
ては，その記載原標本の不完全性や藻体そのもつ形態変
異幅の大きさにより同定が困難な場合が多い。温帯産の
Bactrophycus亜属については比較的よく理解されているが，
本州南部や沖縄付近には暖海産で未記載の種類(多くは
Sargassum亜属)も多く生育していて，その種名の同定は
非常に難しいものが多い。その理由としては，生息水域の
環境条件(波当りの強さや水深など)により特に葉(葉状部)
の形態変異が大きしまた種によっては気胞や生殖器托の
地理的変異もよく見られることに加え，南からの海流によ
る新しい種類の追加なども考えられる。このような同定の
困難性を解消するためには，特に各生育場所における季節
ごとの生育状態や形態形質の詳細な観察が重要で，理想的
には生育段階を追いながら成熟した藻体標本の形態形質を
観察することでかなり同定が容易となる。観察個体数も変
異の幅を確認できるほど採集できればよいし，遺伝子の情

報も重要である。
演者はすで報告しているようにホンダワラ類の形態学的
形質を「チェックカード方式」によりその変異幅も含めて
詳細に観察・記録し，その情報と既存の報告等を照会して
同定を進めるのが一番確実で速い方法であると推奨してい
る。今回の報告では演者が最近扱った，いままでと葉の形
態の概念が異なるようなフシスジモクやマメタワラ，ヤツ
マタモクなどの標本を例にいかに同定作業を進めていけば
よいかを考察する。
(京大・農)
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A06ザ山本圭吾・吉川伸哉・大城香・神谷充伸:ホン

ダワラ類葉片への着生実験によるキプリイトグサの基

質噌好性の検証

これまでの生態調査により，ホンダワラ種によってキプ
リイトグサの着生量が大きく異なり，特にヨレモクに著し

く少ないことが明らかとなったが，この基質噌好性がキプ

リイトグサのどの発生段階で生じるのか不明である。そこ

で本研究では，若狭湾に優占するホンダワラ類4種(イソ

モク，ジョロモク，ヤツマタモク，ヨレモク)の葉片とキ

プリイトグサの果胞子を用いた着生実験を行い，胞子の付
着率および残存率をホンダワラ種ごとに評価した。ホンダ
ワラ類の葉片を入れた培養容器に，キプリイトグサの果胞

子を一定量投入し， 70中mで24時間振とう培養した結果，
胞子付着率はホンダワラ種間で有意差がなかった。付着し

た胞子を引き続き振とう培養したところ，ほとんどの胞子
は発芽して葉片上に残存したが，ヨレモクでは葉片組織ご

と脱離しかけた発芽体が多く認められた。次に，エアレー
ションによって強く揖枠しながら着生実験を行ったとこ

ろ，胞子投入3日後までの胞子付着率および発芽体残存率
はホンダワラ種間で有意差がなかったものの， 6日後の残
存率は，ヨレモク(19%)，ジョロモク (64%)，イソモク
(76%)，ヤツマタモク (79%)の順に低く，ヨレモクへの

着生量がヤツマタモクやイソモクよりも有意に少なかった
(p< 0.05)。以上の結果から，天然で観察されたキプリイト
グサの基質噌好性は着生実験によって再現されること，ま

たこの基質噌好性は胞子が基質に付着するときに生じるの

ではなく，胞子の発芽後に生じることが示唆された。

(福井県立大・生物資源)

A080吉田吾郎'・荒武久道"・佐島圭一郎"・八谷光

介~吉村拓醐:九州産ホンダワラ類4種の付着器か
らの再生能とその温度特性

近年，九州沿岸域では植食性魚類やウニ類の食害による

磯焼けが広がる一方，波浪流動や漂砂の影響のある場所な

どでは，局所的に藻場が残存している。藻場が残存する場

所の環境特性や，その構成種の生態特性を把握することは，
藻場の回復をはかる上で重要な情報となる。

本研究では，同海域の主要ホンダワラ類4種(シマウラ

モク，マジリモク，ヤツマタモク，ヨレモクモドキ)につ

いて，動物による採食や波・砂などによる物理的破壊を受
けてからの藻体の回復能を明らかにするために，付着器片

からの再生能を比較するとともに，その温度特性を把握し
た。幼匪を単離し，5ヵ月程度 12hL-12hD，100μEm九ー1
200Cの条件下で育成した後付着器を切り取り， 4分割して

実験に供した。上記光条件に， 15， 20， 25， 300Cの温度条
件を設定し， 1温度条件に 8個体分の付着器を供使して 2

週間培養した。

シマウラモク，マジリモクは 250C下で最も多くの再生
が観察され，再生率はそれぞれ62ム 75%，付着器 1片あ
たりの平均再生発芽体数は1.8および3.3であった。両種
は300C下でも比較的高い再生率，再生発芽体数を記録し
たが， 200C以下では再生は激減した。ヤツマタモクは 20

'" 300Cで37.5%の発芽率であり，再生発芽体数の個体間
差異(もしくは断片間差異)も大きかった。ヨレモクモド
キの付着器からはどの温度下でもほとんど再生は見られな

かった。
(事瀬戸内海水研，神宮崎水試，開西水研)
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A090荒武久道場.佐島圭一郎..渡辺耕平肺・吉田吾

郎制:宮崎県串間市沿岸のタマナシモクの生長と成熟
及び群落の維持について

タマナシモクは，宮崎県沿岸では磯焼けが起こっている
外洋に面した場所にも濃密な藻場を形成し，潮間帯から水
深 10m以深までの広い水深帯に生育することから藻場造
成対象種として注目されている。
良好なタマナシモク藻場が形成されている串間市ー里崎
東岸において， 2005年 12月から毎月 l回，原則として状
態が良好な 20個体の全長を測定，生殖器床出現の有無を
観察した。 2007年 11月からは繊維状根の観察を加えた。
調査地にメモリー水温計を設置し， 1時間毎の水温データ
を得た。
タマナシモクの全長の増大は 10月から翌4月頃まで見
られ，最大で 1m程度に至った後， 6'"'" 8月には全ての主
枝が流失した。この間の水温はおおむね240C以下であっ
た。生殖器床は4'""'5月に出現し，主枝が流失するまで維
持された。繊維状根は 2007年 11月以降伸長し， 2008年4
月に 6cm以上に発達し，水温が240C以上になる 6月以降，
そこに多くの新たな藻体を形成した。 2'""'3mmに細断し
た繊維状根を， PESI培地，光条件 12hレ12hD，10 '"'" 100 
μEm九ーl，温度 15'"'"300Cで培養した実験では， 250C以上，
光量 100μEm九ーlで多くの新藻体の形成が認められた。こ
れらのことから，タマナシモク群落の維持には繊維状根か
らの新藻体形成が寄与していること，繊維状根からの新個
体の伸出は，成体の流失による光量の増加と水温の上昇が
関係していることが示唆された。
(・宮崎水試，紳西日本オーシャンリサーチ，楠瀬戸内海水研)

All 0伊藤龍星'・中川彩子 h 寺脇利信制.サトイト
シリルグレン間・北村等間:干潟域におけるヒジキ

支柱式養殖の試み

近年の国産ヒジキの需要急増に伴い，各地で様々な増殖や
養殖方法の開発，改善が行われている。第29回大会において，
我々は大分県国東半島沿岸で，ロープへの挟み込み法による
ヒジキ養殖を海面浮きイカダ式で試み，良好な結果を得た。
今回は，この方法を干潟域に支柱式で適用したので報告する。
中津市に自生する藻体(全長約 150mm)を採取し，養殖ロー
プ(径 12mm)延べ400mに5cm間隔で挟み， 2007年11月
に岡市干潟域のノリ養殖漁場内に設置した。支柱(長さ 5m，

鉄製)は，地盤高D.L.20 '"'" 80 cmに幅5m間隔で設置した。
支柱に浮動リングを通し，リングに養殖ロープを装着し，さ
らに養殖ロープには浮きを付けて，ロープが干満による水位
変動にあわせて上下するようにした(全浮動支住式)。その後，
ヒジキの生長を観察し翌年春に収穫した。
開始'""'3月までの伸長は緩やかであったが， 4月以降急速
に生長し， 4月下旬'""'5月に収穫した。収穫量は多い部分で
は，養殖ロープ 1mあたりlOkg(生)を超えたが，地盤高D.L.
60 '""'70cm以上での生長は不良であった。養殖ヒジキは，種

苗採取地の天然ヒジキより，主枝が太く，葉や気胞が大きい
などの特徴が見られた。

本法は，広大な干潟域を利用でき，管理作業も容易で，ノ
リ養殖用資材の使用ができるなど，ノリ養殖にかわる新たな
養殖業としての可能性もある。今後，検討を重ねて普及を図
りたい。
(・大分水試浅海研，輔大分北部振興局，醐富山水研，時長崎大・
水産)

A100吉川伸哉・神谷充伸・大城香:アカモクの生殖

器官形成を制御する光周性反応

ヒパマタ目ホンダワラ科のアカモク (Sargassumhorneri) 
は天然の状態では I年性の生活史を示し，一般に日長時間
が長くなる春から初夏にかけて生殖器官(生殖器床)の形
成が見られる。培養株を用いた実験においても，短日条件
で一定期間生育させた藻体を長日条件に移すと生殖器官が
形成されることが報告されている。これらのことから，日
長時間とアカモクの生殖器官形成に何らかの関係があるこ
とが示唆されるが，アカモクがどのような仕組みで日長時
間を測定しているかは未解明である。アカモクの枝を用い
た生殖器官形成の誘導系の確立と生殖器官形成の生理学的
な解析を行った。短日条件下(明期 10時間，暗期 14時間)
で生育させた栄養成長相のアカモク藻体に形成された枝の
成長点を切り出し短日・長日(明期 14時間，暗期 10時間)
条件で培養すると，日長時間に関係なく栄養成長相の藻体
に成長した。一方，長日条件下で生育させた藻体に形成さ
れた枝の成長点を切り出し，再び長日条件で培養すると成
長点が生殖器官に分化した。このことから長日条件下で新
たに形成された成長点は生殖器官に分化することが示され
た。次に生殖器官形成と限界暗期の関係を調べるため，短
日条件の暗期開始7時間後に 2時間の光照射を行う光中断
実験を行った。光中断培養条件下で形成された枝の成長点
を切り出し，再び同じ条件で培養すると成長点は生殖器官
に分化した。このことからアカモクの生殖器官形成は暗期
の時聞が一定時間以上続くことで抑制されていることが示
された。
(福井県立大学・生物資源)

A120芹津知比古~夏目雄貴~松野安純~土屋佳菜~

吉津一家"・芹津(松山)和世榊:山中湖の水草類の生
態，特に透明度と分布の関係 -2008年一

山中湖は平均水深が9.4m，最大水深が 13.3mで，概ね

北岸は急深，南岸は緩傾斜であり，北東端には平野ワンド

と呼ばれる浅い入り江がある。山中湖の北岸，南岸，平野

ワンドに計 15定線を設け，水草類の繁茂期である 9月に

船上より採集器を用いた水深毎の採集と透明度の測定を

行った。また，北岸の 1地点で潜水により一辺50cmの方

形枠3枠を用いた坪刈り採集を水深毎に行った。定線調査

の結果，水草類は 12種(うち 1種が交雑種)が確認され，

透明度は平野ワンドで3.4-4.3m，北岸で5.ι6.1m，南岸

で4.7-5.8mであり，水草類の採集量が大きかった水深帯

は平野ワンドで 1-2m，北岸で3-4m，南岸で2-3mであっ

た。総採集量に占める割合はホザキノフサモ 48%，セキ

ショウモ 22%，ホソパミズヒキモ 14%，クロモ 6%で，こ
れらの種は出現頻度も高く，現在の優占種であると推定さ

れた。また北岸の坪刈り調査から現存量は水深3-4mが2.4
kg生重1m2で最大であり，次いで2m (0.8 kglm2)， 1 m (0.6 
kg/m2)， 5 m (0.1 kg/m2)であることが分かつた。透明度は

諸要因により短期的にも変動が大きいが，本調査では透明

度の増加に伴って水草類の分布中心が深くなる傾向が現れ

ていた。また，本湖における水草類の種組成と優占度は数

年といった短い期間でも大きく変遷していることが明らか
になった。

(・山梨大・教育，輔山梨県衛公研，剛山梨県環境研)



A13 J芹津(松山)和世傘・中野隆志・・安田泰輔場・加
藤将"・野崎久義"・吉津一家出.芹津如比古向:山

中湖に生育する大型藻類の現状，特にフジマリモとシヤ
ジクモ類について

山中湖では近年水質の悪化が懸念されており，フジマ
リモの消滅が報告されるなど，水圏植物相が大きく変化
していると考えられる。演者らは山中湖で、水圏植物の現
状把握調査を行っており，本発表では大型藻類の結果に
ついて報告する。 2007年9月には山中湖の北岸東部(マ
マの森地先)から北東端の入り江(平野ワンド)におけ
る潜水調査を， 2008年9月には湖全体に定線を設け船上
から採集器を用いての全湖調査を，また 2008年7-12月
には主に平野ワンド周辺でト徒手採集を行った。その結果，
平野ワンドからママの森地先にかけてサヤミドロ属，ブ
ルボケーテ属，アオミドロ属，フタマタシオグサの計4
種が確認され， 2004・2005年の調査で未確認でドあったフ

ジマリモは，ママの森地先の水深 1-5mと平野ワンドの
水深2mの岩上にわずかに生残しているのが発見された。
シヤジクモ類は北岸と南岸の水深 1-5mの広い範囲で確
認され，そのうちオトメフラスコモは主に北岸の水深 1-
3mで確認された。他のシヤジクモ類は検鏡の結果，シヤ

ジクモとフラスコモ属2種であることがわかり，フラス
コモ属2種の葉緑体DNA(rbcL領域)の 1194塩基対を
解析したところ，それぞれヒメフラスコモ，キヌフラス
コモの既存の配列と完全に一致した。キヌフラスコモと
フタマタシオグサは山中湖では初めての確認であった。
(，山梨県環境研，"東大・院理，開山梨県衛公研，間山梨大・

教育)

A15佐藤真知子事.坂山英俊"・(l関本弘之一・伊藤
元己“:シヤジクモ (Charabraunii)の生殖器官形成の
解析

シヤジクモ藻綱の中で生じた多細胞化と生殖システムの
進化は，植物の陸上への進出と多様化の基盤となったと考
えられているが，多細胞生殖器官をつけるシヤジクモ目の
有性生殖過程そのものについて詳細な研究はほとんど行わ
れていない。本研究では，シヤジクモを材料とし，生殖器
官形成過程について解析を行った。
生殖器官の形成されるタイミング，受精のタイミングを
調査したところ，通常シヤジクモでは，造精器と生卵器が
対になって形成されるが， しばしば造精器のみの生殖器官
が出来ることを発見した。この現象を，生卵器形成抑制現
象と名付け，樹脂切片を用いて詳細な観察を行ったところ，
この現象の見られる生殖器官では生卵器の原基が出来てお
らず，生卵器分化自体が抑制されていることが確認された。
生卵器抑制による造精器への影響を調べるため，造精器
のサイズ・面積・重さ・精細胞数を測定したところ，生卵
器と対をなす造精器に比べ，造精器単独で存在する場合，
顕著に精細胞数が増加していることが明らかになった。ま
たこの現象に対する光の影響も検討したところ，生殖器官
が多く形成される弱光下ほど，生卵器形成の抑制が見られ
ることが明らかになった。これらの結果から，多細胞シヤ
ジクモ藻類において，個体内もしくは個体聞で有性生殖の
効率を維持・コントロールするためにエネルギーコストを
振り分ける為の何らかの統御システムが存在していること
が強く示唆された。
( ，日本女子大・院・理，"東大・院・総合文化，回日本女子

大・理・物生)
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A14笠井文絵・.平林周一~坂山英俊“・野崎久義

~石本美和・.宮地和幸開・加藤将"・佐野郷美田.

森嶋秀治一・大森雄治一.樋口澄男一・久米修
…輔・松重一夫..須戸幹同一・白岩善博時一E・渡

遺信時間輔:絶滅危倶種であるシヤジクモ類の生育と

水質および周辺環境の影響について

シヤジクモ類は池沼の底を覆うことにより風波による

底泥の巻上げを防ぎ，底泥からの栄養塩の回帰を防いで

植物プランクトンの増殖を抑制し，池沼の透明度の確保

に大きく貢献している。しかし，元々，深い，光環境の

悪いところに生育することが多いことから，富栄養化の

影響を受けやすく，日本の多くの湖沼で絶滅が報告され

ている。本研究では，シヤジクモ類の衰退原因を解明す

ることを目的とし，その第 l段階として，シヤジクモ類
の生育する池としない池の環境要因を，香川県全域に分

布する約 100のため池で調査し，比較した。調査した
ため池の半数にシヤジクモ類が生育した。シヤジクモ類

の生育したため池は，クロロフィル量や懸濁物質濃度と

いった透明度を下げる要素，栄養塩濃度(全リン)が低く，

池容積が小さく，高地に位置し，除草剤に暴露されない

傾向が見られた。
ド国環研，軸東大・院，時東邦大・理，同船橋芝山高，
一船橋古和釜高，時間横須賀市立自然人文博，同時長野

県環境保全研，同一香川県高松市，時間帯滋賀県立大，
樟時間筑波大・院)

A16 半田信司・・坪田博美帥.中原ー坪田美保問:日
本産スミレモ目 (Trentepohliales)の多様性と系統一大型
の藻体を形成するスミレモ属 (Trentepohlia)を中心に

スミレモ目には6属およそ 70種が含まれるが，日本で
は5属 10種が記録されているに過ぎない。このうち，肉
眼的な糸状体からなる大型のスミレモ属は，スミレモ
(Trentepohlia aurea)とミノスミレモ (T.arborum)のみであ

る。しかし，我々が進めているスミレモ目の 18SrRNA遺
伝子にもとづく系統解析の過程で，野外で目に付きやす

いにもかかわらず，国内では未報告のビロードスミレモ
(T. bossei var. brevicellulis)やミルイロスミレモ (T.bossei var. 
samoensis)の存在が確認され，そのほかにも多様な分類群

が認識されつつある。本報告では，新たに確認された以下
の3分類群を中心に，大型のスミレモ属の形態と系統的位
置について報告する。
1)岩上や樹皮上にごく普通に見られる房状のスミレモ

類で，藻体はミノスミレモに類似しているが細胞がやや細
く，工 dialeptaに該当すると思われる。 Handa-655をはじめ
とした4試料は，それぞれに若干の形態的な違いが見られ
たが，系統的には単独のクレードを形成していた。 2)岩上
に薄い布状の藻体となって密生する Handa-l088は，系統
的にはミノスミレモに近縁であったが，糸状体は細く繊細
で，未記載種と思われる。 3)琉球列島の岩上や地面で厚い
じゅうたん状の藻体を形成する Handa-877は，細胞の直径
が22-25μmと大型で、，系統的には，葉上性の Cephaleuros
virescensと近縁であった。
(・広島県環境保健協会，縛広島大・院・理・宮島自然植物実
験所，四千葉県立中央博物館外来研究員)
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A170若菜勇'・鈴木芳房紳・新井章吾~佐野修間:

北海道阿寒湖における緑藻マリモの多様な生活形と生

育環境

マリモ (Aegagropilalinnaei)は環境省のレッドデータブッ
クで絶滅危慎I類に分類される緑藻類の l種で，北海道阿
寒湖の個体群は国の特別天然記念物に指定されている。我々
は，減少・衰退傾向にある阿寒湖のマリモの保全を目的と
して様々な調査・研究を実施しており，今回 1995年から
2008年までに得られた野外調査の結果を基にして湖内の全

域における分布・生育状況を取りまとめたので報告する。
マリモは，生育密度に高低はあるものの湖内一円の沿岸
域に分布しており，大半は岩石や砂礁に付着する着生型で
あった。まとまった規模の生育量を有する群生地は 15カ所
確認され，このうち従来から知られる球状マリモ(集合型)
が2カ所，藻体が綿くず状に湖底に堆積する浮遊型が3カ
所，着生型が 10カ所で、あった。これら生活形の違いと生育

環境の構造特性は密接に関係しており，集合型は湾入した
遠浅の湖底地形を備えた浅瀬に，浮遊型は波浪の影響を受
けにくい深所や閉鎖地形の浅瀬に，着生型は主に岬状地形
の先端部が水没した尾根の周辺に出現した。また，マリモ
の球化現象は集合の構造ならびに発達過程から 6つに類型
化されるが，今回の調査では従来から知られる無核放射の
他，礁を核に有する着生放射， 1個の糸状体が放射構造を
なす浮遊放射，複数の糸状体が絡み合った纏綿の計4タイ
プが確認され，この点でも多様性に富んでいる実態が明ら
かになった。
ヤ釧路市教委・マリモ研，柿株・沿海探査，榊株・海藻研，
明石J11自然史資料館)

A190j賓田仁， .木村光子柿:福岡県北部の古社におけ

る海藻を用いた神事

福岡県北部宗像地方の宗像大社の古式祭と宮地獄神社の
鎮火祭を見学する機会を得た。宗像大社の起源は少なくと
も7世紀半ばに遡り，古式祭は約800年の歴史があるとさ
れる収穫祭である。神事は 12月中旬，朝5時から始まり，
6時から参加者が御座(おざ)と呼ばれる会食を行う。そ
の際，近くの江口の演で採れたゲ、パサモ(アカモク)を神
韻として神前に供え，参会者も頂く。それは，田畑の収穫
に果たす肥料としての海藻の役割が大きく，海藻を代表す
るアカモクが農作物や人に生命力を与えて収穫や成長を助
けて来たからであろう。
宮地獄神社では，大晦日夕方5時からの鎮火祭で，同じ
ホンダワラ属のジョロモクなどを鎮火に使う。神社拝殿前
の敷地の一角に斎場を設けて祭壇を置き，その前に直径と
深さが約30センチの穴を掘り，穴の中に松葉や松盛を入
れて火を付ける。燃え盛った頃，まずは水を少しかけ，次
に宮地演で採集したジョロモクなど，次いで、同じ漬の砂を
かけ，最後に残った水を全部かけて，完全に火を消す。此
の神事の直後，除夜祭が行われ一年の厄を取り除く。鎮火
祭での消火は一つの厄払いと考えられ，それに海藻のジョ
ロモクなどを使うのは，出雲や石見地方でホンダワラをお
誠いに使うのと共通するだろう。
我々の先祖は，ホンダワラ属の海藻が農作物や人に生命
力を与え，成長を促し，織れ(気【け，生命力】の枯れ)
を蹴って浄めると考えたのであろう。
f富山大・医， ~ (株)アイ・ディー・ディー)

A180吉崎誠事.鈴木雅大本・藤田隆夫柿:南伊豆町青

野川の汽水藻

青野川は天城山系から流れ下り，伊豆半島の南端部の
弓ヶ浜海岸を背にして太平洋に注ぐ流路 17.2kmの2級河
川である。河口には北限のマングロープと言われるメヒル
ギとハマゴウからなる群落がある。かつて青野川河口は深
い入江となって河口から 5km上流の加畑橋まで船がさか
のぼり，平安時代から水運がさかんに行われていたが，元
禄の大地震時に川底が3mも隆起して現在の地形が形成
されたという。現在でも，大潮の満潮時には加畑橋を越え
て海の水がさかのぼる。加畑橋とその下の宮前橋の周辺に
は葦原の発達がみられ，ここには千葉県九十九里平野から
太平洋に注ぐ河川の河口域に見られるようなアヤギヌ・ホ
ソアヤギヌ，タニコケモドキからなる藻類群落が見られる。
昨年8月からこれまでに，加畑橋と宮前橋の間，約 1km 
の聞で，毎月 l回の観察採集を行ってきた。ここで確認さ
れた大形藻類は，緑藻 :Stigeoclonium lubricum， トゲナシ
ツルギ，カモジシオグサ，シオグサの I種，ジュズモの l種，
ホソネダシグサ，ハイシオグサ Cladostoroma(日本新産新
称)，スジアオノリ，ヒラアオノリ，褐藻:ミソギノアカ
(未発表新種)，紅藻:インドオオイシソウ，オゴノリ，ア
ヤギヌ，ホソアヤギヌ，タニコケモドキである。これらの
多くは汽水域に特有に出現する種である。これからは，青
野川におけるこれら汽水藻類の水平分布，垂直分布と，季
節的消長を明らかにすることを目的として観察を行うこと
を計画している。
(，東邦大学大学院理学研究科，#日大習志野高校)

A200市原健介本.新井章吾林・属国智榊:沖縄県産淡

水アオノリを用いた淡水適応候補遺伝子群の単離

緑藻アオサ属は世界中の沿岸域に生育し，世界で約 100
種，日本で約 18種が確認されている。我々は沖縄県石垣
島にある湧水池および与那国島田原川でボウアオノリに類
似した緑藻類を発見した。石垣島の湧水池の水のイオン組
成を分析したところ，全体の塩濃度は通常海水の約 1/300
だ、った。本種は形態観察から緑藻アオサ藻綱の新種である
と考えられ，また分子系統解析から海産ヤブレグサ属とア
オサ属に挟まれるように位置することが明らかになった。
このことから本種は元々海で生育していたアオサ属が淡水
域に分布を拡大し生じたのではないかと考えられた。
今回の研究では本種の淡水域への適応進化の詳細を明ら
かにするため， cDNAサブトラクション法を用い，淡水条

件で発現が上昇する遺伝子群を単離した。さらに得られた
淡水適応候補遺伝子群についてR下PCRを用いて発現量の
確認を行なった。まず海水で培養した本種を淡水環境へ移
行し短時間培養した藻体(淡水移行後 1時間， 12時間， 1 
日後)，長期間培養した藻体(3日後， 7日後)，海水培養
藻体からそれぞれRNAを抽出し， cDNA合成を行なった。
これらの cDNAを用いてサブトラクション法を行なった結
果，短時間培養した藻体から約200，長期間培養したもの
からは約20の淡水適応候補遺伝子が得られた。これら遺
伝子群の発現を R下PCRで確認したところデンプン合成酵
素などの複数の遺伝子で淡水環境において発現が上昇する
ことが確認できた。
(*北大・理学院，持(株)海藻研，開お茶大・人間文化)



A210茂木祐子・.畠山陽子事・宮村新一"・桑野和可

棉・河野重行・:ヒラアオノリの 4系統間 12組の交雑

によって明らかとなったオルガネラの遺伝様式

オルガネラは全て母性遺伝すると考えられがちだが，必ず
しも母方のみが遺伝するわけでなく， ミトコンドリアなどに
は父性遺伝する例もある。また，母性遺伝するにしても，父

方の遺伝マーカーがある一定の割合で残存してしまう接合
子(ExceptionalZygotes， EZ)の例なども知られている。オルガ
ネラの遺伝様式を正しく理解するには，雌雄あるいは交配型

が2つに限定されているような種でも，広範な交配組み合わ
せを確かめる必要がある。産地の異なる 4系統8株のヒラア
オノリを用いて， 4系統間 12組の交雑で得た胞子体のオル
ガネラ遺伝様式を調べた。各系統の葉緑体とミトコンドリア
DNAの部分配列を調べて， PCRおよびPCR-RFLPで4系統

の多型全てを識別できるようにした。 4系統間 12組の交雑
で得た胞子体のうち，葉緑体を調べた 267個体では， 255個

体が母性遺伝， 7個体が両性遺伝， 5個体が父性遺伝であっ
た。また， ミトコンドリアを調べた 371個体では， 303個体
が母性遺伝， 40個体が両性遺伝， 28個体が父性遺伝であった。
EZの出現頻度はミトコンドリアが葉緑体の4倍近くになっ

ていた。葉緑体では樺島系統の MGEC-8株，ミトコンドリア
では岩手系統MGEC-6株が関与すると E が出現する傾向が
あったが，葉緑体とミトコンドリアの両方がEZになるとい

うことはなかった。葉緑体とミトコンドリアで異なる機構が
働いているらしい。 EZの胞子体を成熟させ配偶体を得てそ
のオルガネラ DNAを調べたところ，母方か父方かいずれか
一方が片親遺伝していることが明らかとなった。
(，東京大・院・新領域，"筑波大・生命環境，欄長崎大・院・

生産科学)

A230木村圭市.上井進也"・長里千香子~本村泰三

榊:褐藻ワカメの受精時におけるミトコンドリア，葉緑

体の母性遺伝機構の解析

ミトコンドリアの細胞質遺伝について解析が進んでい

る多くの生物では，雄性配偶子由来ミトコンドリアやミト

コンドリア DNA(mtDNA)が，精子形成時から I細胞期

の受精卵までに排除される機構を持っている。褐藻類には

同型配偶子接合，異型配偶子接合，卵生殖の3つの有性生
殖様式が観察されており，昨年度までは同型配偶子接合の

カヤモノリにおいて，雄性配偶子由来ミトコンドリアの排

除が受精後の4細胞期以降の臨子体で起こることを報告し
た。本研究では卵生殖のワカメを材料として，カヤモノリ

と同様にミトコンドリア，葉緑体の母性遺伝機構の解析を

行ってきた。現在までにワカメのミトコンドリアについ

て，株特異的プライマーと SingleCell PCR法を用いて精子

mtDNAの消失が受精直後の 1細胞期に起こり始めること

を明らかにした。一方，同時期の受精卵の電子顕微鏡観察

を行ったところ，精子由来のミトコンドリアがライソゾー

ム内で消化される様子を観察した。これらの結果からワカ

メには精子由来ミトコンドリアと mtDNAを受精直後に排

除する機構が備わっていることが示唆された。また，カ

ヤモノリの4細胞期にはミトコンドリアのクリステが分散

し，内部からミトコンドリアが崩壊する様子を観察してお

り，ライソゾームでミトコンドリアを消化する卵生殖と同

型配偶子接合との聞では， ミトコンドリアの排除機構が異

なっている可能性が示唆されてきた。

(・北海道大・院・環境科学，"新潟大・理，曲北海道大・北方セ)
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A22 ，_，宮村新一~南雲保馳.本村泰三~佐藤友則

問・堀輝三:海産緑藻エゾヒトエグサの鱗片に覆われ

た雌雄配偶子における接合装置を介した細胞融合

海産緑藻エゾヒトエグサMonostromaangicava (アオサ

藻綱，ヒビミドロ目)の雌雄異形配偶子はともに涙滴形

で， 2本の鞭毛， 1個の眼点を持つ。多くのアオサ藻綱の

配偶子と異なり，細胞体の表面に鱗片を持つ特徴がある。

本研究では鱗片を持つ配偶子の受精過程における鞭毛，

接合装置，眼点の挙動を透過電顕と電界放射型走査電顕

を用いて調べた。雌雄配偶子の 2本の鞭毛 (no.l鞭毛と

no.2鞭毛)は 180。回転対称の関係にあり，楕円形の眼点

はno.2鞭毛の鞭毛運動面に対して左側細胞後方に位置し

た。雌の ld鞭毛根側，雄の 2d鞭毛根側の鞭毛基部の直

下に楕円形の接合装置が認められた。細胞体表層は多数

の四角形の板状鱗片で覆われていたが，鞭毛表層および

接合装置の表層は平滑であった。雌雄配偶子を混合する

と接合装置の領域で細胞融合が始まり配偶子聞に細胞質

の連絡橋が形成された。細胞融合面が拡大するとともに

雌雄配偶子は接近し，雄と雌それぞれから由来した2本
のnO.l鞭毛と 2本の nO.2鞭毛どうしが平行に並んだ。細

胞融合面が後方に拡大し雌雄配偶子の細胞質が一体にな

ると雌雄の nO.l鞭毛と nO.2鞭毛が向かい合って十文字状

に並ぶ配置に変化した。細胞融合が完了した4本鞭毛の
動接合子の細胞体表層は鱗片で覆われ， 2つの限点は同じ

面に並んだ。

(・筑波大・生命環境，神日本歯科大・生物，剛北大・北方セ，
開北大・環境)

A240長里千香子・.井上晶"・尾島孝男"・奥田一雄

九本村泰三事:褐藻類の細胞質分裂時における隔膜発

達と細胞壁沈着過程

褐藻類の細胞質分裂には，分裂予定域に集積してくるゴル
ジ体由来の小胞と，小胞体由来と考えられる平板小嚢の2種
の膜構造が関与する。これら 2種の膜構造の融合により，新
しい隔膜形成は細胞内部から細胞膜に向けて行われる。本研
究では，エゾイシゲ (Silvetiababingtonii)接合子の細胞質分
裂をモデルとして，ゴルジ体由来小胞と平板小嚢が融合し，
成熟した隔膜へ発達する過程について電子顕微鏡を用いて詳
細に観察を行った。また，隔膜に含まれる細胞壁成分につい
て抗フコイダン抗体，抗アルギン酸抗体を用いた免疫電子顕
微鏡法によって調べた。
平板小嚢は直径が約500nm，中央部の高さが約20nm，縁
辺部が35nmの円盤状の膜構造である。この平板小嚢にゴル
ジ体由来小胞が付加することによって，一様の厚み (30-50
nm)を持つ小嚢 (EFC;expanded flat cisternae)となる。さらに

各EFCの融合により，網状膜構造 (MN;membranous network) 
が出現することが明らかとなった。 MN内に存在する孔状部
が徐々に消失し，シート状の隔膜が形成されるが，その際，
被覆ピットが高頻度で観察された。すなわち MNからシート
状の隔膜が形成される時点で，エンドサイトーシスによる膜
成分の回収が行われていることが示唆された。さらに免疫電
子顕微鏡法により，隔膜でのフコイダンおよびアルギン酸の
局在を調べた結果，フコイダンの局在が最もよく示され，ま
たゴルジ体のトランス側に存在する小胞にもフコイダンの局
在が示されたことから，ゴルジ体由来小胞を介した分泌が行
われているものと考えられる。
(・北海道大・北方セ，吋h海道大・水産，輔高知大・黒潮圏)
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A250高田順司・村瀬昇・野田幹雄・須田有輔・上野
俊士郎:光質が異なる LED照射によるアナアオサ不稔
性変異株の光合成と生長

演者らは， LED照射による大型海藻類の生長につい
て前回の大会で発表した。しかし，生長の基礎となる
光合成・呼吸活性に及ぼす LED照射の影響に関して

はほとんど知られていない。本研究では，アナアオサ

不稔性変異株(以下，アオサ)を用い，光質が異なる
LED照射下での光合成・呼吸活性および生長を明らか

にした。
光合成測定および培養実験には，赤，緑，青および

白色の LED照明装置を用いた。培養は光量 100μmol'
m-2・S-I，温度200Cで行った。光合成・呼吸測定は，

温度200C，緑色下では 100'"12.5μmol・m・2・d，赤，
青および白色下では 200'"25μmol・m-2・s・1の内それ

ぞれ4つの光量区と暗黒下で行った。
実験開始日の 100}lmol • m・2・S-Iでの光合成は，青色

および白色下で良好で，次いで赤色下，緑色下の順で
あった。培養 12日目には，生長が最も良好であった青

色下で光合成速度が高い値を示した。また，赤色下で
の光合成速度と生長は白色下に比べ高くなる傾向を示

した。一方，緑色下での光合成速度と生長は，培養期
間内では他の色よりも低い値を示した。

(水産大学校)

A27 oGregory N. Nishihara*・RyutaTerada輔:Numerical 
and experimental model of nutrient住ansportto the prostrate 

algae， Eucheuma serra 

Nutrient transport is one of the processes that affect the 

productivity of macroalgae. Nutrient transport is driven by the 

concentration gradient for both micro-and macroalgae; however， 
transport rates to macroalgae are also affected by water velocity 

and morphology. We used a 2000 x 200 x 250 mm acrylic flow-

chamber equipped with two 365 W pumps to examine how water 

flows around， Eucheuma serra (velocities < 10 cm S-I) Although 

technology is available to examine the pattems of water flow and 

nutrient transport around macroalgae， it is ex位'emelycostly and 
requires a high-degree of technical skill. An altemative technique 

(e.g.， numerical modeling) is desirable to examine the flow 
around macroalgae that is relatively lower in cost and effort. 

Numerical simulations using fluid dynamic modeling were 

conducted using a 3D model of E. serra. Simulations were 
conducted at 3 water velociti巴sto determine nutrient transport 

rates to locations expos巴dand protected from the water flow. 
We also experimentally measured the dissolution rates of 6 

mm plaster spheres attached to the thallus to estimate nutrient 

supply rates to exposed and protected areas. Experimental 

results validate th巴numericalsimulations， showing that nutrient 
transport to protected areas is < 50% than exposed locations. 
These results demonstrate th巴utilityof numerical simulations on 
the study of how wat巴rmotion influences the supply of nutrients 
to macroalgae， such as E. serra. 
(*Nagas紘iUniversity，輔KagoshimaUniversity) 

A260福村祐樹・桑野和可:カイガラアマノリの凍結

保存

絶滅危倶種I類に指定されているカイガラアマノリ
の遺伝的多様性を保全する一手段として，凍結保存を
試みた。いくつかのアマノリ属藻類では，既に適切な
凍結保存法が開発されているが，同様の方法でカイガ
ラアマノリを凍結保存しても生残率はかなり低い。そ
のため本研究では培養条件，解凍法，凍害防御剤につ
いて検討した。
糸状体を細断し，90%又は 100%海水を基に調整し
た改変PES培地で培養した。様々な凍害防御剤を蒸留
水に加えて添加液とし，糸状体の入った培養液に等量
加えた。 IOC/分以下の冷却速度で40・cまで予備凍結
した後，直ちに液体窒素に浸して急速凍結した。解凍
は40・Cのウォーターパス中で行い，解凍後，ニュー
トラルレッド染色による細胞の生死判定により生残率
を求めた。 90%海水を基に調製した培地で培養した場
合の生残率は 19.2%であったのに対し， 100%海水を
基にした培地では41.8%であった。解凍時，氷が融け
る直前まで試料の入ったパイアルをウォーターパス中
で揺らしながら急速に解凍する従来法に比べ，ウォー
ターパスで60秒昇温した後， 50Cの冷蔵庫で静置して
ゆっくり解凍すると生残率は上昇し， 59.9%になった。
10% DMSOと0.5M ソルピトールを混合した従来の凍

害防御剤に対し， 10% DMSOにプロリンやフルクトー
スを混合した場合には，生残率は同程度かやや上昇し
た。
(長崎大学大学院生産科学研究科)

A28 oR.J. Carton* • Y. Okuyama**・H.Kimura*'・M.
Notoya' : Nutrient uptake and reduction efficiency of 

Gracilaria bursa-pastoris (S Gmelin) Silva as a biofilter of 

red sea bream (Pagrus major) culture wastes 

Seaweeds， particularly those belonging to the Gracilariales species， 
play an important role in integrated multi-trophic aquaculture (IMTA) 
systems as the extractive component that greatly reduce the nutrient 
10ad from fish effluents. Among these species， Gracilaria bursa-
pastoris， an economically-important species in the Mediterranean， has 
been studied to be a promising biofilter among other red seaweeds. 
This study demonstrates the biofiltering capacity of this species 
collected from the Philippines in integrated culture with the red sea 
bl官am(Pagrus major) using an outdoor flow-through system. 
Preliminary nutrient depletion experiments using ammonium and 
nitrate as nitrogen sources showed that uptake was 29% higher with 
ammonium comp訂edto nitrate_ Inhibition of nitrate uptake by that of 
ammonium was also observed in the medium combining both sources. 
Within a 48・h12: 12 Iight:dark cycle， uptake rates of both nitrogen 
sources also did not differ significantly indicating the capability for 
dark uptake by the species. Using effluent water from the red sea 
bream culture， maximum reduction efficiency (76.78%) and nutrient 
uptake rates (1148.36μmol kg wet weight-I h-I) were also highest for 
ammonium which also constitutes the dominant fraction in the fish 
wastes， compared to nitrate and phosphate. Uptake of ammonium 
was also found to inhibit that of nitrate in the outflow water. In the 
cumulative outflow， seaweed treatment of the effluent water was 
shown to reduce ammonium， nitrate and phosphate concentrations 10 
51.32%，65.40% and 79.88%， respectively. Similar to that observed 
in the nutrient depletion experiments， the seaweed was also shown 
to be capable for dark uptake in an ambient photoperiod cycle. This 
study shows that G. bursa-pastoris is an efficient biofilter with its high 
a節目ityfor ammonium and capacity for dark uptake which makes it a 
suitable component for IMTA system. 
(・TokyoUniversity of Marine Science and Technology， ~ Wak司yama
Prefectural Research Center of Agriculture， Forestry and Fisheries) 



A290藤原宗弘事.山賀賢一~香川哲鵠.末永慶寛申:

瀬戸内海東部の香川県小豆島沿岸における海草の分布
とアマモの季節変化

アマモ場回復技術の基礎資料を得ることを目的に，香

川県小豆島沿岸において，海草の分布状況と土庄町地先の

天然アマモ群落の季節変化を把握し，生態的特性の検討を
行った。

2004年6月から 2007年4月にかけて，アマモが分布し

ている可能性がある水深帯の湾・地先について観察を行っ
た。また， 2006年4月.......， 2007年 12月まで，小豆島土庄町

地先の天然アマモ群落(C.D.L.:tO.O m .......，・2.0m程度)で，
設置した定置枠の観察とアマモ群落内の密度が高い場所で

アマモ草体と根茎部を全て採取し，現存量として乾燥重量
を求めた。

小豆島沿岸で観察された海草は，アマモ，コアマモ，お
よびウミヒルモであった。アマモを主体とする海草群落の

ほとんどは，海岸線に沿って細長く帯状に分布していた。

株密度の季節変化は 36""""220株 1m2であった。現存量は，
地上部で26.0.......， 355.2 g D.W./m2，地下部で 36.4.......， 173.6 g 
D.W./m2であり，地上部と地下部は，ほぽ同調した季節変

化を示した。アマモ群落の株密度と現存量は，水温上界期
に実生株，分枝した株の加入と花枝・栄養株の生長に伴い

急激に増加し，高水温期前後から栄養株の枯死流出により

急激に減少した。水温下降期では年聞を通しでもっとも低

い水準で推移した。圏内の多年生アマモ群落の季節変化と

比較して，土庄地先のアマモ群落の現存量は平均的な値で、

あったが，株密度，花枝の出現率はやや低い値であった。
(傘香川県水試，"香川県農政水産部，田香川大・工)

A31ご川俣茂・.佐藤智則締:佐渡真野湾でのガラモ場

分布に及ぼす砂と植食の影響

佐渡真野湾南部ではガラモ場が深所から消失し，磯焼け

域が拡大しているが，浅所だけでなく深所の冠砂域(砂が

薄く堆積した領域)にもホンダワラ類が残存している。こ

のような藻場分布の形成機構を解明するため， 2007年7月，

隣接する磯焼け域(水深9.5m) と冠砂域 (10.5m)に設け

た6x 6 mの試験区(磯焼け区，冠砂区という)内に，藻

場から採取した海藻が着生した巨醗(長径24""""47 cm)を

格子状に 9個設置し， 2008年6月までホンダワラ類の生残

数と試験区での底生植食動物の個体密度を調べると共に波

浪及び水温の観測を 2008年 1月まで実施した。フシスジ

モクとヤツマタモクを主体とするホンダワラ類の総数は両

試験区とも 8月に極大に達した後，冠砂区では漸減して 1

月で42%の個体が生残したのに対して，磯焼け区では 10

'" 12月に量，数とも著しく減少して l月にはほぼ壊滅し

た(生残率5%，茎長<17 cm)。冠砂区にはほとんど出現

しなかったキタムラサキウニ，サザエ，ウラウズガイ等の

植食動物が磯焼け区には比較的高い密度で出現したが，植
食の影響が最も大きいとみられたキタムラサキウニの密度

は夏よりも秋に低下した。強い波動流が比較的多く発生し

たのが 10月中旬以降であったことから，磯焼け域でのウ

ニによる摂食は夏の高水温によって制限され，水温がある

程度低下する晩秋に活発化すると考えられた。また，ホン

ダワラ類は冠砂区でよく生残，生長すると共に新規加入個

体もみられた。
(事水総研セ水工研，林新潟水産海洋研佐渡水技セ)
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A30..中島広樹'・田中敏博"・吉満敏柿.寺田竜太・:

薩摩半島南西部におけるガラモ場の群落構造と季節変
化

薩摩半島南西部のガラモ場では，熱帯性ホンダワラ属藻
類が近年鳩加傾向にあるとされている。しかし，当該海域
におけるガラモ場の群落構造や季節消長については十分に
把握されていない。本研究で、は群落構造の現況を過去の報
告と比較すると共に，生育種の季節消長を明らかにするこ
とを目的とした。
調査は南さつま市笠沙町において 2007年5月から 1年間
行った。調査地全体の藻場の分布を把握した上で，過去の
調査(西水研 1981)と同じ場所を含む 2ヶ所(崎山と小浦)
でライントランセクト調査を行った。また，ヤツマタモク
とマメタワラ，熱帯性Sargassumsp.を毎月各 10個体無作
為に採集し，体長や重量を計測すると共に，形態や成熟を
記録した。その結果，崎山では水深 1-5mにかけてガラモ場，
サンゴ群集，アマモ場の帯状分布が見られた。過去の調査
では，ガラモ場の優占種はヤツマタモクだったが，今回の
調査では Sargassumsp.が優占し，ヤツマタモクは被度5%
以下で点生した。さらに，サンゴ群集は過去に確認されて
おらず，新たに分布したと考えられた。小浦では，ヤツマ
タモクとマメタワラが水深 1m以浅の岩礁で優占した。ホ
ンダワラ属藻類は 3種とも 5""""6月に成熟し，体サイズが
最大に達した後，枯死流失した。一般にヤツマタモクやマ
メタワラは多年生だが，本調査地の群落は夏季に流失する
l年生であると示唆された。
本研究は，農林水産技術会議の「本邦南西水域の環境変
化に対応した藻場の回復・拡大技術の高度化」事業として
行った。
(*鹿大・水産，柿鹿児島県水技セ)

A320八谷光介・清本節夫・吉村拓:九州西岸で季節

的に形成されるガラモ場の維持機構一直立部のない時

期の生残率一

九州西岸では，大型褐藻類により周年形成される藻場が減
少し春から初夏の間だけホンダワラ類により形成される藻
場が出現している。後者のホンダワラ類は，夏から冬の聞は
付着器だけで個体を維持しているが，それらの天然での観察
は困難であり，その生残や翌年の直立部の形成の有無など，
群落の維持機構の解明に必要な情報が不足していた。そこで
本研究では，ホンダワラ類の直立部の流失後のデータを得る
ために，直立部の形成時に藻体の付着位置を記録することで，
個体ごとの追跡調査を行った。
2008年5月に，長崎県西彼杵半島西岸の見崎町地先で優占
するマジリモク，キレパモク，マメタワラを対象に，各種と
も50cm x 50 cmの範囲内の藻体の位置を記録した。その後，
同年 12月までおおよそ月 l回の頻度で観察した。
3種とも 6月には生殖器床を形成した主枝が流失し始め，
マジリモクでは8月までに，キレパモクとマメタワラでは 10
月までに直立部がすべて流失した。その後，付着器から新し
い葉を形成した個体もあり，それらの 12月時点の全長は I

'" 3 cmであった。
成熟期である 6月に確認できた個体数は，マジリモク 12
個体，キレパモク 23個体，マメタワラ 37個体であり，これ
らのうち 12月まで追跡できた個体の割合は，上記の}I固でそ

れぞれ50，78， 70%であった。また， 12月時点で新しい葉を
形成している個体の割合は，それぞれ50，89， 739もであった。
成熟期以後の生残率や新しい葉の形成率から，マジリモク群
落では，成熟した個体が翌年まで生き残る率が，キレパモク
やマメタワラよりも低いと考えられた。
(西水研)
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A330森田晃央地・柿沼誠事・水野豪*・奥村育恵市・国

分秀樹紳.倉島彰・・前川行幸事:一年生アマモの春化

処理による草体の形態的特徴

三重県英虞湾奥のアマモは，発芽後の草体が単独で、生殖

株になるタイプと生殖株に栄養株を形成するタイプが確認
されており，いずれのタイプも夏から秋に消失する一年生
である。本研究では一年生アマモ群落から採取した種子に
対し春化処理として種子の保存および発芽温度を変化さ
せ，得られた実生を屋外水槽で培養し，栄養株および生殖
株の形成，栄養株の分岐過程，種子の形成について調査し
た。
一年生アマモの種子は，一年生アマモ場の生殖株が流失
した 2007年6月20日に底泥から採集した。使用した半数
の種子に対して春化処理を 1ヵ月間行った。種子の発芽
条件は，水温7，10， 15， 20及び250C，光周期 12L:12D，
光強度50μmolphotons m-2 S-Iで、行った。発芽した実生は，

屋外水槽(角形，コンクリート製，容量30m3) にて培養

した。
全ての条件で一年生アマモの実生は生殖株を形成した。
しかし，生殖株からの栄養株の分岐数は発芽温度によって
異なっていた。高温で発芽した草体は分岐数が多く，一方
の低温で発芽した草体は生殖株のみであった。また，低温
保存処理から発芽した草体は，同じ発芽温度でも種子形成
数および、枝数が有意に高かった。すなわち，英虞湾の一年

生アマモは種子の発芽温度によって草体の形態的な特徴を
変化させ，有性繁殖および無性繁殖をコントロールしてい
る可能性が示唆された。
(ホ三重大・生物資源，紳三重水研)

A350藤田大介*.大村浩之輔・渡辺信次榊.木村康行

間・菅野愛美町:宮城県女川町沖合暗礁「女川大根」

における海藻植生

宮城県女川町沿岸では，外海域やリアス湾口の岩礁域に
マコンブやアラメの藻場が点在し，静穏化した湾奥部では
漁港や養殖施設を除き海藻が減り，キタムラサキウニや小
型巻貝が多産し磯焼けとなっている。著者らは，東北太平
洋域で人為的影響が直接及ばない区域の藻場の現況を把握
する目的で， 2007年8月8日，東北大学所属の和船で出
島の南東8km沖に位置する暗礁「女川大根」へ赴き潜水
観察を行った。最浅部は水深 8mで船上から確認できた。
当日の現地水温は 170C，本土側の女川町指ノ浜漁港(マ
コンプが生育)と石巻市寄磯漁港(マコンブとアラメが生
育)の水温は各々 230Cと200Cで，「女川大根」は本土よ
り3"-' 60C低かった。暗礁は起伏に富み，岩面は広く無節
サンゴモやカイメンに被われていたが，所々に海藻群落が
パッチ状に認められた。キタムラサキウニの密度は 10個
体1m2以下の水準で濃淡があり，それ以外の植食動物とし

てエゾアワビ，サルアワビ，ユキノカサなども生息してい
たが，本土沿岸と異なり小型巻員はほとんど認められな
かった。最浅部を基点とした延長 100mのライン調査で
は，少なくとも水深24mまで直立海藻の生育を確認でき
た。群落として認められたのは，フクリンアミジ，シオグ
サ，ウスパノリ類，コザネモなどで，大型褐藻類では，ワ
カメのほか，枯れかかったウルシグサが若干見られたにす
ぎなかった。
(・東京海洋大，特(株)東洋建設，時(株)パックロール，
向女川町役場，一東北大海生センター)

A340水野豪・森田晃央・奥村育恵・倉島彰・前川行幸:

アマモ場の栄養塩吸収能力の評価

海草アマモは内湾の砂泥底に根をはって生育し，水中と
底質の両方から栄養塩を吸収できることが知られている。

近年，アマモ場の減少が問題視されており，造成プロジェ
クトが各地で行われている。そのような中でアマモ場造成
の効果を数値的に評価することが求められているが，これ
まで生理・生態学的見地からアマモの栄養塩吸収動態に関

する研究が行われてきたが，群落レベルでのアマモ場の栄

養塩吸収能力にまで言及した研究は少ない。本研究では，

できる限り天然条件を再現した環境でアマモの栄養塩吸収
能力を測定することによって，天然のアマモ場の栄養塩吸

収能力を推定することを目的とした。
三重県松阪市松名瀬地先の天然群落から採取したアマモ

草体を使用し，屋外水層(角型，コンクリート製，容量
30 m3) で、培養を行った。栄養塩吸収速度の測定には透明

なビニールシートを袋状に加工した物を使用した。内部に

草体を入れた状態で l回あたり 5時間の培養を行い，培地

中の濃度変化から吸収速度を計算した。

測定の結果，アマモ一個体あたりのアンモニア態窒
素，硝酸態窒素， リン酸態リンの吸収速度としてそれぞれ
26ふ 33.1，4.1μM dry wrl day-Iという値が得られた。こ
れらの値とこれまでに調査された松名瀬地先のアマモ群落

の生物量の測定値を使用して，アマモ場の栄養塩吸収能力
を推算した結果，それぞれ 1.2，1ム0.18mM m-2 day-Iとなっ
た。本研究により，アマモ場の栄養塩吸収能力の一端が明

らかにされた。

(三重大・生物資源)

A360松村航ホ-辻本良*・寺脇利信本・藤田大介輔:富

山県滑川市地先のテングサの季節的消長と漁獲量の変
動要因

富山湾において，テングサ場は生物の多様性を育む重要
な藻場であり，4"-'8月にはテングサの採藻も行われている。
富山県のテングサ漁獲量は， 1968年に 500トンを超えてい
たが，テングサ群落の衰退・消失により，近年では 6"-' 20 
トン程度と低迷している。本研究では，テングサ場の保全
と造成を図る目的で，テングサの純群落がみられる富山県
滑川地先(約4ha)をモデル海域とし， 2004年以降，テン
グサの季節的消長，成熟，胞子発芽，移植藻体の生長，テ
ングサ場と群落衰退域の生育環境(水温，光量，栄養塩，
底面流速)を調べ，漁獲量の変動要因についても検討を行っ
た。
テングサの現存量と葉長は，春から初夏にかけて最大値
を示した後に減少して秋に最小値となり，初冬にかけて再
び増加する傾向を示した。テングサの大部分を占めるマク
サは，月平均水温が 15度以上となる 5"-'12月に成熟個体
が認められた。しかし， 6月に放出したマクサの果胞子と
四分胞子の生存率(培養 10日後)を調べた結果，水温 10
"-' 20度で309も以下の値を示し，胞子からの発生率は低い
と考えられた。テングサ場と群落衰退域(いずれも水深8m) 
の間で環境を比較した結果，両区域の間で栄養塩 (N，p)， 
水温，光量及び底面流速に違いはなく，各々に移植したマ
クサも同様の生長を示した。また，移植ロープ上に新規個
体も多数観察できたことから，移植による群落回復の可能
性が示唆された。なお，年間漁獲量は前年 12月の平均水温
と有意に高い相関が認められた。
(，富山水研，柿東京海洋大)



A370新井章吾..中山恭彦寧・川岡信彦軸.村瀬昇

醐:広島県呉市広長浜地先における柱状礁を用いた被
泥回避によるクロメ群落の造成

瀬戸内海においては，基質上への浮泥の堆積が観察され，
浮泥が遊走子の着底を阻害することが藻場の回復しない要
因であると想定された。そこで，浮泥が堆積しにくい垂直
な柱を有する藻礁2基を， 2006年 11月に広島県呉市広長
浜地先の水深5mの砂泥地に設置した。藻礁は，長さ 2m
直径0.3mのコンクリート製の住4本が2m x 2 m x 0.4 m 
のコンクリートプロックの基盤に固定されている。
3ヶ月後の 2007年2月に，柱の側面，基盤の側面，基
盤の上面で，クロメの幼体の被度，個体数および浮泥の被
度と堆積厚を測定した。また， 2007年 12月と 2008年 11
月に柱の頂部から砂泥地までメジャーを張り，優占種に
よって構成される景観に基づいて調査区を区分し，境界の
水深，各区分の海藻の被度，堆泥の被度および泥厚を測定
した。堆泥の被度と泥厚は，住の側面で95%と1mm以
下，基盤の垂直面で 100%と1mmであったのに対して，
水平な基盤の上面で 100%と6mmであった。クロメ幼体
の個体数125cmx25cmと被度は，柱の側面で247個体と
50%，基盤の垂直面で 108個体と 10%であった。基盤の
上面にはクロメが入植しなかった。藻礁設置 1年後には，
基盤垂直面のクロメは消失し，クロメの被度は柱頂部から
の距離20'"170 cmで90%，170 '" 220 cmで20%であっ
た。 2年後のクロメの被度は， 0"'60cmで90%，ω~
220cmで20%であり，被泥を回避できる構造物によって，
クロメ群落を造成できることが明らかになった。
(掌海中景観研究所，輔呉市水産振興課，惜水産大学校)

BOIO由連優貴子・.工藤栄明:南極の湖底に広がる藻

類の森 ~光生理・生態学的アプローチ~

昭和基地周辺には，南極の一般的イメージ「薄暗い氷に
閉ざされた大陸」とは違った露岩域という地帯がある。こ
れらは氷期.間氷期サイクルという地球規模の環境変動の
影響を受け，数万年前に氷床が後退して創成された。そこ
に多数点在する湖沼底には普遍的に，まるで森林のような
植物群落(藻類・コケ類優占)が一面に広がっており，南
極陸域生態系の中で最も豊穣な植生と言われている。湖ご
とに独自で多様な湖底藻類形成と繁栄の謎に迫るべく ，1) 
南極湖沼の環境変動の解明， 2)湖底藻類群集の保持色素と
光合成の関係， 3)光変動に対する藻類群集の応答性， とい
うアプローチによる研究を行った。
南極湖沼の大半は貧栄養かつ低温環境であり，一年のほ
とんどを氷に覆われ，氷厚や積雪によって水中の光環境は
大きく影響を受けていた。南極の夏季は，光合成生物にとっ
て限られた成長期だが，夏季の日長は長い上に，紫外域を
吸収する溶存有機物質が低濃度の湖水であるためか，湖底
まで最大で地上の約70%の可視光と約50%の紫外線が到
達していた。藻類群集はこのようにストレスの多い極域で
生存し生長するために，群集表層に多量の光防御色素と紫
外線防御物質を保持することによって死滅回避しながら
も，光環境の変動に応じて保持色素の組成を調整すること
によって可能な範囲の光エネルギーを利用するような応答
を示すことが明らかになった。これにより，藻類群集は死
滅すること無く正の光合成を維持でき，南極の湖底で大群
落を築き上げていたと考えられる。
(・総合研究大学院大学，制国立極地研究所)
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A38 (J平良寛進・小口慶子・飯沼喜朗・伊波匡彦:オ

キナワモズクのアレロパシ一物質が培養盤状体に与える
影響

オキナワモズクは海藻の繁茂が抑制されるアレロパ
シ一作用があり，アレロパシー物質として不飽和脂肪酸
が明らかとなっている。オキナワモズク藻体および盤状
体中の不飽和脂肪酸を固相抽出と GC・MSを組み合わせた
方法を用いて分析を行った結果，盤状体中のアラキドン
酸含量は藻体と比較して約3倍であった。そこで本研究
では，アラキドン酸が盤状体の生育に与える影響につい
て調べた。
フリー盤状体から放出される遊走子をスライドグラス
に着生させ，アラキドン酸濃度を 0，10， 50， 200 ppbに調製
した培地で静置培養を行った。盤状体の面積から各試験
区の成長を比較した。その結果，アラキドン酸無添加培
地の盤状体面積よりアラキドン酸添加培地の盤状体面積
が大きくなった。アラキドン酸濃度50ppbで盤状体面積
は最も大きくなり， 200 ppbで減少した。また盤状体の形
状を比較したところ，アラキドン酸濃度 10ppbでは同化
系の発達が認められるが， 200 ppbにおいて同化系の発達
は認められなかった。以上のように，アラキドン酸は盤
状体の生育を促進するが高濃度では抑制する傾向が見ら
れた。
((株)サウスプロダクト)

B020鈴木秀和傘.石井織葉・・松浦玲子輔.花井孝之

輔・岡本一利 h 南雲保糊.田中次郎・:海産浮遊性珪
藻Rhaphoneiscrinigera Takanoの分類学的再検討

海産浮遊性珪藻Rhaphoneiscrinigeraは東京湾隅田川河
口で採集された試料から「脂紋から出る細長い粘液糸が被
殻の周りに放射するJ，r 1列の円形の胞紋からなる条線が
軸域に垂直に配列する」といった独特の形態をもっ無縦
溝の羽状珪藻として Takano(1983)により新種記載された。
その後，北海道釧路，神奈川県本牧沖，三崎，真鶴，愛知
県渥美湾，長崎県島原など日本各地の沿岸域からの報告が
あったが，分類学的研究は一切行われていない。本研究で
は，静岡県水産技術研究所駿河湾深層水水産利用施設で
得られた単種培養株中に R.cr的igeraと同定される藻体を
見出したため， SEMおよび百Mによる殻微細構造観察と
分子系統解析による帰属の再検討を行った。その結果，R. 
crinigeraは以下の点でRhaphoneis属とは形態的に異なる
ことが明らかになった。1)唇状突起を欠く。 2)胞紋は輪
形飾板で閉塞されない。 3)殻端小孔域をもたない。また得
られた 18SrDNA配列に基づき系統樹を構築したところ，
本種はRhaphoneis属のタイプ種である R.amphicerosとは
大きく異なるクレードに位置した。これらの結果から，本
種は明らかに無縦溝珪藻に属するが，Rhaphoneis属を含め
た既存の種とは明瞭な近縁性を示さなかったため，本種に
対して新属を設立することが妥当であると結論した。
(・海洋大，軸静岡県水技研，榊日歯大・生物)
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B030渡辺剛・出井雅彦:海産珪藻Surirellafastuosaの

有性生殖と殻微細構造

Surirella属の生殖の研究は少なく，培養株を用いた研
究は行われていない。また，初生細胞の微細構造も観察
されていない。本研究では海洋の沿岸域に広く分布する
Surirella fastuosa (Ehrenberg) Kutzingを単離培養し，その培
養株を用いて有性生殖を誘発させ，その過程を観察した。
また，有性生殖の前後での殻微細構造を比較した。
宮古島で採集した試料から本種の単離培養株を4つ確立
した。これらのうち3株は同株内で接合子を形成した。生
殖は2つの細胞が殻端で対合することから始まった。その
後，母細胞被殻内に2つの同型配偶子が形成され，それら
は帯面観で上下に配置した。互いに lつの配偶子が相手方
の被殻内に入り込み，各被殻内に lつの接合子が形成され
た。接合子は伸長を伴って被殻から抜け出し増大胞子と
なった。成熟した増大胞子は殻面観では楕円形，帯面観で
は洋なし形で，ペリゾニウムにより被われていることが確
認された。母細胞は殻長57-67μm，殻幅32-37μmである
のに対し，生殖後の細胞は殻長 114-124μm，殻幅74-79
μmで，殻長，殻幅がおよそ 2倍に増大した。増大後の細
胞は殻縁中央部のくびれがほとんどない点を除いて母細胞
とほぼ同じ形態が維持されていた。
これらの観察結果に基づき，他の Surirella属の分類群と
生殖様式を比較し，本属の生殖について考察する。
(文教大・教育・生物)

B050本多正樹*.阿部信一郎輔:河川付着藻類増殖速

度のモデリング

河川生態系の主要な一次生産者である付着藻類群落の
現存量動態は，非生物的環境要因(光量，栄養塩濃度，
流速など)と生物的環境要因(アユによる摂食など)に
複合的かっ非定常的な影響を受けている。そして，河川
ではこれら環境要因の時空間的変動が大きい。このため，
河川付着藻類群落の現存量動態が環境要因の変動に受け
る影響を把握・予測する上でモデルの利用が有効と考え
られる。
演者らは流速や栄養塩濃度の違いやアユの摂食が現存
量の時間変化に与える影響を解析し，これまで本学会大
会等で発表してきた。続く本研究では，これまでに公表
されたデータや文献値などを用いて，光量ー増殖関係，リ
ン酸濃度・流速ー増殖関係についてモデルを再考案した。
このモデルでは，増殖速度に関して，群落内の光分布(下
層部に向けての光減表)をベアランパートの式で，リン
酸塩濃度と流速(低流速時の影響)の影響を等辺双曲線
式で表すとともに，高流速時の藻体の剥離速度を現存量
に対するワイプル分布関数で得られる確率として与えて
いる点に特徴がある。また，各時刻の環境データを入力
して時開発展させることによって，非定常な環境条件で
現存量変化を計算する点にも特徴がある。このモデルに，
水槽実験の環境条件と初期現存量を与えて現存量変化の
再現を試みた。その結果は，水槽実験で得られた現存量
の経時変化を概ね再現したものだった。
(*電中研，軸中央水研)

B040阿部信一郎..伊藤絹子"・佐々木浩一~南卓

志~南雲保闘:珪藻を指標とした汽水性二枚貝ヤマ
トシジミの食物生産場所の探索

珪藻は種数が多く，種ごとの生態情報が蓄積されてい
ることから，環境を評価する生物指標として広く利用さ
れている。本研究では，汽水域に生息する二枚貝ヤマト
シジミの消化管内容物中に含まれる珪藻を調査し，その
種組成からヤマトシジミが摂食している有機物の生産場
所について検討した。宮城県名取川の河口より 1，2， 3.5 
km上流の 3地点でヤマトシジミを採集し，それらの消化
管内容物中に含まれる珪藻の種組成を求めた。また，採
集地において，表層および河床直上の底層から採水し，
懸濁している流下珪藻の種組成を求めた。さらに，コア
サンプラーを用いて河床の砂泥を採集し，河床表層(厚
さ1cm)の種組成を求めた。その結果，珪藻はヤマトシ
ジミ消化管内容物の0.1"" 14.2%を占めており，その組成
は，砂泥および底層水に比べ，表層水の組成と類似して
いた。また，消化管内容物中には河川および湖沼でみら
れる珪藻 (NitzshiafrustulumおよびAulacoseiraambigua) 
が多く含まれおり，名取川のヤマトシジミは，生息場所
である河口付近(汽水域)で生産された有機物よりも，
河川上流の淡水域より運ばれてくる有機物を主に摂食し
ているものと考えられた。ヤマトシジミの生息環境を保
全するためには，シジミの生息場所だけでなく，食物の
生産場所である河川上流部も合わせて保全することが必
要と考えられる。
(・中央水研，軸東北大学，醐日本歯科大)

B060高塚由紀子市.藤原祥子・・片桐史郎事.柴田大

輔 h 田畑哲之輔・都筑幹夫・:円石藻Pleurochr・'sis
haptonemoferaの石灰化に及ぼす環境因子の影響

【目的】円石藻は，細胞表面に石灰化された鱗片(円石)
を持つ海産性の植物プランクトンである。光合成の他に石
灰化という二つ目の炭素固定系を持つことから，海洋の炭
素循環に大きな役割を果たしていると考えられる。本研究
では筑波大学井上教授らにより沖縄県港川のサンゴ礁タイ

ドプールで採取された Pleurochrysishaptonemoferaを用い，
石灰化に使われる Ca2+とHC03ーの濃度や，その他の主要
な必須元素である PやNの濃度，Ca2+と同じく二価金属
イオンである Mg2+の濃度が，石灰化へどのような影響を
もたらすかを検討した。
【方法】培地中の Ca2+，Mg2+， NaHC03， P， N濃度を変化
させて培養した細胞を用い， Native-PAGEにより酸性多糖
への影響を，フローサイトメトリーと細胞外Caの定量に
より石灰化への影響を調べた。また，マクロアレイを用い
遺伝子発現パターンの解析を行った。
【結果】円石形成は Ca2+，Mg2+， NaHC03濃度の影響を受け，
円石形成速度に差が出ること， NaHC03が過剰に存在する
と石灰化の阻害が起こることがわかった。また， Carbonic 
anhydraseやZn結合性タンパク質などの転写量が， Ca濃
度で変動することがわかった。現在，これらの条件下での
酸性多糖への影響と P，N濃度が石灰化へ及ぼす影響を検
討中である。
(*東京薬科大学大学院・生命科学，輔かずさ DNA研究所)



B07コ河地正伸・.出村幹英'・渡辺陽子輔.池田嘉子

~木下誠~岩佐有希子時.江崎恭志向:博多湾に
おける円石藻プルーム(白潮)の発生について

博多湾などの内湾で，円石藻Gephyrocapsaoceanicaのブ

ルームが確認されている。別種の円石藻Emilianiahuxleyi 
のブルームは世界各地の湧昇流域や陸棚域で知られ，よく

研究されているが，Gephyrocapsαのブソレームに関する研究
例は少ない。 2007年4月から 2008年4月にかけて行った

博多湾の調査及び円石藻培養株を用いた解析から， 1) 2008 
年4月の白潮発生前後に特定の珪藻種が優占する時期が認

められたこと， 2)博多湾由来の株を含む 30株の温度特性

調査から博多湾株の多くで 15'" 200Cに増殖ピークが認め
られたこと， 3)円石藻と珪藻の栄養塩制限下の増殖比較か

ら円石藻がリン制限に強いこと， 4)高い水温条件や培養後
期に非円石細胞ステージが誘導されることなどが明らかに

なった。また COX3遺伝子の系統解析では，博多湾由来
の株と黒潮起源の株が混在したことから，博多湾の円石藻

は対馬海流に起源する可能性が考えられた。リアルタイム
PCRによる解析では，円石藻Gephyrocapsaは海底泥中に

シストのような状態では存在せず，自然水界中に非円石細

胞の状態で存在する可能性が示唆された。ブルーム形成と
衰退時における非円石細胞の関与が考えられた。以上の結

果及び博多湾の環境要因との関連性から，博多湾における

白潮発生機構について考察したい。
(・国立環境研究所，"東京大学，時福岡市保健環境研究所，
間福岡県水産海洋技術センター)

B090白石智孝 ..石井健一郎事.杉山隆仁*・夏池真

史~山本圭吾"・中嶋目紀柿・神川龍馬'・左子芳彦
~長井敏開・今井一郎・:大阪湾における有毒渦鞭毛
藻Alexandriumωmarenseのシストと栄養細胞の動態

大阪湾では 2002年に初めて麻樟性員毒が報じられ，
2006年以降は毎年春にアサリの高毒化が発生し続けてい

る。原因生物の渦鞭毛藻Alexandriumωmarenseは休眠性接
合子(シスト)を形成して泥中で不適環境を凌ぎ，そのシ
ストが次回以降のプルームの発生源となる。本研究では，
A.ωmarenseのシストと栄養細胞の動態と分布域を明らか

にし，大阪湾における員毒発生機構の解明を試みた。 2007
年8月'"2008年 12月の期間，月 l回の頻度で大阪湾内に
設けた4定点において採水及び採泥を行い，シストの定量
はreal-timePCR法とプリムリン染色法によった。栄養細
胞は，固定海水試料をカルコフロール染色の後，光学顕微
鏡下で同定しながら計数した。
Real-time PCR法によって A.ωmarenseのシストを低密度
(< 10 cysts g-l)から定量可能であり，その結果はプリムリ
ン染色法による場合とほぼ一致した。シストは常に検出さ
れ， 2008年3月までは低密度で推移したが4月に増加し，
その後徐々に減少した。栄養細胞は 2008年 1月に初めて
検出され， 3月までは低密度で推移した。 4月に小規模な
プルームを形成した後， 5月以降は検出されなくなった。
以上から，水温が 150Cを下回る 1月から A.ωmarenseは
シストの発芽を開始し，栄養細胞が水柱に供給されたと考
えられる。また， 4月のブルームの発生直後にシストが形
成され，底泥に沈降供給されたことが判った。
(事京大院・農，"大阪水技セ，抽瀬戸内水研)
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B08心松本拓也傘.瀧下清貴斡・河地正伸~橋本

哲男一-稲垣祐司一:渦鞭毛藻類Lepidodinium
chlorophorum葉緑体の変異遺伝暗号について

Lepidodinium属渦鞭毛藻類は緑藻類を起源とする '3次
葉緑体」を持ち，我々は Lepidodinium属葉緑体の起源を
探索してきた。その過程で，L. chlorophorumと進化的に
広範な緑藻類葉緑体遺伝子配列のアミノ酸使用頻度・コ
ドン使用頻度等を精査したところ，L. chlorophorum葉緑
体ゲノムにコードされるタンパク質遺伝子は変異遺伝暗
号を用いている可能性があることが判明したので報告
する。大多数の生物がもちいる標準遺伝暗号では， ATA 
コドンはイソロイシン(Ile)をコードする。しかし，L.
chlorophorum葉緑体ゲノム中のタンパク質遺伝子ではメ
チオニン (Met)をコードしている可能性が高い。これまで
の研究から，変異暗号ATA= Metは酵母や後生動物ミト
コンドリアゲノムにおいて多数報告されており，真核生
物進化の過程でATA= Ile→Metへの変化は独立に複数回
起こったと考えられる。そのため，これら暗号変化のド
ライピングフォース，暗号変化に関連するタンパク質合
成機構の進化は興味深い。また，変異暗号が頻繁に発見
されるミトコンドリアと異なり，葉緑体ゲノムにおける
変異暗号の使用は極めて稀である。これまでマラリア原
虫等を含むアピコンプレクサ類退化葉緑体ゲノムにおけ
る変異暗号は報告されているが，L. chlorophorum葉緑体
変異暗号は第2例目となる貴重な発見である。
(‘筑波大・院・生命環境，"海洋研究開発機構，開国環研，
叩筑波大・院・計算科学)

B100内藤住奈子‘・山口峰生制・今井一郎醐:瀬戸内

海沿岸域の赤潮藻の増殖に対するシデロホアの影響

鉄は微細藻類の増殖にとって必須な微量金属元素の一

つである。海水中にはフリーリガンドが過剰に存在し，

これらの有機配位子は鉄の物理化学的な性状を劇的に変

化させる。したがって，有機配位子は海水中の溶存態鉄
をコントロールしており，微細藻類による鉄利用能に係
る重要な因子である。 本研究では，赤潮原因藻 17種類

に対して，他の微生物由来のシデロホア (3価鉄との高
い錯生成能を持つ有機配位子)の増殖に及ぼす影響を検

討した。その結果，シデロホア添加により増殖抑制を示

した。そこで，瀬戸内海中部海域(広島湾)において，
2007年6月から水質動態の把握を実施し，この水域に

おける微細藻類の増殖に対するシデロホアの影響につい

て，室内培養実験により検討した。 調査期間を通して，
表層水への鉄添加による増殖量の顕著な違いは認められ

なかったが，細菌シデロホア DesferrioxamineB (DFOB) 

の添加により増殖量の変化を示した。例えば， 2008年
10月の海水を用いた培養3日目におけるクロロフィル
α量 (μgL-1) は，無添加 13.5:t 0.1，鉄添加 l比4.削.1土 0.2

DFOB添加 3.7:t 0.1でで、あつた。これらの結果から，海水

中の細菌類が生産するシデロホアの存在は，赤潮形成過

程において重要な役割を果たすといえる。
(*県立広島大・生命環境，"瀬戸内水研，問京大院・農)
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BIIO坂本敏夫・組橋敬理・園田慎平・政浦卓哉:陸

棲ラン藻Nostoccommune (イシクラゲ)の乾燥耐性機

構

陸棲ラン藻Nostoccommune (イシクラゲ)はコスモポ

リタンに分布し，非常に強い乾燥耐性を獲得して環境適

応している。野外に生育するコロニーは細胞と細胞外マ

トリクスからなる。細胞外マトリクスを人為的に取り除

くと乾燥耐性が失われる。細胞外マトリクスをもっ水棲

ラン藻Nostocverrucosum (アシツキ)は凍結耐性を示す

が，乾燥耐性を示さない。細胞外マトリクスの有無は極

限的な乾燥耐性を示すための必要条件の lつである。本

研究ではイシクラゲが示す極限的な乾燥耐性のメカニ

ズムを解明するためにイシクラゲとアシツキの相違を比

較検討した。含水量，色素量に違いは見られなかった。
UV-B吸収色素であるマイコスポリン様アミノ酸は化学

構造が異なることが示唆された。細胞外マトリクスはア
ルシアンプ、ルーによって染色される酸性ムコ多糖を含

み，ウロン酸量に違いは見られなかった。細胞外多糖の

化学構造は異なることが示唆された。乾燥ストレス処理

によってトレハロースの蓄積が誘導され，乾燥重量あた

りのトレハロース量に違いは見られなかった。以上の結

果は，極限的な乾燥耐性と強く結びつけられて考えられ

ているトレハロースが極限的な乾燥耐性を示すための必

要条件に過ぎないことを示す。イシクラゲが示す極限的

な乾燥耐性の決定的な要因については今後の解析が必要

である。

(金沢大・院・自然・生物科学)

B130川見寿枝・外丸裕司・長崎慶三:有害渦鞭毛藻

Heterocapsa circularisquamaを宿主とする RNAウイル

スの宿主特異性

【背景・目的】 I本鎖RNAウイルス HcRNAVは，有害渦鞭

毛藻ヘテロカプサ(H.circularisquama)に感染し細胞を崩
壊(溶藻)させる。天然試料から分離された多数のヘテロ

カプサ株と HcRNAV株を用いた交差性試験の結果，株間の
組み合わせによって溶藻が起こるケースと起きないケース
がみられた。本報では，このような種内宿主特異性を制御

するメカニズムの解明を目的とした。
【方法】ヘテロカプサクローン4株と，各々への感染性が
確認されている HcRNAV4株との聞でそれぞれ接種試験を
行った。ウイルス接種後，宿主細胞数の計数により増殖阻

害の有無を， SYBR Goldを用いた染色観察により核異常細
胞の割合の変化を，さらにノザンハイブリダイゼーション

法により細胞内での HcRNAV(ー)鎖合成の有無を調べた。ま
た，in silicoでのカプシド立体構造推定を行った。
【結果】各HcRNAV株は宿主株特異的な増殖抑制能を示し
た。核異常細胞の計数により，各実験区におけるウイルス
趨製時期が推定された。またノザンハイプリダイゼーシヨ

ンの結果，溶藻しないが(ー)鎖が合成される(=ウイルス
複製が起こる)組合せがみられた。これらの結果から，ウ
イルス感染成立の有無の判定は顕微鏡観察のみで、は困難で、

あると考えられた。また， HcRNAV659株のカプシド立体
構造推定結果から，ウイルス側の感染特異性を司る上で重
要な機能を持つアミノ酸残基が推定された。
(水産総合研究セ・瀬戸内水研)

B120長崎慶三'・外丸裕司・・川見寿枝'・白井葉子 .

高尾祥丈梓.水本祐之輔:赤潮原因鞭毛藻に感染する

ウイルス ーこれまでの研究と今後の展望一

20世紀末，自然水界中にウイルスが高密度に存在する

(105_108/ ml) ことが報告されて以来，水闇ウイルスの生

態学的重要性が注目されてきた。その一部は植物プラン
クトンに感染するウイルスであり， 1990年代以降，とく
にブ、ルーム形成種に対するウイルス感染の影響が注目され

た。
2008年までに，ヘテロシグマ属，ヘテロカプサ属，オー

レオコッカス属，エミリアニア属等のブルーム形成種を宿
主とするウイルスが発見され，その性状が精査された。演
者らのグループでは主に，ラフィド藻ヘテロシグマ・アカ
シオを宿主とする大型2本鎖DNAウイルス (HaV)なら
び、に渦鞭毛藻ヘテロカプサ・サーキュラリスカーマを宿

主とする小型 I本鎖RNAウイルス (HcRNAV)に関する
集約的な研究を行ってきた。現場環境中における宿主とウ
イルスの動態比較，ならびに現場より単離した宿主および
ウイルスクローン間の交差感染性試験の結果，ウイルス感
染は赤潮個体群に対して量的(バイオマス変動)および質
的(クローン組成変動)な影響を及ぼすことが明らかと
なった。ウイルスの感染は株特異的であり，カプシド表
面構造の微構造の違いにより制御されているものと推察
された。今後は，ウイルスの殺藻能・宿主特異性決定機
構・複製メカニズム・抵抗性細胞出現機構等についてさら
に詳細な解析が求められる。本研究の一部は，科研費基盤
(A)(2)20247002の助成により行われた。
(市水産総合研究セ，制福井県大，帥東大)

B140外丸裕司 *.豊田健介・・白井葉子・.高尾祥丈

"・水本祐之輔・鈴木秀和問.南雲保一・長崎慶三・:

珪藻に感染するウイルス ーこれまでの研究と今後の

展望一

珪藻は地球上で最も重要な一次生産者であり，水圏の生
物生産ならびに大気中酸素濃度の維持などに重要な役割を

果たしている。我々は 2004年に，珪藻に感染するウイル
スの存在を世界で初めて報告した。本演題では過去4年間
に演者らが分離した珪藻ウイルスの基本性状と現場観測結

果を紹介し，今後の珪藻ウイルス研究の課題について述べ

る。

これまでにリゾソレニア属ならびにキートケロス属を宿
主とする 8種の珪藻ウイルスが分離された。いずれも粒径
40 nm以下の小型球形ウイルスであり，その感染は種特異

的かつ株特異的であった。また，ゲノムは l本鎖(ss)RNA(3 

種)または ssDNA(5種)であった。各ゲノムタイプのグルー
プ内では，アミノ酸配列レベルで、高い相同性が確認された。
本結果から， ssRNAならびに ssDNA珪藻ウイルスのグルー
プがそれぞれ海洋に存在することが示された。さらに現場

調査の結果，珪藻ウイルスの増加は宿主のブルームに同調
していることが明らかとなった。

今後はウイルスの性状解析ならびに宿主の現場生態調査
を詳細に行い，沿岸域における珪藻とウイルスの生態学的
相互関係を解明してし通く予定である。
本研究の一部は，科研費基盤(A)(2)162080 19，同若手
(B)20780149，および、農林水産省水産庁事業により行われた。
(*水産総合研究セ，"福井県大，田東大，出海洋大，一日歯大)



B150豊田健介・長崎慶三・外丸裕司:海産浮遊性珪
藻類の分子生物学的手法による種識別・検出・定量解
析について

自然海域における珪藻とウイルスの生態学的関係は，
未だ明らかではない。その一因は，宿主である珪藻の種
同定と計数の難しさにあり，珪藻の挙動をモニターする
上で，従来の形態観察以外の新たな手法の開発が不可欠
であった。そこで本研究では，これまでに感染性ウイル
スの存在が明らかにされている 8種の珪藻(リゾソレニ
ア属およびキートケロス属)を対象としたリアルタイム
PCR法による検出・定量解析系の構築を行った。
SYBR GreenおよびTaqManProbe法を用I，l，28S rDNA 
(D1/D2領域)の塩基配列より設計した各プライマー・プ
ロープの種特異性を検証するとともに，標的種DNAを標
品とした検量線の作成を行った。また， 2μmフィルター
上に捕集した対数増殖期後期の珪藻細胞から， CTAB法，
TE煮沸法，および市販DNA抽出キットにより藻体DNA

を抽出し，それぞれをサンプルとして得られた Ct値より
ゲノム抽出方法の最適化を行った。
各々の種のDNA量と Ct値との間には高い相関関係が
認められ (R2> 0.99)，標的種を特異的に検出した。これ
らの結果から，珪藻類の種特異的な検出，ならびに現存
量の推定を行う上で，本実験で設計したプライマーおよ
びプロープを用いたリアルタイム PCR法が有効であると
推察された。フィルター捕集細胞からリアルタイム PCR
法に供するためのゲノム抽出方法については， TE煮沸法
が最も適していることが明らかとなった。
(水産総合研究セ・瀬戸内水研)

B17 0池田啓二・渡遺信:富栄養湖沼に発生するアオ
コの動態と原生生物の相互関係の解明

アオコの発生する生態系は，腐食食物連鎖構造になってい
ると報告されているが，原生生物によるアオコの直接的な摂
食の報告もあり生食食物連鎖との関連性も強く示唆されてき
た。実験室内で原生生物によるアオコを形成する藍藻類の捕
食が確認されているが，現場におけるアオコとそれを捕食す
る原生生物の動態と関連させたうえでの実験はきわめて少な

当研究では，現場湖沼でのアオコの動態に原生生物がど
のように関係しているかを明らかにするため，印施沼で藍藻
Microcystisと原生生物の動態を調べ，Microcystisの動態と関
係性のあると考えられる原生生物を抽出した。さらに，それ
らの分離・培養を試み，培養が確立した原生生物を使って実
験室内での捕食実験を行った。
野外調査でMicrocystisの動態との相関係数が高く，
Microcystisの捕食が確認された原生生物を関連性があるもの
とした結果，アメーパ類のAmoeba，Difflugiaと鞭毛虫類の
Collodictyon， Diphylleia， Mast，伊 llaの5種類が抽出された。
このうち Collodictyonのみが，分離・培養に成功したため，
この生物を用いた Microcystisに対する捕食実験を行ったとこ
ろ，Microcystisに対して高い捕食圧を有することが分かつた。
また，実際の環境中でCollodictyonの捕食特性を推測するた
め環境条件を変えて捕食圧の変化を調べた結果， pH，培養
温度，エサの初期濃度が上がるとともに捕食圧の指標である
Ingestion rateが上昇した。これらの結果から水温，Microcystis 
の個体数， pHが高い夏から秋の季節において Collodictyonの
Microcystisに対する捕食が活発になると考えられた。以上の
結果から Collodictyonは，実際の環境中でMicrocystisの分解
過程に関連しているのではないかと予想される。
(筑波大・院・生命環境)
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B160出村幹英・河地正伸:日本沿岸の Chattonella2 
種におけるマイクロサテライトマーカーを用いた集団
遺伝学的解析

ラフィド穫の C加ttonellaantiquaとC.marinaは1960
年代から西日本を中心に赤潮を形成し，養殖漁業に多大

な被害を及ぼし続けてきた。一方， 1990年代以降，両
種は世界各地の海域から報告されるようになり，漁業
被害の拡大が懸念されている。 Chattonella2種の分布域
は，大型船舶のパラスト水などによって人為的に拡大し

たのか，それとも自然分散の結果によるのかは不明で

ある。現在我々は Chattonella2種の分布拡散の実態解明

を目的として，マイクロサテライトマーカー等の DNA
マーカーを用いた集団遺伝学的解析を行っている。世界
各地の集団解析を行う前に，本研究では日本沿岸域のc.
antiqua集団(瀬戸内海，浦ノ内湾，有明海，八代海)とc.

marina集団(東京湾，瀬戸内海，鹿児島湾，有明海)に

ついて， 14のマイクロサテライトマーカーによる解析を

行い，集団の遺伝的多様性，集団聞の地理的距離と遺伝

的距離との関係等を明らかにした。その結果， C. antiqua 
集団は，集団間の地理的距離と遺伝的距離との聞に有意

な正の相関が認められ (p< 0.05， R2 = 0.788)，日本のc.
antiqua集団は自然分散で形成された可能性が考えられ

た。一方， C. marina集団では正の相関は認められず (p
=0.821)，人為的拡散等のC.antiqua集団とは異なる分散
様式で形成された可能性が考えられた。

(国立環境研究所)

B180田辺雄彦'・佐野友春韓・笠井文絵軸.渡遺信*. 

ラン藻Microcystisaeruginosaにおけるアオコ毒素生合
成遺伝子の中立進化

アオコ形成ラン藻として知られる Microcystisaeruginosaに
はアオコ毒素ミクロシスチンを生産する有毒株が数多く存在
する。ミクロシスチンは7つのアミノ酸からなる環状ポリペ
プチドであり，構成するアミノ酸が異なる構造変異が70種
以上知られているが，その多様性の生物学的意義はおろかミ
クロシスチンの生物学的機能そのものすら完全には解明され
ていない。本研究ではミクロシスチンの構造多様性の意義に
ついて示唆を得るため， ミクロシスチン生合成遺伝子(mcy)
の多様性と化学構造の多様性の相闘を mcyを有する 118株
について分子系統手法及びHPLCによるミクロシスチンの構
造解析によって調べた。その結果，mcyは遺伝的に二つのグ
ループに明瞭に分かれることがわかったが，そのグループ分
けとミクロシスチンの構造変異の聞に顕著な相関性は見られ
なかった。また，分子集団遺伝解析の結果，二つのグループ
への分岐に関して淘汰や地理的隔離はほとんど影響していな
いこともわかった。その一方，グループ内の遺伝子組み替え
頻度がグループ聞の最大 10倍も大きくなっていることがわ
かった。この結果は「バクテリアの系統分化は，淘汰や地理
的隔離がなくても，遺伝距離依存的な組み替え(遺伝距離が
大きいほど組み替え頻度が小さくなる)と遺伝的浮動によっ
てのみでも生じうる」という最新の理論データと一致する。
これらの結果をまとめると， ミクロシスチンの生合成遺伝子
の進化，及びミクロシスチンの構造多様性は共に自然選択上
「中立」である可能性が示唆される。
(*筑波大・院・生命環境科学，軸(独)国環研)
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B190高瀬真希市.内藤佳奈子・・西川哲也柿.今井一

郎榊・中村健一・:藻類産生プロテアーゼの検出と生化
学的特性

タンパク質分解酵素(プロテアーゼ)は，生態系の窒
素循環の初期過程を担う最も重要な酵素の一つである。
微生物の中でもバクテリア等の従属栄養型生物のプロテ
アーゼに関する分泌機構や生化学的特性が明らかにされ

ている一方，独立栄養型である微細藻類についての知見
はほとんどない。

本研究では，赤潮原因となりうる珪藻7種，ラフィド
藻4種，渦鞭毛藻3種，クリプト藻 1種，ハプト藻2種，
ユーグレナ藻 l種，緑藻2種，藍藻 1種の計21種を対
象に無菌培養を行い，プロテアーゼ産生の有無，及びプ
ロテアーゼの生化学的特性について検討を行った。その

結果，ゼラチンを含むゲルを用いた Heussen& Dowdle 
法による電気泳動的解析を用いることにより，赤潮藻
14種からプロテアーゼの産生が明らかとなった。高活

性であった4種 (Diηlumbrightwellii， Rhodomonas ovalis， 
Fibrocapsa japonica， Heterocapsa triquetra)に対して各培

養液中のプロテアーゼ活性を経時的に測定したところ，
対数増殖期において体外分泌を確認できた。
また，瀬戸内海東部海域における海水サンプルのプロ
テアーゼ検出を行った結果，微細藻類を多く含む海水で
活性を検出することができた。
(*県立広島大・生命環境，軸兵庫水技セ，醐京大院・農)

B210山岸隆博~本村泰三神.長里千香子"づ1[井浩史

* .黄金色藻オクロモナスにおける管状マスチゴネマ関
連遺伝子Ocmファミリーについて

ストラメノパイル系統群に属する生物は共通の形態形
質として3部構成(基部・軸部・先端毛)の管状マスチゴ
ネマを鞭毛表面に有する。管状マスチゴネマは細胞付随
構造としては他に類を見ない複雑さ，かっ巨大な構造を
有しており，その合成過程や輸送機構には興味がもたれ
る。これまでに我々は，不等毛植物Ochromonasdanica (黄
金色藻綱)において，管状マスチゴネマの軸部構成遺伝
子Ocmlを同定した。しかしながら，基部を含むその他
の構成タンパク質は同定されておらず，その分子構造は
未だ明らかではない。本研究では，新たに lつの管状マ
スチゴネマ軸部構成遺伝子，および2つの基部構成遺伝
子を同定したので報告する。
Ocmlの推定アミノ酸配列に基づいたディジェネレート

プライマーを用いて，Ocmlに相同性を持つ3つの遺伝
子 (Ocm2，Ocm3， Ocm4)が単離された。これらの推定ア
ミノ酸配列は， Ocmlと比較してサイズは異なるものの，
それらの構造はタンパク質問の結合に関与する epi白elial
growth factor (EGF)様モチーフを 4つ有しており， Ocml 
のそれによく類似していた。また，推定アミノ酸部分配
列から作製されたポリクローナル抗体を用いることによ
り， Ocm2およびOcm3は基部構成タンパク質， Ocm4は
軸部構成タンパク質であることが明らかとなった。
(ホ神戸大・内海域セ，軸北大・北方生物圏フィールド科学
セ)

B200野水美奈*.松永茂輔・渡辺正勝醐.井上勲*: 

水表性黄金色藻Chromophytonrosano..がi(ヒカリモ)の
光応答反応

不等毛植物ヒカリモは，水中を泳ぐ遊泳相と，細胞が

水面に立ち上がる浮遊相の2つの細胞相をもっ単細胞鞭
毛藻である。浮遊相は，水面が黄金色に輝いて見えるほ
ど光を強く反射させる。直射日光のような強い光が射し
込むと，水面の色が黄金色から白色に変化し，光が弱ま
ると再び黄金色に戻る。
浮遊相の葉緑体は，弱光照射時は光源と反対側に，強
光照射時は光源側に定位しており，これが反射光の色の
違いの原因であることがわかった。葉緑体定位は少なく

とも 400ー700nmの光で起こり，特に 680nmでの反応率
が高い。また光合成阻害剤DCMUにより阻害されるこ
とから，葉緑体定位には光合成系が関与していると考え

られる。
葉緑体定位は数分間で起こるが，さらに長時間の光照
射により，浮遊相の形態にも変化が生じる。水面上のヒ
カリモ細胞は，直径の約2倍の外被に包まれ，暗所では
球状を呈する。一定方向からの弱光照射が 1時間以上続
くと，細胞は外被の一端(光源の反対側)に寄り，外被
は光源側に聞いたハマグリ型に変形する。計算上，ハマ
グリ型の外被は球形に比べて高い集光レンズ効果がある
ので，この形態変化は効率的な光利用に寄与しているか
もしれない。
(・筑波大・院・生命環境，軸総研大・葉山高等研，醐総研大・

先導科学)

B22 石川美恵，高橋文雄， O 片岡博尚:
S啄 AMENOPILES専用の青色光受容体オーレオクロム
(AUREOCHROME) 

私たちはフシナシミドロの l種(拘uchel旬jrigida)
から，新奇の青色光受容体を発見し，オーレオクロム
(AURE01，AU阻 02) と名づけた。オーレオクロムは青
色光センサーである 1個の LOV(Light-Oxygen-Voltage) 
ドメインと 1個の bZIPドメインをもち，青色光で活性
化する転写因子として機能する特異的な青色光受容体で
あった。オーレオクロムは，フシナシミドロでは枝原基

や生殖器官の形成を制御している (Takahashiet al. 2007)。
オーレオクロムは光合成をする S佐'amenopiles，すなわ
ち，黄色植物だけに共通に分布することがわかった。今
回，褐藻やケイ藻，黄金色藻，ラフィド藻などの黄色
植物から単離，あるいはデータベースから BLAST検

索によって得たオーレオクロムの LOVドメインの配列
を，緑色植物の青色光受容体であるフォトトロピンの2
個の LOVドメインと比較して系統樹を得たので報告す
る。オーレオクロムはフォトトロビンとは明瞭に区別さ
れるクレードを形成した。大系統群ごとに異なるタイプ
のLOVをもっ青色光受容体が働いていることは真核生
物の進化を考える上でも大変興味深い。オーレオクロム
がケイ藻や褐藻でどのような働きをしているかは今後の
課題である。
(東北大学大学院生命科学研究科)



B23 u遠藤寛子事・大田修平山・石田健一郎*.クロラ

ラクニオン藻 Partensわ，ellaglossopodiaにおける核分裂
の形態学的観察

クロララクニオン藻はケルコゾア生物が緑藻を取り込

み，葉緑体を獲得した生物群である。その葉緑体にはヌ

クレオモルフと呼ばれる共生者核の痕跡が付随してお
り，二次共生による細胞進化の理解に重要な生物群であ
る。この細胞進化の理解においては，細胞分裂過程の解

明が一つの重要なポイントとなる。

クロララクニオン藻の核分裂については，Bigelowiella 
natansでの断片的な報告 (Moestrup& Sengco 2001) と

Lotharella amoebiformisでの学会発表(第32回藻類学会)

があるのみである。どちらの種も中期に核膜が消失し，
染色体は紡錘体赤道面に一直線に凝集するが，中心小体
の有無などが異なり，本藻群には多様な核分裂様式が存

在することが示唆されている。
本研究では，本藻群の核分裂について共通の特徴と多

様性を明らかにする研究の一環として，P. glossipodiaの
核分裂様式を光学および電子顕微鏡で観察した。その結

果，間期に基底小体は lつであるが核分裂初期に 3つと

なること，その後核に比較的大きな貫入が2方向から生

じ， 3つの基底小体が核の中心付近へ移動すること， 3 
つの基底小体を中心として微小管が放射状に伸びるこ
と，核膜は断片化すること，染色体は核周縁部に凝集す

ることなどが観察された。 P.glossipodiaは他の生物とは
異なる特異な核分裂様式をもつことが示唆された。
(*筑波大・院・生命環境，帥Rosco仔生物研)

B25 u岩尾豊紀・倉島彰・前川行幸:褐藻カジメのラ

ミナラン加水分解酵素活性の季節変化

カジメ胞子体のラミナランは成熟初期に増加し，成熟
部位である子嚢斑部分に特に多く含まれていることか
ら，ラミナランはカジメのエネルギー源の中で、も特に成

熟のために重要な物質として貯蔵されているのではない

かと考えた。そこで，実際にラミナランが成熟時期に消

費されているのであれば，成熟時期にラミナラン加水分

解酵素活性が高まっているとの仮説のもと，酵素活性測

定を行った。ラミナラン加水分解酵素活性測定法につい

ては本学会第 32回大会にて報告した。
材料のカジメ胞子体は三重県志摩市の群落から採集
し，側葉別および子嚢斑部分と非子嚢斑部分に分けて酵

素活性を測定した。基質ラミナランとの反応条件は温度
300C， pH 6.0で行い，基質の分解による反応液の還元力
増加を比色定量 (Somogyi-Nelson法)にて求め酵素活性

とした。その結果，生長が盛んな春期よりも成熟期であ

る夏期から秋期にかけて活性が高かった。しかし，子嚢
斑部分と非子嚢斑部分との聞に有意な差はみられなかっ
た。また，形成されて聞もない新しい側葉よりも，古い
側葉での活性が高かった。これらのことから，成熟期に
ラミナラン加水分解酵素が高かった理由は，成熟期には

生長期よりも相対的に古い側葉が多いからであると考え

られた。
(三重大・院・生物資源)
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B24平川泰久・石田健一郎:クロララクニオン藻に

おける葉緑体へのタンパク質輸送シグナルの機能領域

細胞内共生の過程で，葉緑体(共生者側)で機能する

タンパク質遺伝子の多くは宿主の核へと移行しており，
葉緑体をオルガネラとして維持するために，これらの遺

伝子の産物は宿主側で合成された後，葉緑体へと輸送さ

れる。しかしクロララクニオン藻の葉緑体へのタンパク
質輸送機構に関してはほとんど解っておらず，我々は独

自に開発した本藻へ遺伝子導入系を用いて葉緑体へのタ
ンパク質輸送シグ、ナルの機能について解析した。本藻の

葉緑体へ輸送される前駆体タンパク質は他の二次葉緑体

をもっ藻類と同様に， Signal peptide (SP)およびTransit
peptide (TP) と呼ばれる 2つの領域からなる輸送シグナ

ル配列をもつことが遺伝子配列より予測されていた。本
研究では，これらの前駆体タンパク質は SPにより認識

されて小胞体上で翻訳され，その後TPにより小胞体を
介して葉緑体内へと輸送されていることが示唆された。

また，葉緑体タンパク質 (ATPsynthase delta subunit)の

輸送シグナルを用いた deletionおよびsubstitution解析に
より， TPのC末端側の配列が小胞体から葉緑体への輸
送に重要で、， TP内に存在する複数の正電荷アミノ酸が

葉緑体膜を通過するのに必要であることが明らかとなっ

た。他の二次葉緑体をもっ藻類と同様にクロララクニオ

ン藻の TPは葉緑体へのタンパク質輸送に関わっている
が，その詳しい機能領域は他の藻類群とは異なることが

示唆された。
(筑波大・院・生命環境)

B26 u膏野尚子・村崎孔明・寺田竜太:鹿児島県北西

部におけるコンブ科褐濠アントクメの季節消長

アントクメは日本産コンブ科海藻の中で最も低緯度に分
布し，鹿児島県が分布南限として知られている。 1950年代
に種子島沖の採取記録があるが，現在は県本土北西部の東
シナ海沿岸と八代海で主に見られる。近年，九州各地で温
帯性藻場の衰退や構成種の変化が指摘されているが，南限
域でのアントクメの生態に関する知見はない。本研究では，
東シナ海と八代海沿岸の計3ケ所における本種の季節変化
を明らかにすることを目的とした。
調査地は東シナ海沿岸のいちき串木野市長崎鼻と長島町
堂崎，八代海沿岸の長島町葛輪とし， 2008年4月'"12月
まで調査した。群落内に 50cm四方の方形枠を無作為に 5ケ
所設置し，被度を測定後，本種を全て採取した。また，大
型の個体を別途 10個体採取し，体長，重量等を測定後，形
態や成熟の有無を観察した。調査時には水温，光量，塩分
を計測すると共に，採水して溶存無機窒素 (DIN) と無機
燐 (DIP)を測定した。
調査期間中，堂崎と葛輪は被度90%に達したが，串木野
は10%であった。最大現存量 (gd爪 m.2) は堂崎で922.0，
葛輸で245.1Iこ対し串木野は 7.7だ、った。また，最大密度(個
体m.2) は堂崎で98，葛輪で66，に対し串木野は 25と低
かった。一方， 1個体当たりの最大体長は堂崎で466mm， 
葛輸で735mm，串木野で 163mmだ、った。これらのことか
ら，南限群落と考えられる串木野は，被度，密度ともに低く，
体サイズも小型と考えられた。また，葛輪の個体には採食
痕が多く見られたため，食害の影響も示唆された。
(鹿大・水産)
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B270倉島彰・栗原正樹・森田晃央・前川行幸:褐藻

アントクメの生長と成熟におよぼす温度の影響

アントクメは，日本で最も高温域まで分布しているコン
ブ目藻類である。本研究では，アントクメの雌雄配偶体，
芽胞体および胞子体を用いて温度特性実験を行った。配偶
体の相対生長速度は 1O-300Cの50C間隔と 30・320CのIOC
間隔，成熟率(卵形成率)は1O-200Cの50C間隔と 20-25
。CのIOC間隔で測定した。芽胞体の相対生長速度は 10-15
。CのIOC間隔，胞子体の生長速度は1O-250Cの50C間隔

と25-300CのIOC間隔で測定した。
雄性配偶体の生長適温は 250Cで， 300Cでは約30%が枯
死し， 310Cでは全個体が枯死した。雌性配偶体の生長適
温は 20-250Cで， 300Cでは生長せずに半数以上が枯死し，
310Cでは全個体が枯死した。配偶体の成熟率は 150Cで最
も高く， 200C以上では温度に伴って低下し， 240Cで成熟
率1.25%，250Cでは0%であった。芽胞体の生長速度は 10
-l1OCで低く， 12-150Cで高かった。胞子体の生長速度は
200Cで最も高く， 280C以上では枯死した。
以上の結果を，これまでに演者らが調べてきたワカメ属
のワカメ，ヒロメ，アオワカメおよびアラメ属のアラメ，
サガラメの温度特性と比較した。アントクメ雄性配偶体の
生長上限温度は，アラメ属藻類とワカメ属藻類のほぼ中間
で，雌性配偶体の生長上限温度はこれらの藻類よりも IOC
ほど高かった。配偶体の成熟上限温度は，アラメ属よりも
低く，ヒロメと同程度であった。また，胞子体の生長上限
温度はアラメ属藻類よりも 20C以上低く，ワカメ属藻類と
同程度であった。
(三重大院・生物資源)

B290別所和博・巌佐庸:海藻の生活環と季節的適応
~異形世代交代と同形世代交代への数理的アプローチ~

海藻の多くは，半数体世代(配偶体)と 2倍体世代(胞
子体)が独立した藻体をもち，それらが減数分裂と接合

で世代交代をする。さらに，その世代交代のパターンは
大きく分けると，片方の世代が大きな藻体になりもう片

方の世代が小型になる異形世代交代と，両方の世代がほ
とんど同じ形と大きさになる同形世代交代の二つに分類

でき，それらは緑藻，褐藻，紅藻の各グループに見られる。
我々は，これらを季節変化する環境への適応の結果と
して理解する数理的研究を行った。そこでは生産力が季
節変化する環境を設定し，大きな藻体をもっ生活形は多
量の資源を要求し捕食者や物理的撹乱を受けやすいため
季節性が強く，小さな体の生活形は成長が遅いが安定し

た生存が見込めると仮定し，各世代の最適世代交代(成
熟)タイミングについて調べた。
その結果，異形世代交代をする種は，大きな藻体をも
っ世代が生産力の高い季節に生育して，小型の世代が生
産力の低い季節に生育するようなタイミングでの世代交

代が最適であった。そして，同形世代交代をする種は，
全ての世代が一定の成熟サイズに達した時点で成熟する
ようなタイミングでの世代交代が最適であった。また，
異形世代交代をする種は同形世代交代をする種と比較す
ると，より季節変化が激しい環境化で有利となることが
予想された。
(九大理生)

B280二村和視・岡本一利:褐藻サガラメ胞子体の雛

形成に及ぼす駿河湾深層水の影響

褐藻サガラメ Eiseniaarborea胞子体の側葉には縦方向
の撒がある。しかし，サガラメ成体を駿河湾深層水中で
培養したところ，敏を形成しない側葉が観察された。こ
のことから，深層水が雛形成に影響を及ぼすと考え，深
層水および表層海水で培養した際の撤の形成状況を調べ
た。
材料には，陸上水槽で継代培養していた配偶体を成熟・
生長させ，駿河湾深層水で培養し，側葉を形成した幼体
および成体を用いた。幼体は，飼育施設内に設置した 500
l水槽中で，天井からの天然光下(平均日積算光量3.3:!:1.9 
mol m.2 day.l) ，培地として約200Cに調温した駿河湾深層

水(水深397mから取水)もしくは表層海水(同 24m) 
をかけ流して 42日開通気培養した (n= 6)。成体は 1kl 
水槽中で，天然光下(日積算光量2.5:!: 1.8 mol m-2 dayサ，
培地として約 150Cに調温した深層水(水深687m)もし
くは表層海水をかけ流して 105日開通気培養した (n= 6)。
培養終了時における幼体の側葉数は深層水および表層
海水共に平均7-8枚であり，雛がある側葉の割合(平
均±標準偏差)は，それぞれ24:!: 15%， 64:!: 24%を示し
た。成体では側葉数は平均 18-20枚であり，鯨がある側
葉の割合は，深層水および表層海水においてそれぞれ 10
:!: 15%， 29土 14%を示した。このように深層水での培養に

おいて撤がある側葉の割合は低下し，雛は培養環境によ
り変化する形質であることが示唆された。
(静岡水技研)

B300葉山真歩子~仲田崇志輔・浜地貴志~野崎久義‘:

群体性ボルボックス目ゴニウム (Gonium)属の 1新種
について

ゴニウム属は，クラミドモナス様の2鞭毛性の細胞が
4， 8， 16または 32個集合し平板状の群体を形成する淡
水産の緑藻類で，これまでに 7種が報告されている。本
研究では，福岡県朝倉郡の水田より採取した土から分離
培養した株について，形態観察および分子系統解析を
行った。
本株は， 8または 16細胞からなる平板状の栄養群体を
形成する。また，同型配偶子接合によるヘテロタリック
な有性生殖を行い，接合子発芽時には4個のゴーン細胞
が1個の群体となって遊出する等，ゴニウム属に典型的
な特徴を有していた。さらに，葉緑体は 1個あるいは2
個のピレノイドを持ち，ピレノイドがcarbon-richな光従
属栄養的培養条件下でも縮小しない点は，タイプ種であ
るG.pecωraleと一致した。しかし， 8細胞性群体形成時
に2個または 3個の細胞が3列に並ぶ細胞配置 (3個， 2 
個， 3個あるいは 2個， 3個， 3個)をとることもある点，
成熟接合子は一次細胞壁を脱がず，表面が平滑でない点
をも考慮すると，本研究で用いた株はこれまでに記載さ
れたゴニウムのどの種とも異なっていた。さらに，rbcL 
遺伝子 (1128bp)に基づく系統解析の結果は，ゴニウム
属の他の種とは明瞭に分離した。従って，我々はこの藻
体を新種として報告することとする。
(・東大・院・理，樟慶臆大・先端生命研)



B31篠崎文彦・.0中山岡g".矢吹彬憲軸・井上勲軸:
ペディノ藻綱(緑藻植物門)の系統

ペデイノ藻類は，細胞側方から生じる I本の鞭毛をもっ
た単細胞遊泳性の緑色藻である。 3属数種のみが知られる
小さなグループだが，淡水域から海水域まで広く分布し，
ヤコウチュウの共生藻となっているものもある。その特異
な形態から，当初はクリプト藻に分類されており，クロロ
フィルbの存在が明らかになった後も，原始的特徴と派生
的特徴を併せ持つことから，緑藻，アオサ蕗，プラシノ藻，
ロクソ藻などその分類学的位置には諸説があった。近年に
なってその独自性から独立した綱(ペディノ藻綱)として
扱われるようになったが，分子系統学的情報に乏しし緑
色植物内での系統的位置や，綱内の関係についてはよく分
かっていない。

本研究では，和歌山県磯ノ浦より単離した株を含め3株
のペデイノ藻類について， 18S rDNAおよびrbcL塩基配列
を決定し，系統解析を行うと共に，その微細構造に関して
電子顕微鏡観察を行った。分子系統解析からは，ペディノ
藻類が緑藻植物門に属し，アオサ藻綱， トレボウキシア藻
網，緑藻網およびクロロデンドロン藻綱と共に単系統群を
形成することが示された。この結果は，ペディノ藻類がも
っ側方鞭毛性や非回転対称の細胞といった特徴が，原始的
な特徴ではなく，二次的なものであることを示唆している。
またペディノ藻類の各株間の遺伝距離は大きし細胞外
被やピレノイド微細構造に見られた多様性と考え合わせる

と，ペディノ藻類はその単純な外形から考えられていたよ
りも大きな多様性を有するのかもしれない。
(・筑波大・生物学類，神筑波大・院・生命環境)

B330仲田崇志・.曽我朋義・・冨田勝事.野崎久義輔:

新種ヤリミドリ属藻類(緑藻綱オオヒゲマワリ目)と
狭義ヤリミドリ属の形態進化

ヤリミドリ属 (Chlorogonium)は紡錘形の栄養細胞を持
つ緑藻綱オオヒゲマワリ自の鞭毛藻類である。本属には
約20種が記載されてきたが，微細構造の比較と分子系統
解析に基づいて複数属へと再定義され，狭義のヤリミド

リ属には 3種のみが認められている (Nakadaet al. 2008， J. 
PhycoI.)。これら 3種 (Cg.euchlorum， Cg. elongatum， Cg. 
capillatum)はいずれも単系統群で，光合成独立栄養条件

でのピレノイドの個数と，光合成従属栄養条件でのピレ
ノイドの安定性および細胞後端の形態によって互いに識

別される。
これまで我々は，本邦各地より採集されたヤリミドリ
属藻類の研究を進めてきた。狭義ヤリミドリ属に含まれ
る新規株の多くは既知の 3種に含まれたが，埼玉県およ
び富山県で採集された2株は互いに近縁で，3遺伝子 (18S
rRNA， rbcL， psaB)の結合系統解析の結果，狭義ヤリミ
ドリ属の中で既知の 3種と離れた新規の系統に位置した。
この 2株は狭義ヤリミドリ属の微細構造を有する一方，
特徴的な無性不動胞子形成を行い，さらに識別形質の組
み合わせによっても狭義ヤリミドリ属の既知種と区別さ
れた。培養株の現存しない広義のヤリミドリ属とも形態
的に区別されたため，この 2株は狭義ヤリミドリ属の未
記載種であると考えられる。また分子系統解析の結果，
狭義ヤリミドリ属における識別形質の進化順序も推定さ
れたため，併せて報告したい。
(・慶膳・ IAB，軸東京大・理・生物科学)
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B32コ野崎久義..仲田崇志...単細胞性緑藻

GLoeomonasの微細形態と系統進化

Gloeomonas は単細胞性ボルボックス目の 1属であり，

ピレノイドを欠くことと，鞭毛基部が分離するという特

徴をもっ。近年ボルボックス目では分子データに基づ

く属レベル以上の再分類が実施されているが，本属の

分子系統解析の研究は今までにない。また，微細構造

に関しては l種G.kupfferiが観察されているだけである
(Domozych & Nimmons 1992， JPY)。本研究ではピレノイ

ドに着目した微細構造の観察を Gloeomon閣 3種で実施
し，あわせて分子系統解析も実施した。透過型電子顕微

鏡下では GLoeomonas3種には澱粉鞘のない小さなピレ

ノイド基質構造が観察された。 rbcL遺伝子はピレノイ

ド構造の有無と関連して不自然な系統解析結果をもたら

す可能性があるので (Nozakiet al. 2002， JME) ，本研究で

は 18SrRNA， atpB， psaB遺伝子の結合データを使用し
た。系統解析の結果，Gloeomonasはクロロモナス系統
群 (Chloromonadinia)に位置し，Chloromonas insignisと
C. rubr伊lumが本属に対して側系統的に位置した。これ

らChloromonas2種は大きな澱粉鞘のないピレノイドを

もち，鞭毛基部の分離も観察されるので，Gloeomonasは
このような ChLoromonasの種から派生進化したと推測さ

れる。
(・東京大・理・生物科学，輔慶謄義塾大・先端生命研)

B340山口晴代・.岡本典子樟・中山岡十・井上勲.. 

Hatena arenicoLa (カタプレファリス門)共生体に近縁

なプラシノ藻NephroseLmis

カタプレファリス門に属する Hatenaarenicolaはプラ
シノ藻Nephroselmisを共生体として細胞内に保持してい
るが，宿主細胞が二分裂する際に，共生体は一方の娘細
胞だけに受け継がれ，他の娘細胞は共生体をもたない無
色の細胞にもどって新たに共生体を取り込む生活環をも
っと考えられている。これは宿主と共生体が細胞周期
を同調させる直前の進化段階と考えられることから，H. 
arenicolaは二次共生による植物化の過程について理解を

深める上で，興味深い研究対象である。しかし，これま
でNephroselmisのタクソンサンプリングが十分でなかっ
たために，H. arenicola共生体のNephroselmis属内におけ
る位置は明らかになっていない。
そこで，我々はH.arenicola共生体の起源を探るため
に，H. arenicolaと同所的に出現した Nephroselmisの培
養株を複数確立した後，株保存機関に寄託されている
Nephroselmis株と併せて葉緑体 16SrDNA塩基配列を取得
した。分子系統解析の結果，H. arenicola共生体はブート
ストラップ値はあまり高くないものの，H. arenicolaと同
所的に出現した I株(和歌山株)及びN.rotunda (CCMP548， 
550) とクレードを形成した。和歌山株を電子顕微鏡で
観察したところ，毛状鱗片を構成するサプユニットの数
に差違が見られたが，細胞及び鞭毛鱗片はN.rotundaと
共通していた。以上の結果から H.arenicola共生体はN.
rotundaに近縁なNephroselmisであることが示唆された。
(・筑波大・院・生命環境，軸プリティッシユコロンピア大)
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B350周藤靖雄~大谷修司輔:Cephaleuros属気生藻(緑

藻)の樹木葉上での季節的進展

Cephaleuros属藻のモルフォタイプ5種類について，そ
の生活史を明らかにするために藻体成長と繁殖体形成の
季節的進展を調査した。 2008年 1....... 12月，島根県松江市

の5調査地で9樹種上の藻について観察した。樹木葉上
で越冬した本藻のコロニーは4.......7月に拡大した。配偶
子のうは越冬後形成数が増加して，配偶子は Cephaleuros
(1)と(2)では 5月上旬.......7月下旬， (3)では4月上旬.......5

月下旬， (4)では5月上旬.......7月上旬， (5)では5月中旬~
6月下旬におもに形成されて，いずれのタイプでも多数で

あった。遊走子のう柄は5月から伸長して，遊走子のう
と遊走子は Cephaleuros(1)では6月下旬.......7月中旬， (2) 
では6月中旬.......8月上旬， (4)では7月上旬.......8月上旬， (5) 
では6月中旬におもに形成されて， (1)と (2)では多数， (4) 
と(めでは少数形成された。 (3)では形成を認めなかった。
配偶子と遊走子はいずれのタイプでも発芽を認めた。 8....... 
11月，新しいコロニーが発生して拡大した。 Cephaleuros

(1)， (2)， (4)および(5)では前年葉，当年葉ともに生じたが，
(3)ではおもに3年葉に生じた。前年とそれ以前に生じた
古いコロニーは中心部が白色化または破壊・脱落して，
その周囲に新しい藻体が拡大した。以上の調査結果から，

越冬した藻のコロニーに春~夏期に配偶子と遊走子が形
成されて，これらの分散と発芽によって感染が起こり，

夏~秋期に次代のコロニーが新しく発生すると考える。
(.元島根林技セ，軸島根大・教育)

B370吉田昌樹~吉田大和町藤原崇之~黒岩常祥.. 

Cyanidioschyzon merolae葉緑体のプロテオーム解析

単細胞紅藻Cyanidioschyzonmerolaeはゲノム情報が完
全に解読されており，また同調培養系や細胞小器官の

単離法が確立されている生物である。本研究では細胞

周期における葉緑体内容物の動態を把握するため， C. 
merolae葉緑体の構成タンパク質の網羅的解析を行った。

間期および分裂期におけるC.merolaeの葉緑体を単離

し，可溶画分を抽出して二次元電気泳動による展開と分

離を行った。ゲル上のスポットは切り出してトリプシン
で消化し，質量分析計 (MALDI-TOFMS)によって分析

した。得られたスペクトル情報を基に， MASCOTを用
いて C.merolaeゲノムデータベースに対して検索を行っ
た。

その結果，光化学系複合体やRuBisCO，フィコピリソー

ムなどを構成する約 150種のタンパク質が同定された。
C. merolaeの全タンパク質に対しては，エネルギ一生産
や糖代謝，アミノ酸代謝等に関与するものの割合が高
かった。間期と分裂期とでは二次元電気泳動のパターン

に差異が見られたほか，分裂期のみで検出された plastid
division protein FtsZ (AB032072)など，それぞれの時期に

特異的なタンパク質も見出された。これにより，マイク
ロアレイ解析やリアルタイム PCR等で検出される発現
レベルの変化のみならず，細胞小器官のタンパク質組成
が細胞周期を通して変動していることが直接的に認めら
れた。

(車立教大・極限生命，崎東大・院・新領域・先端生命)

B360吉田大和'・黒岩晴子帥・河野重行・.黒岩常祥

軸:単離色素体・ミトコンドリア分裂装置の機能解析

色素体とミトコンドリアはそれぞれシアノバクテリア
とαプロテオバクテリアの祖先が原始真核生物へ細胞内
共生したことによって誕生した。そのため，これらのオ
ルガネラは独自のゲノムを持ち，分裂によってのみ増殖
することが出来る。我々のこれまでの研究から，色素体
とミトコンドリアの分裂は FtsZ，Dyn叩 rin，PD/MDリ
ングなど，複数のタンパク質から構成される色素体・ミ
トコンドリア分裂装置によって行われている事が分かつ
ている。しかしながらミトコンドリア分裂装置に関して
は，その超分子構造や構成タンパク質，特に内側の構成
タンパク質は殆ど明らかになっていない。今回，我々は
新たにミトコンドリア分裂装置を無傷に単離することに
成功した。単離したミトコンドリア分裂装置は色素体分
裂装置と同様に超螺旋(螺旋)状， リング状構造をとる
ことが明らかになり，その構造や動作機構は色素体分裂
装置と極めて共通する機構であることが示唆された。ま
た，単離した分裂装置のディフアレンシヤルプロテオミ
クスによって新規ミトコンドリア分裂装置構成タンパク
質ZEDを同定し，その機能解析を行った。 ZEDはFtsZl
とともに ZED-FtsZlリング複合体構造を形成する他，幾
つかのバクテリア分裂タンパク質の特徴を有しており，
宿主細胞核がミトコンドリアの細胞内共生に伴いこれら
バクテリア分裂タンパク質の機能を統合・転換するため，
ZED遺伝子が創られた可能性が示唆される。
(市東大・院・新領域・先端生命，輔立教大・極限生命情報
研究センター)

B380中山卓郎・石田健一郎:有殻アメーパPaulinella
chromatophoraにおける細胞内共生藻遺伝子の宿主核へ
の転移

Paulinella chromatophoraは細胞内に色素体様の構造を持
つ原生生物である。本種の色素体様構造は，形態的に自由
生活シアノバクテリアに酷似しているのに対し，既知の葉
緑体に共通する特徴も持ち合わせるため，この構造が単な
る共生シアノバクテリアか，葉緑体か， という議論が長年
交わされてきた。近年の分子生物学的研究によって，この
色素体様構造は既知の葉緑体とは全く異なる起源を持つこ
と，そのゲノムは 1Mbp程度まで縮小し，いくつかの必須
遺伝子を欠いていることが明らかとなり，本種は独立に l
次共生を起こしつつある例として注目を集めている。しか
し，宿主細胞に関する分子データは皆無に等しし核への
遺伝子転移の有無も含めて，色素体様構造の葉緑体化に対
する直接的な情報は得られていなかった。
今回我々は新たに確立されたP.chromatophoraの培養株を
用いてEST解析を行い， 3，552リードを得た。解析の結果，
その中にシアノバクテリアの光合成遺伝子psaEに高い相同
性を示す配列を見つけた。 psaEは，ほぽ全ての酸素発生型
光合成生物で保持されるが，本種の色素体様構造のゲノム
はこの遺伝子を欠いている。さらにゲノム上のpsaE配列を
獲得したところ，その配列は真核生物型のイントロンを含
んでおり，核DNAにコードされていることが示唆された。
予測された PsaEの配列にはN末端の輸送配列は認められ
ず，輸送機構を考察するには至らなかったが，今回の結果
は本種の色素体様構造と宿主が遺伝子レベルで統合されて
いることを示す重要なものといえる。
(筑波大・院・生命環境)



B39三津計治 :藻類の“限"は独立に何度も進化した

微細藻類の中は，光受容体で光を感受することにより，

走光性を示すものがある。走光性は，光合成生物にとっ

ては適応的形質である。微細藻類の中でも，緑藻の葉緑

体は藍藻由来で、あり，クリプト藻ならびに渦鞭毛藻の葉

緑体は紅藻由来であるから，光合成能の進化は複数回生

じたと考えられている。これらの光合成能の進化と対比

して，微細藻類での光受容体の分子進化を考えることは，

微細藻類の光合成適応進化を考える上で、重要なヒン ト

となる。本研究では，光受容分子 opsinに関して，総藻

の Ch!amydomonasと凶!vo. .'(， クリプト議の Cryptomonas

とGuillardia，渦鞭毛藻の Pyrocystisならびに近縁種の

Oxyrrhisの計6種の opsin配列を集め， 他の生物の opsln

との分子系統解析を行宇った。その結果， これらの生物の

OpSIllの多くは，光を受けて膜電位を変化させるchann巴l

OpSIllであることがわかった。クリプト藻の opsinは藍藻

のものに近 く，渦鞭毛藻の opslnは藍藻とは異なる原核

生物に由来するこ とがわかった。緑藻の OpSIIlと近い原

核生物の opsinは見つからなかった。これらのことから，

原核生物 opsinの水平伝達による微細藻類の走光性獲得

は複数回生じた と考えられる。光合成の獲得が複数回生

じたことと，微細藻の鞭毛が膜電位に制御されることの

両方が，微細l藻類における走光性の複数回の進化を可能
にしたと推測される。

(理化学研究所 次世代計算科学研究開発プログラム)
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ポスター発表要旨
POI :宮地和幸~吉田壮志 事・野1[1奇久義 - 日本に棲

息する淡水カ メの甲羅に生育するキッ コウ ジュズモの

分類学的研究

亀のl手l羅に緑の毛が付いた亀は蓑亀または緑毛亀と称され，
古来より吉兆の証として珍重されてきた。この蓑亀の蓑とな
るBasic/adia属植物は Ho仔mallll& Tildell (1934)によって，北
米産の亀の甲羅に付着して生育するシオグサ目植物の一周と
して新設された。この属の特徴は，伺旬し，分校する{日j旬校
が組織をつくり，かっそ こから直立校が形成されることにあ
る。この属は最近，羽生田ら (2002)によって，マリモク、、ルー
プに入る ことが示唆された。既に宮地 (2003)は印旗沼水系か
らキッコウジュズモ (Ch.chelonllll1 var. japonica)とB.ramulosa 
の2種を報告した。キッコウジュズモはほとんどミゾジュズ
モ(C.okamurae)と変わらない植物であることも報告した。今
回，大阪府茨木市を流れる大正川に棲息する淡水カメ ;クサ
ガメ，イシガメ， ミシシッピーアカミミ力メの 3 種の甲Ì'~(i:に
生育する Basicladiα属植物の微細椛造を観察し，さらに分子系
統学的解析を行った。系統解析のために，次の材料もくわえ
た。UTEX培養株Basicladiasp. (LB-81 0， LB-811)や CI.koslerae 
(LB-1485)，印燦沼の B.ral1ll.1losaとワニガメの甲f:filに付いてい
たBasicladiasp.，さらに用水路の生育するミゾジュズモ，計7
株である。結論は次の通りである l. Basic/adia属とその近縁
の種は葉緑体の形態によって，種を区別できる可能性がある。
2ミゾジュズモは Basic/adia属とは別属の可能性がある。ま
た，このグループには複数の艇が存在する可能性がある。4ワ
ニガメより採集された Basicladia属植物は LB-810系と も異な
るこ とから，アメ リカ合衆国に生育する Basicladia属植物は少
なくとも 2種生育することが示唆された。5.B. ralllulosaとc
kosleraeとは別種である可能性が示唆された。
(・東邦大 ・理 ・生物 -東大 ・理 ・生物科学)

P020早川 雄一郎・吉川イ1'101哉 ・大城香 ・神谷充伸:三

方五湖に生育するシオグサ属藻類の遺伝的多様性と形

態的可塑性

三方五河内は湖によって塩濃度が大きく異なり，同じ場所

でも ì~Qj の干hilt等によって塩濃度が変動する 。 そのため ， 場
所によって大型部類相が異なっているが，アオサ藻シオグ

サ属藻類は三方五湖全域で生育が確認されている。これま

での研究により， 三方五湖にはワタシオグサ (Cladophora
albida) ，フサシオグサ(c.vagabu月da) およびカモジシオ

グサ(c.g!omerata) が生育し，前二者は遺伝的に分化し

ていることが示唆された。そこで， 三方五湖におけるシオ

グサ属藻類の遺伝的および形態的多様性をより網羅的に把

握するために， 2008年4，7， 10月および 2009年 l月に，
三方五湖の 11地点から 5個体ずつ採集し， rTSI領域の塩
基配列の解析と形態観察を行った。その結果，ワタシオグ

サ，フサシオグサおよびカモジシオグサにおいて遺伝子型
が2種類ずつ見られ，新たにツヤナシシオグサ(c.opaca) 

の生育が示唆された。ワタシオグサとツヤナシシオグサは
細胞の長さと分枝頒度により他極と区別できたが，フサシ

オグサとカモジシオグサは可塑性が高く， 2種間で明確な
形態的差異は見られなかった。また，ワタシオグサとツヤ

ナシシオグサは塩濃度の高い地点で，カモジシオグサは塩

濃度の低い地点でのみ生育が確認された。ブサシオグサは

三方五rNJ全域に広く分布していたが，塩濃度の高い地点と
低い地点では遺伝子型が異なっており，フサシオグサは遺
伝的のみならず生理的にも分化している可能性が示唆され

た。
(福井県立大 ・生物資源)
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P03北山太樹:三叉分校する匪芽枝をもっツクパネク
ロガシラ(褐藻綱)について

ツクパネクロガシラ Sphacelariayamadaeは，Segawa(1941) 
が主に伊豆地方(須崎，神子元島，三宅島)産の藻体に基づ
いて記載したホンダワラ類着生性褐寵で，日本(本州，四
国，九州)と韓国から採集記録がある (L田&Kang 1986，吉
田1998)。本種は，クロガシラ属Sphacelariaによくみられ
る，匪芽枝propagulesと呼ばれる無性生殖器官が特徴的で，
とくに二叉分枝して生じる 2本の腕枝の基部に明瞭なくびれ
を有することで他種と区別されてきた。原記載を含め，これ
までの報告を見る限り，三叉分枝を行う臨芽枝は知られてい
ない。分子系統解析を行った Keumet al. (2005)も，本種が
二叉分枝のみを行う種のひとつに遺伝的に近縁であることを
示している。ところが， 2005年6月にタイプ産地である須崎
嵐留で採取されたヤツマタモク Sargassumpatensに着生する
藻体を観察したところ，長さ 104--170μmで腕枝の基部に顕
著なくびれのある，本種にのみ知られる形状の匪芽枝をもち
ながら，二叉分枝だけでなく三叉分枝のものが混在してみら
れた。直立枝の直径は47-90μmとやや太いもののその他の
点では本種に同定できる。 Kitayama(1994)は，クロガシラ
属に旺芽枝が二叉分枝だけを行う複数の種と，二叉分枝と三
叉分枝の両方を行う種とがあることを培養実験で示したが，
本種の匪芽枝の分枝様式については，伊豆産の株を得られな
いまま新潟県佐渡産と兵庫県香住産の藻体を培養した結果か
ら， Segawa(1941)の原記載通り二叉分枝のみを行うとした。
しかし，今回の藻体に三叉分枝がみられたことから，本種の
概念を再検討するか，もしくは日本海産の藻体の帰属先を見
直す必要があると考える。
(国立科博)

開50鈴木平吉・前田高志・細矢玲奈・貞松大樹・能
登谷正浩・藤田大介:神奈川県江ノ島(基準産地)に
おけるコトジツノマタの季節的消長

紅藻コトジツノマタ(スギノリ目，ツノマタ属)は，
本州中部太平洋沿岸で地域特産海藻として利用されてい
るが，生態学的な知見は乏しい。演者らは， 2007年 12

月'"2009年3月に毎月 l回，大潮の干潮時に，本種の
基準産地である神奈川県藤沢市江ノ島で，四分胞子体株，
雌性配偶体株，雄性配偶体株をそれぞれ2株ずつ採集し，
株内のすべての直立体について成熟の有無を観察し，季
節的消長を調べた。コトジツノマタは，外海に面し，波
浪の影響を大きく受ける岩礁域の潮間帯に同属のイボツ
ノマタとともに分布しており 後者に比べてやや下位
に多く群生していた。 1株あたりの盤状部の直径は最大
で約5cm， 1株あたりの直立体の本数と湿重量は，四分
胞子体株で53'"246本 (16.4'" 94.1 g)，雌性配偶体株
で47'"271本 (22.8'" 174.1 g)，雄性配偶体株で66'" 
272本 (45.7'" 129.8 g)，最大葉長は，四分胞子体株で
23.9 cm，雌性配偶体株で22.7cm，雄性配偶体で31.7cm
であり，いずれにおいても季節による変化は認められな
かった。四分胞子体株，雌性配偶体株，雄性配偶体株の
いずれにおいても， 1年を通じて成熟した直立体が認め
られた。四分胞子体株では 8'" 12月に約30%，雌性配
偶体株では 6"'8月に約30%の直立体が成熟しており，
各々の成熟盛期と考えられたが，雄性配偶体株では特に
盛期は認められず，いずれにおいても周年50%以上の
直立体が未成熟であった。
(東京海洋大学・応用藻類)

P040青山弘・孫日斌・田中次郎:アミジグサ科シマ

オオギ連三種における仮根形態について

褐藻アミジグサ科のシマオオギ連三種，ハイオオギ
μbophora variegata，シマオオギZonariadiesingiana，フ
タエオオギDistromiumdecumbensは，世界の海に広く分

布し岩上に伺旬して生育することが知られている。その

中でも熱帯域で生育するハイオオギは，サンゴ骨格に付

着し弱体化させるという報告もある。今回はこれらシマ

オオギ連三種の仮根に着目し，その付着形態の比較を行っ

た。

三種の仮根発出部位は，ハイオオギは規則性なく葉状

体の腹面全体であり，シマオオギは腹面背面両方の下部

と辺縁部に，フタエオオギは腹面の中央部や下部に集中

する。またハイオオギの仮根には他二種にはない数珠状

仮根が観察される。この数珠状仮根は，特に砕けたサン

ゴ骨格上に生育しているものに多く，この形態は基質に

特異的に形成されることが示唆される。

これら三種の仮根先端部には，ハプテラ細胞が観察さ

れた。シマオオギでは ハプテラ細胞の数は少なくその

ほとんどは二次葉状体の下部で，フタエオオギは下部で

のみ観察された。これに対しハイオオギは，発出場所に

関係なくほとんどの仮根で観察された。ハプテラ細脂の

形態は，シマオオギ，フタエオオギともそのほとんどが

ロゼット状であり，ハイオオギの仮根はロゼ、ツト状と二

叉状の二形態が観察された。このことは，ハイオオギが

他二種と付着基質が異なる理由のーっと考えられる。

(海洋大・院・藻類)

間6山岸幸正'・。垣本健吾軸.谷也尭俊~真鍋克志'・
三輪泰彦・:広島県因島における浮遊アオサの種組成
と季節的消長

日本各地でグリーンタイドを形成する緑藻アオサ属
Ulvaの分類は，近年分子系統解析により解明が進んでい

る。瀬戸内海では，広島湾からアナアオサ，リボンアオサ，

アオサリカの3種のグリーンタイド形成種が報告されて
いるが，その他の海域ではまだ明らかではない。本研究

では，浮遊アオサが多くみられる広島県東部の因島大浜

町小浜海岸において， 2008年6月から毎月バイオマスを

調査するとともに，採集藻体の形態観察および分子系統

解析を行Ii}種組成を調べた。

調査地の潮間帯に陸から海へ向けて 50mラインを 3本
設置し，各ラインに 1x 1 m枠定点を 7つ設定し，浮遊ア

オサの湿重量を測定した。バイオマスは調査期間中6月

が最も高く(平均1.555glm2) ，その後減少し， 11月， 12 
月は浮遊アオサがほとんど消失した。本調査地から採集

した 31サンプルの rbcL解析の結果，鋸歯を持たない浮

遊アオサの塩基配列はデータベースのアナアオサと一致

し，鋸歯を持つ浮遊アオサの配列は(1)リボンアオサと

一致， (2)ミナミアオサと一致， (3)アオサリカおよび U.
scandinavicaと一致， (4)アミアオサと l塩基違いの4型

が認められた。鋸歯を持つ (3)のサンプルの町S配列は

データベースの U.scandinavicaおよびアオサリカと 2ま

たは3塩基異なっており，分類群の特定にはさらに検討
が必要である。
(事福山大・生命工，輔福山大・院・工)



問70羽賀秀樹~鈴木雅犬神・島袋寛盛榊・芹津(松山)

和世間.芹津如比古叩:千葉県銚子半島の海藻類に
おけるいくつかの新知見

千葉県銚子半島は寒流・親潮の影響を直接受ける海岸
としては本州最南端部に位置し，その海藻相は温帯性海
藻に混じってマツモ，ウルシグサなど寒流系海藻が見ら
れること，漂着海藻が多いことなどで特徴づけられる。
演者らは 2001年3月から 2009年 1月まで銚子半島沿岸

各地で海藻類の採集を行い，特に 2008年3月から 2009
年1月まではほぼ毎月 3地点(外川，犬吠埼，君ケ浜)
で着生海藻と打ち上げ海藻の目視確認と採集を行った。
その結果， 1) これまでに緑藻21種，褐藻35種(打ち上
げ1種を含む)，紅藻 103種(打ち上げ7種を含む)の計
159種を確認した。 2)そのうち，ウスイロジュズモ，ナ

ヨシオグサ，ウスカワフクロノリ，カゴメノリ，カヤモ
ドキ，ウスカヤモ，スナビキモク，オニハスイシモ，ウ
ツロムカデ，マツノリ，スジイバラノリ，カズノイバラ，
オオマタオキツノリ，シラモ，ツルシラモ，ヤレウスパ
ノリの 16種は銚子半島における新産種であった。 3)カ
ゴメノリの銚子半島における分布は本州太平洋沿岸では
北限となった。 4)スジイバラノリの出現は本州太平洋沿
岸では初報告であった。 5)漂着したフシスジモクの生殖
器床はこれまでに報告されたものよりも大きし分枝す
るものや生殖器床からさらに気胞を生じる zygocarpicな
特徴がみられた。

(・千葉大・海洋バイオ・銚子，輔NationalTaiwan Ocean 
Unive路ity，闘千葉大・院・理，田山梨県環境研，一山梨大・

教育)

P09金井塚恭裕:東京都新宿区立おとめ山公園湧水で
観察されたニホンカワモヅクについて(続報)

東京都新宿区立おとめ山公園は，都心にあり周辺は住

宅やマンションなどが多く建ち並び，空き地などはほと

んど見られない場所にある。公園内には湧水が流れ，小

川や小さな池をつくっている。演者らは， 2003年3月

にこの公圏内の小川や池で東京23区内ではほとんど確

認されていない稀少種であるカワモヅクの一種が自生し

ていることを発見した。その後，このカワモヅクは熊野

茂先生によって，ニホンカワモヅクであることが同定さ
れた。

演者は，発見してから年開通して，この藻の生態を観

察し， 2006年3月の本学会で報告した。その後も観察

を続けて行い記録している。毎年冬期から春先にかけて，

配偶体が見られるので，配偶体の出現と消失の時期及び

配偶体上に見られる受精毛，精子，果胞子体などの出現

時期を観察して記録した。前回の報告と比較して，その

後のようすについて述べると，大変残念なことに，配偶

体の出現が激減してしまった。水質調査の結果からの検

討もふまえ，この藻がこれからもここで自生していける

か大いに危倶される状況であり，前回の報告より危機的

であると考える。

(東京都新宿区立落合中学校)
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問80岸本和雄掌・藤田喜久軸.香村員徳出:八重山諸

島で初めて発見された波照間島のチスジノリ属藻類に
ついて

チスジノリ属は，チスジノリ目チスジノリ科に属す

る淡水産の紅藻類で，日本では，チスジノリ (Thorea
okadae)，フトチスジノリ (T.hispida)，シマチスジノリ(主
gaudichaudii )が報告されている。沖縄県では，今帰仁

村，宜野座村及び八重瀬町の沸水井戸からシマチスジノ

リが報告されており，近年，宮古島からその変種と思わ

れるものの生育が確認されている。那覇市首里識名園の

ものは国指定の天然記念物に，今帰仁村天底のものは県

指定の天然記念物に指定されており，環境省及び沖縄県

のレッドリストでは絶滅危倶I類に分類されるなど，そ

の寄続が危ぶまれる希少な藻類である。

今回，新たにチスジノリ属藻類が確認された場所は，

日本最南端に位置する沖縄県波照間島にある竹富町指定

史跡の「囲い込み井戸」で，水深50センチ程度，底質

は砂と小型の石であり，壁面には琉球石灰岩が敷き詰め

られていた。チスジノリ属藻類は，この井戸の水面直下

から底までの壁一面に繁茂しており，藻体は長さ 20セ

ンチほどであった。藻体は暗紫色を呈し，ひも状で粗に

枝分かれし，全体的にゆるく絡み合っていた。現在，竹

富町教育委員会に許可を申請し，調査を継続中である。

「沖縄水海研セ石垣支所，"琉球大学教育セ，榊沖縄県

環境科学セ)

PlO藤田喜久:宮古島の湧水に生育するミヤコチスジ
ノリの危機的状況と早急な保全の必要性

ミヤコチスジノリは，チスジノリ科チスジノリ属に属

する淡水産の紅藻類で，宮古島の唯一カ所の湧水(野城泉)

にのみ生育している。本種は，沖縄島および宮城島に生

育するシマチスジノリの変種と考えられている。本種に

近縁なシマチスジノリは，環境省及び沖縄県のレッドリ

ストでは絶滅危倶I類に該当し，生育地の一部は国および

県指定の天然記念物となっている希少藻類である。

演者は， 2003年から宮古島の湧水に生息する十脚甲殻

類の研究目的でほぼ毎月宮古島を訪れており，その機会

を利用してミヤコチスジノリの生育状況を観察していた。

観察開始当初，本種は湧水全体に分布していたが，年々

生育面積は減少し，大型の藻体が著しく減少した。 2007

年 10月には最長で約 lcmの藻体しか観察できなくなり，

その後は 5mm以上に伸長した藻体を観察することができ

なくなった。そして， 2009年 I月現在， 1 mm程度の藻体

すら探す事も困難な状況にある。観察期間中の湧水環境
の変化としては，湧水量の減少(水位の低下)，土砂の堆積，

光量の減少(樹木の繁茂による)，藍藻の繁茂(水質との

関係?)が挙げられ，いずれもミヤコチスジノリの減少

に影響を及ぼしうるものと考えられた。

以上のように， ミヤコチスジノリの生育状況が危機的

であることは明らかであり，本学会員の協力を得て，早

急に保護・保全に取り組む必要があると考えられる。
(琉球大学大学教育センター)
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Pll 0田井野清也*.田中幸記帥・原口展子制.平岡雅

規由:高知県中西部海域における藻場の分布状況

高知県沿岸域の藻場分布状況は 1997年に調査されて以

来把握されていないことから，現在の分布状況と生育種の
変化を把握することを目的とした。本報告では高知県中西

部海域において実施した調査結果を報告する。
調査海域において生育が確認されたホンダワラ属海藻
は，キレノすモク，ツクシモク，マジリモク，アッパモク，

コプクロモク，フタエモク，ヒジキ，イソモク，フタエヒ
イラギモク，シマウラモク，シロコモク，ノコギリモク，
トゲモク，タマハハキモク，タマナシモク，ヒラネジモク，

ヤツマタモク，マメタワラ，ウスノfモク，ウミトラノオ，

ヨレモクモドキ，エンドウモクの 22種類であった。コン
ブ目海藻では，ワカメ，ヒロメ，カジメ，アントクメの4
種類が確認された。これらの中では，キレパモク，マジリ
モク，シロコモクは 1997年の調査では確認されていない

種である。

カジメ場は黒潮町から四万卜市にかけて約 123haを確
認した。ガラモ場は各所に見られたが，海域により生育種

が異なった。 1970年代に行われた調査では， トゲモク，
マメタワラ，タマナシモク，ヒラネジモク，ヨレモクモド

キが主要種であったが，今世紀に入り，各地で亜熱帯性ホ
ンダワラ類のトサカモク，キレパモク，マジリモクの生育

が確認されている。このように，近年の高知県沿岸域では

従来繁茂していた温帯性種から亜熱帯性種へと植生が変化

しつつある様子がうかがわれた。
(‘高知水試，縛財)黒潮生物研究所，高知大・院・黒潮圏，
榊高知大・院・黒潮匿し開高知大・総研セ)

P13藤田大介ω棲井克聡~平野央軸:山形県内8(漁)
港における藻場の分布概況

山形県には計 18の漁港・港湾があり，港内の静穏域に
は種々の藻場が形成されている。このような静穏域の藻

場は，海況の厳しい冬季にも活動できる磯根漁場，アワ
ビ放流漁場，海藻養殖場などとしての利用が期待される

が，海藻の分布や種組成に関する知見がない。演者らは，
2008年6月(繁茂期)に県内の主要8漁港・港湾に生育

する海藻の分布概況と種組成を調べたほか，小波渡漁港

では 2008年8月'""2009年 1月にも斜路で枠取り調査を
行って季節変化を調べた。 8(漁)港のうち，鳥海山の
麓にあって港内に湧水が認められた女鹿漁港はアオサ場

で，他の(漁)港は岸壁，斜路，海底ともにホンダワラ

類または小型海藻で構成され，加茂，由良，小波渡，小
岩川，鼠ヶ関の 5港の砂泥底ではアマモ場も確認された。

これまでに，女鹿漁港で5種，加茂港で28種，由良漁港
で6種，小波渡漁港で 67種，温福漁港で 13種，小岩川
漁港で6種，早田漁港で6種，鼠ヶ関港で23種の海藻が
同定され，中にはアカモク，ツルモ，モズク類，マクサ，

オゴノリ類など，日本海各地で利用される有用種も含ま
れた。鼠ヶ関港では岸壁の一部にツルアラメ群落，小波
渡漁港では港内の天然岩にナラサモが確認されるなど特
徴的な植生が認められ，各漁港間で求めた Jaccardの群集
係数は高い場合でも 30%未満であった。小波渡漁港の斜
路における季節別の枠取り調査では， 6月に 27種， 8月
に22種， 10月に 23種， 1月に 27種が採集でき，現存量
は6'""8月に高かっ。
(*東京海洋大学・応用藻類，林山形県水産試験場)

P120秋野秀樹・秦安史・武藤卓志:北海道日本海沿
岸の磯焼け海域におけるホソメコンブ群落の成立条件
と造成について

北海道日本海沿岸では磯焼けが継続し，高密度のキタムラ
サキウニがホソメコンブ群落の再生を妨げている。ウニの摂
餌行動は流速の増加に伴い抑制されるため，外海に面した潮

下帯上部にはホソメコンブ群落が点在している。点在する群
落は周辺へ遊走子を供給していると考えられるが，磯焼けの
ため群落は極めて少なくなっており，遊走子の供給が不十分
なために群落形成できない空白地の存在が予測される。この

状況では母藻投入が有効な藻場造成手段の一つだが，必要量
や有効範囲は不明でーある。周辺から遊走子の供給がある範囲
では投入の必要性は低いと考えられるうえ，過度の母藻採取

は供給元の群落の再生産に影響を与える可能性もあり，必要
な母藻量や遊走子の到達範囲を検討する必要がある。
本研究では，ウニの摂餌圧が低い潮下帯上部での藻場造成

を目的に，現存しているホソメコンブ群落の成立要因や周辺
への遊走子の拡散状況を検討した。また，基質面造成と母藻
投入による藻場造成試験を行った。

ホソメコンブ群落の分布調査を行ったところ，冬の卓越風
向である西に面し，谷状で波高が増幅される地形になってい
る場所に主に分布していた。群落の分布範囲の季節変動は見
られなかった。遊走子密度は群落からの距離の増加につれて

急減し，拡散範囲は狭いことが推測された。基質造成試験で

は既存の群落に近い造成地において，母藻投入を行わなくて
もホソメコンブを発生させることができた。磯焼け海域の藻

場造成では，場所の選択が最も重要と考えられた。
(北海道原子力環境センター)

P14藤田大介・ 0横田淳:千葉県館山市坂田地先のヒ
ジキに対するアイゴの食害

千葉県館山市沿岸の坂田や沖ノ島では少なくとも 2007

年頃から摂食痕を伴うヒジキの生育不良が認められている
が，詳細は明らかになっていない。そこで，演者らは 2008

年7'""12月に，館山市坂田の東京海洋大学水圏科学フィー
ルド教育研究センタ一地先のヒジキ群落で摂食痕の確認を
行い，被食藻体の分布の推移を調べたほか，原因魚種の特

定を試みた。摂食痕は7月には全く認められなかったが，
8月には露出した岩礁域で認められるようになり， 10月以

降，遮蔽域側も含め調査区域(約250m2)全体に広がった。
摂食痕は大半が枝の先端で認められた。調査区域内のヒジ

キ密生域で枠取り調査(方形枠:25 x 25 cm， 3枠)を実施
した結果， 10月には 50%以上の藻体に被食藻体が確認さ

れた。この間， 8月から 10月にかけてアイゴ幼魚が確認さ
れ， 10月には盛んにヒジキを摂食していた。ヒジキ群落周
辺で観察された植食性魚類のうちアイゴ以外にヒジキの摂
食が確認されたのはメジナのみであった。 IO月に調査区域

で捕獲したアイゴ幼魚5個体(全長 10'"" 12 cm)の消化管
内容物を調べた結果， 3個体でヒジキ片を確認することが
できた。調査区域内では 11月以降も被食藻体が認められ，
場所によっては枠取りしたヒジキの 80%以上を占めてい
た。しかし， 11月以降に採集したヒジキでは新しい摂食痕

は減り，破砕面が変形したり微小藻類が着生したりした古
い摂食痕が多くなった。以上の観察から，当地先のヒジキ
の食害はアイゴが来遊する 8月から 10月にかけて集中し
て発生すると考えられた。
(東京海洋大学応用藻類)



P15 c山田蘭・岩崎朔平・完山暢・能登谷正浩・藤田

大介:千葉県沖ノ島地先の磯焼け状パッチ内で回復さ
せた藻場における磯焼けの再進行

千葉県沖ノ島地先にはアラメ，クロメ，ホンダワラ類
等で構成される藻場が広がっているが，ガンガゼが優占
する磯焼け状ノ号ッチが点在している。このうち最大の磯
焼け状パッチの一区画 (25m2) で2005年 12月から毎月
ウニ除去を継続した結果， 2ヶ月後からアラメ場が形成さ
れたが，同一パッチ内の対照区 (25m2)では磯焼け状態
が維持された(完山ら，第31回大会)。本研究では，こ
の回復藻場区で磯焼けが再進行するか否かを調べる目的
で区内を 2等分し，対照区と離れた区画 (12.5m2) でウ
ニ除去を継続し，残りのウニ除去中断区 (12.5m2)，先の
対照区 (25m2) とともに海藻植生の推移を観察した。海
藻被度(定点コドラートの写真撮影による)は，回復藻
場区内では両区画とも 2008年8月まで60%程度で推移
し，アラメ場が維持されたが， 9月以降，ウニ除去中断
区で著しく減少し，対照区では期間を通じて低水準で推
移した。ウニ除去中断区のガンガゼ密度は最大4.4個1m2
で，対照区の 9.8個1m2と比べ低かった。この間，2008 
年3"'4月には回復藻場区の両区画で全長5mを越すア
カモクの林冠が出現しアラメが下層林となったが，アカ
モク消失後は再びアラメが林冠となった。回復藻場区で
は，ウニ除去中断後もウニの侵入が抑えられ，少なくと
もI年半はアラメ場が維持された。 2008年5'" 11月に調
べた回復藻場区と対照区の出現海藻はそれぞれ40種と 28
種で，回復藻場区の種多様性が大きかった。
(東京海洋大学・応用藻類)

P17二緒方部雄・・鶴田幸成韓.川口栄男軸:博多湾能

古島における海草アマモの生態

アマモZosteramarina L.が構成するアマモ場は，内湾
の重要な生態系であるが，沿岸環境の悪化により各地で

減少傾向にある。沿岸環境保全策の 1つとしてアマモ場

の維持・再生が重要視されている。そこで本研究では，

博多湾のアマモ場に関する生態的知見を集積し，その維

持・再生に貢献することを目的とした。
能古島南部のアマモ場にて 2007年6月から 2008年 12
月まで以下の調査を行った:1)毎月 l回， 10個の小群

落内から l直立枝を採取し，その長さと湿重量を測定し
た。 2)群落内での開花，種子形成の有無を調べた。 3)
2008年4月に群落内に 5mx5mの方形枠を 4個設置し，

各枠内の全直立枝を計数した。 4)4月に設置した方形枠

のI個を固定し， 2008年9月と 11月に枠内の全直立枝

を計数した。
直立枝長は， 2007年6月に最大でその後減少し， 10

月に最小となった。 11月から再び伸長し，翌年6月に最
大となった。湿重量もほぼ同様に変動した。成熟につい
ては， 2007年では 6月初旬に開花が見られ， 6月末"'7

月初旬に種子が形成された。 2008年では4月初旬"'5月

に開花し， 5月末"'7月初旬に種子が形成され，花枝の
出現率は 12.7%であった。直立枝の生育密度は 2008年
4月で85.2本1m2，9月で45.2本1m2，11月で27.6本1m2

であった。
(*九大・院・生資環，輔九大・院・農)
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P16 '坂西芳彦・.岸道郎輔・小松輝久榊.鈴木款問:

沖合への炭素のフラックスとしてのアマモ草体移送量
定量化の試み

するが，ほとんど蓄積しないと考えられている。しか
し枯死・脱落した体は沖合の海底などへ移送され，短時
間での分解を免れる長期サイクルに入ることも知られて
いる。
本研究では，厚岸湖を含む厚岸湾をモデル海域とした
寒海域藻場の炭素循環解明の一環として，アマモ (Zostera
marina)群落から沖合へ移送される草体の量を明らかに

するため，小型船舶による野外調査を行った。厚岸湖口
において一定時間内に流出・流入するアマモ草体をネッ
トで捕集，定量し，厚岸湖から厚岸湾へ移送されるアマ
モの量を試算した。
様々な潮まわりの日に行った野外調査結果をもとに，
アマモ草体として厚岸湖から厚岸湾に移送される炭素量
を推定したところ，干満差の大きな潮まわりの日では大
きな値を示したのに対し，干満差の小さな潮まわりの日
では草体としての炭素は殆ど移送されないことがわかっ
た。以上の結果から，厚岸湖内でアマモの光合成により
固定された炭素のうち，一定量の炭素が枯死・脱落した
アマモ草体として厚岸湖から厚岸湾へ移送され，その移
送量は潮汐の影響を強く受けることが明らかになった。
今後，本研究を含め野外調査で得られたデータを使った
藻場生態系の炭素循環モデルでの数値実験により，寒海
域の藻場が沿岸の炭素収支に果たす役割を明らかにする

予定である。
(*北水研，"北大院水，相東大海洋研，問静岡大院)

P18し細矢玲奈'・上野一彦軸・山田耕一円山田蘭・.

藤田大介事:異なる環境に設置した「員殻プロック」

への海藻の着生

二酸化炭素の固定も兼ねた藻場造成用プロックとして，
カキ殻を骨材としたセメント固化体(貝殻プロック)が開
発されている。本研究では，表面形状(フラットタイプ2
種，凹凸タイプ2種)の異なる貝殻プロック 4基を 1セッ
トとし，大型セット (30x 30 x 10 cm)を宮城県寄磯漁港，
青森県小湊漁港・清水川漁港，千葉県沖ノ島の各地先，小
型セット (10x 10 x 10 cm)を富山県氷見薮田，静岡県内
浦平沢および千葉県沖ノ島の各地先(水深2'"5 m)の海
底に設置した。小湊漁港・清水川漁港 (2006年 11月設置)
ではアカモク，宮城県寄磯漁港 (2006年8月設置)ではマ
コンブが生え，いずれも凹凸タイプの凸部に着生した。富
山県氷見薮田2ヵ所 (2007年7月設置)のうち，テングサ
場では，表面形状にかかわらずマクサ等の紅藻が繁茂した
が，テングサ衰退域ではいずれも小型員類による食害を受
け，無節サンゴモや伺旬枝状のマクサのみが確認された。
静岡県内浦平沢の磯焼け域 (2007年7月設置)では，アオ
サなどが入植してもガンガゼの食害により消失し，プロッ
ク側面に露出するカキ殻にもガンガゼ食痕が確認された。
千葉県沖ノ島沖 (2007年4"'8月設置)のうち，岩棚では
ガンガゼの食害が顕著で無節サンゴモが優占したが，岩棚
や砂泥域の一部のプロックをカゴで覆ったところアカモク
やミリンが生長した。貝殻ブロックは海藻の着生基質とし
て有効であるが，設置個所によっては食害防除が必要であ

る。
(・東京海洋大学・応用藻類，"五洋建設(株)) 
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P190曽田莱和香・大谷修司:松江市円木池における

車軸藻類の生態学的研究

松江市円木池において車軸藻類の種組成及び生育環境

について，2008年 4"-'12月に月 l回の調査を実施した。

車軸藻類の採集は目視及び錨型採集器を用いて行い，環

境要因として，栄養塩分析のための採水，水温， pH，電

気伝導度，水色，透視度，透明度，水中照度，目視によ

る水草の繁茂状況について調査した。

本調査地ではNitella属の 4種，N.flexilis var.flexilis， N. 
flexilis v低 longifolia，N. rigida， N. megacarpa及びChara
brauniiが確認された。ここでは，水深 1mを超える定

点にて水中照度と関連して季節的消長が見られた，N. 
flexilis var. flexilis及びN.flexilis var. long仲liaについて報

告する。

5月，透視度と透明度が 1mを超え水色は 15を示し，

池底の照度が418"-' 25.5μmol/m弘であった時，緑色の

藻体が採集できた。その後，水草の繁茂による池底の照

度の低下 (22"-' 6μmol/m2/s)に伴い藻体は活力が低下し

部分的に褐色を呈した。 8月，透視度と透明度が低下し

水色が 16"-'19の範囲を示し池底の照度が0.43"-' 0.02 

μmol/m2/sとなった時，藻体は断片化し褐色化した。 9，10

月も水草の分解からと考えられる透明度の低下から水中

照度は低く経過し，両種は消失した。懸濁物が減少した

11， 12月は池底の照度は 55"-' 2μmol/m2/sと上昇してい

たが，両種は出現しなかった。

(島根大・教育)

P21 0前田高志*.大貫剛生牟・川越大枠.林裕一時.

能登谷正浩・:島根県隠岐島前のツルアラメ Ecklonia
stolonifera 2型の光合成特性

隠岐沿岸に生育するツルアラメ Eckloniastolonifera 
Okamuraには，形態的に異なる数系統が報告されている。今
回，保々見産のクロメに類似する小型藻体と菱浦産の側葉の
ない大型藻体の 2型について 6月と 9月に l齢と 3齢藻体を
用いて光合成特性を比較した。
両産地および l齢， 3齢藻体は， 6月まで旺盛に生長し，
その後末枯れによって 12月まで次第に葉長が減少するが，
特に菱浦産では急激な減少傾向が認められ， 9月には葉状部
の大部分が流出し， 6月時点の葉長の約30%となった。
乾重量当たりのクロロフィルα含量は，両産地藻体ともに
l齢個体では6月より 9月の方が高い値を示したが， 3齢個
体では9月の方が低い値であった。葉面積当たりの光合成量
では，菱浦産藻体の6月の最大光合成量は保々見産に比べて
高く，その差 l齢で顕著に認められた。菱浦産藻体は光補償
点が低く，初期勾配が高かった。末枯れ期の 9月の藻体では，
両産地藻体とも最大光合成量には大きな差異はなかった。光
補償点は両産地藻体とも差異はなかったが，初期勾配は保々
見産藻体が高かった。また，光合成量は両産地の藻体ともい
ずれの時期でも 3齢藻体が 1齢藻体より高かった。以上の結
果から，光合成量が6月に保々見産藻体より菱浦産藻体が著
しく高かったことは，この藻体は前者に比べ大型に生長する
ことをよく反映しており，また 9月に著しく低い値となった
ことは，両藻体とも末枯れ期であることとよく一致し，保々
見産藻体より菱浦産藻体の低下が顕著でドあったのは，菱浦産
藻体の方が早期に末枯れすることを裏付けるものと推察され
た。
(*東京海洋大学応用藻類学，紳株式会社ファンケル，崩阿部
株式会社)

P200坂山英俊・伊藤元己:シヤジクモ類における

LEAFY遺伝子ホモログの単離

LEAFY遺伝子は被子植物のシロイヌナズナでは花の

形態形成にかかわる MADSボックス遺伝子の発現を誘

導する転写因子である。最近の多くの生物における大規

模ゲノム解析の結果では，本遺伝子は陸上植物のみから

しか報告されていなし泊。一方，本遺伝子は陸上植物の中

でもっとも基部に位置するコケ植物のヒメツリガネゴケ

において，受精卵の第一分裂に端を発する 2倍体の細胞
分裂全般を制御する因子であることが明らかになってい

る。したがってこの因子がどのように進化してきたのか

を明らかにすることは， 2倍体における多細胞体制進化
を解明するうえで重要となると予想される。

本研究では LEAFY遺伝子の起源と進化を明らかじす

るために，陸上植物の姉妹群であり 2倍体が多細胞に
ならないシヤジクモ類から本遺伝子の単離を試みた。

これまでにシヤジクモ類から本遺伝子ホモログを Iつ
(CbLFYl)単離することに成功した。また本遺伝子の活

性に重要な DNA結合ドメインのアミノ酸配列をシヤジ

クモ類と陸上植物との聞で比較した結果，活性に重要な

アミノ酸置換がシヤジクモ (CbLFYl) とヒメツリガネ

ゴケ (PpLFYl，PpLFY2)の配列のみに共通してみられ
た。演者らは現在，この他のコケ植物における 2倍体形
成関連遺伝子にも着目してこれらの遺伝子の祖先的性質

を，シヤジクモ類をモデルに用いて解析する進化発生学

的研究基盤づくりを進めている。

(東大・院・総合文化)

P220林裕一~大貫剛生 h 能登谷正浩帥:島根県隠

岐諸中ノ島別府湾の大型ツルアラメ 2形の比較

別府湾の菱浦沿岸に生育するツルアラメには，通常の

藻体に比べ大型で側葉を持たない藻体(菱浦 1) と中央葉

がそれとほぼ同形同大であるが側葉を持つ藻体(菱浦2)

とがある。それぞれの種苗を作り， 2005年 12月に保々見

地先で養成し， 3か月毎にそれぞれの大型藻体上位 10個

体の各部を測定し，形態を比較した。その結果，菱浦 l

と2の養成藻体は，いずれも翌年6月には，それぞれ全

長 84.0cm， 68.8 cmとなり，菱浦2には側葉が形成され

た。 6月以降はいずれも末枯れして 12月には最小となり，

そ以後再生して 18か月後の 2007年 6月には菱浦 1と2

は，それぞれ全長 107.2cm， 95.3 cm，中央葉(長さ×幅)

87.5 x 31.0 cm， 75.2 x 34.0 cm，中央葉の長さと幅の比2.8，

2.2となった。菱浦 1は側葉を形成しなかったが，菱浦2

は7.8cmの最大側葉を形成した。 2007年 6月採取の天然

藻体 (3齢)菱浦 lと2の各部の大きさは，それぞれ全長
112.4 cm， 109.1 cm，中央葉(長さ×幅)80.7 x 30.2 cm， 

80.1 x 36.1 cm，中央葉の長さと幅の比2.7，2.2で，菱浦2

には長さ 10.6cmの側葉があった。これら天然藻体と養成

18か月後の藻体各部を比較した結果，養成藻体では全長

*，中央葉の幅ぺ中央葉の長さと幅の比**で，天然藻体

では中央葉幅料，中央葉の長さと幅の比*で，菱浦!と

2に有意な差が認められた (Turkey-test，*: p < 0.05，料:p
く0.01)。
( *阿部株式会社，林東京海洋大応用藻類)



P230林裕一~大貫剛生韓・能登谷正浩軸:ツルアラ

メ3型の配偶体および幼胞子体の生育に及ぼす温度の
影響

島根県隠岐諸島中ノ島沿岸から得られた葉形の異なる

ツルアラメ 3型を用いて，配偶体の成熟や幼胞子体の生
長，葉形におよぽす温度の影響を比較した。 2008年 11
月25日に保々見から側葉が発達しクロメ類似の藻体と，
菱浦からは大型で側葉のない藻体と側葉を持つ藻体の
3型のツルアラメ成熟藻体から遊走子を得て，温度 10，

15， 20， 25， 30oC，光量60μmolm-2 S-I， 日長 12L:12D

の条件下でPESIを用いてそれぞれ培養した。その結果，

保々見産藻体の配偶体は1O-250Cで成熟し，胞子体は 15
oCで最も早く，培養 11日目に認められ，次いで培養 19

日目にlOoC，20oC， 250Cでそれぞれ確認された。しかし，
菱浦産の2型配偶体はいずれも 10・200Cで培養 11日目
に卵形成が認められ，幼胞子体への発達は側葉を形成し

ない型では，培養 11日目に 150Cと200Cで，次いで 19

日目にlOoCで認められた。側葉を形成する型の胞子体
形成は培養 15日目に 10ー200Cで認められた。両型の配
偶体ともに 300Cでは培養9日目には枯死した。胞子体

は3型共に 150Cと200Cで大きく成長し， 250Cでは保々
見産藻体のみがわずかに生長した。培養27日目の培養

藻体の卵成熟率や幼胞子体の大きさを比較すると， 3型
はそれぞれ温度に対する反応が明らかに異なることが

判った。
(傘岡部株式会社，軸東京海洋大学応用藻類)

P250伊藤知子事.倉島彰樟・青木優和・:人工基盤上

カジメ群落の A且 Pによる遺伝構造解析

コンブ目褐藻類のカジメは伊豆半島沿岸で海中林の主
要構成種となっている。カジメ海中林の造成や保全にあ
たって，群落の遺伝構造や海藻の胞子分散能を知ること
は重要である。しかし，これまでコンプ目大型褐藻類に
関して，そのような研究例はほとんどない。本研究では，
個体識別や実験操作が容易であることから，静岡県下岡
市大浦湾の水深 10mに設置されたコンクリート基盤上
の群落を対象として遺伝構造の解析を試みた。この海底
基盤上の人工移植カジメは 2001-2003年に同じ湾内から
l基盤に 5個体ずつ移植された 60個体がもとになってい
る。その後自然加入した個体も含めた人工基盤上の全個
体については，毎月履歴と生長が記録されている。この
人工群落において 2006年8月30日に全78個体から葉片
採集を行い， AFLPによる DNA多型解析から個体聞のバ
ンド共有率を求めた。 AFLPのプライマーにはEcoRI側に
TG， MseI側に ATCを付加したものを用いた。また，親
子のバンド共有率を求めるために培養実験を行った。湾
内で採集した 2個体のカジメから得た遊走子を交配させ，
カジメの幼胞子体を得た。この幼体と親2個体のバンド
共有率を求め，人工群落上個体聞のバンド共有率を評価
する際の尺度とした。これらによって得られたデータか
ら人工基盤上カジメ群落の遺伝構造を解析し，カジメの
胞子分散能についての考察を行った。今後，同手法をよ
り広範囲に適用して，天然群落間の解析も行う予定であ
る。
(*筑波大学・院・生命環境，輔三重大・院・生物資源)
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P240貞松大樹・鈴木平吉・能登谷正浩・藤田大介:

千葉県沖ノ島地先において葉状部を人為的に切除した
アラメの再生

近年，中南部日本で植食性魚類による藻場の衰退が深
刻化しているが，海藻の損傷の程度と再生の有無を海中
で調べた例は少ない。本研究では 2007年4月"-'2008年
12月に，千葉県沖ノ島地先(水深約4m，岩棚)で人為
的に標識アラメの側葉を切除し再生を調べた。切除は， (1) 
生長帯を含む葉状部全体， (2)側葉と側葉原基の全数， (3) 
側葉の全数， (4)側葉の半数(古い側葉のみ)， (5)同(新
しい側葉のみ)， (6)同(新旧側葉を l枚間隔)の6通り(各
1"-'4個体)で，観察は月 1回行い，茎長，茎周長，枝長，

側葉原基数，一次側葉数を計測・計数し，食痕の有無を
確認するとともに，写真撮影を行った。結果，上記 (1)
と(2)では，切除時期に関わらず側葉はほとんど再生せず，
茎状部が次第に短くなり，それぞれ切除半年後には付着
器が一部の個体で残っただけであった。 (3)"-' (6)の場
合は切除時期と残存側葉の部位によって結果が異なった。
すなわち， 9 "-' 11月に切除したアラメは，翌年6月まで
に側葉が30"-'40枚まで増加し，秋には成熟した。 5"-'7
月に実施した (4) または (6)では， 9月に側葉が30枚
以上まで増加したが， (3)と(5)では側葉数は変化しなかっ
たか減少した。アイゴの食痕は 2008年8"-' 12月に (3)，
(4)および対照個体で認められた。このうち， 8 "-' 10月
には食痕が古い葉に限られ，新たな側葉の形成を妨げな
かったが， 12月には食痕が新しい側葉の基部，側葉原基，
茎の分枝部位にまで及んだ。
(東京海洋大・応用藻類)

P260高原涼・田中次郎:異なる環境下に生育する紅

藻ピリヒパの光合成特性の季節変化

生育地域や季節などの異なる環境下に生育する海藻では，
同種個体間でも光合成特性は異なる。しかし，同地域で環
境が大きく異なる漸深帯，潮間帯，タイドプールで生育す
る同種個体聞の光合成特性を比較した研究は少ない。本研
究では，千葉県館山市坂田地先の岩礁域に生育しているピ
リヒパ (Corallinapilulifera)を用い，光一光合成曲線と温
度一光合成曲線の季節変化を生育環境別に比較した。光合
成速度の測定には，プロダクトメーターを用いた。
飽和光下の最大光合成速度 (Pmax) と初期勾配 (α)は，
すべての環境下において冬季に極大値を示し，夏季に極小
値を示した。しかし，その増減の時期は生育環境毎の明瞭
な相違がみられた。光補償点 (Ic)は，潮間帯とタイドプー
ルでは夏季に高い傾向がみられたが，冬季ではすべての環
境下で低い値を示した。光合成最適温度は，すべての環境
下で冬季に比べ夏季に高くなるが，その範囲は異なり，漸
深帯では 25-27.soC，潮間帯とタイドプールでは 25-30oCで
あった。また，夏季には高温ストレス耐性が増大し，冬季
には低温ストレス耐性が増大する傾向がみられた。潮間帯
とタイドプールのピリヒパでは，夏季に顕著な高温ストレ
ス耐性が確認され，冬季でも漸深帯のピリヒパより高い高
温ストレス耐性を示した。このことから，潮間帯とタイド
プールのピリヒパでは，夏季での高温に対する馴化が冬季
でも継続している可能性が考えられる。しかし，冬季にお
いては漸深帯と比較して顕著な低温ストレス耐性は確認さ
れず，低温に対する馴化は干潮時に著しく進むものではな
いことが示唆された。
(海洋大・院・藻類)
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P270原口展子・.平岡雅規肺・村瀬昇叫.井本善次

輔・奥田一雄*.高知県沿岸に生育するヒラネジモクお
よびトゲモクの生長の季節変化と温度に対する生育特性

ヒラネジモクおよびトゲモクは，高知県土佐湾を代表
するガラモ場構成種である。しかし， 1990年代以降，両
種が表退傾向にあると報告されるようになり，同時期か
ら海水温の上昇が指摘されるようになった。そこで本研
究では，土佐湾中央部の須崎市久通沿岸に生育するヒラ
ネジモクおよびトゲモクの生長の季節変化を調べ，過去
の報告と比較した。また，生長と温度との関係を明らか
にするために，同海域で採集した夏季藻体を用いて，生
育上限温度および生育適温を，冬季藻体を用いて，低温
域の生育特性および生育適温を培養実験により調べた。
生態観察から，両種の成熟時期は，過去の報告と比較
すると，約 1ヶ月のずれを生じていることがわかった。
しかし，成熟水温で過去の報告と比較すると，両種とも
ほぼ同様の水温範囲で成熟していた。このことから，水
温変動の変化が成熟時期のずれを引き起こしたものと考
えられた。培養実験の結果から，ヒラネジモクおよびト
ゲモクの生育上限温度は， 320Cおよび310Cであった。低
温域の生育特性については，ヒラネジモクでは温度によ
る生長率の違いがほとんど認められなかったが， トゲモ
クでは生長率が 100Cで低く 190C以上で高かった。生
育適温については，夏季藻体の方が冬季藻体よりも高く
なる傾向を示した。培養実験結果からは，水温上昇が両
種の生長に大きな影響を与えているとは考えられなかっ
た。
(・高知大・院・黒潮風神高知大・総合セ・海洋生物，榊
水産大学校)

P290田中幸記・.田井野清也帥・原口展子榊.渡遁美

穂叩・平岡雅規叩:高知県で分布を広げるフタエモ
クSargassumduplicatumの生育環境

近年，高知県沿岸においては，藻場を構成しているホ
ンダワラ類が温帯種から亜熱帯性種に変化していると報
告されている。特に，より温暖な西部海域においては，

亜熱帯性種であるフタエモクが大きく分布を広げており，
最も優占する種となっている。本報告では，本海域にお
けるフタエモクの生育環境について報告する。
調査海域全体の藻場分布調査の結果より，波当りが強
い外洋性海岸ではタマナシモクが，湾奥部などの内湾性
海岸ではマメタワラやキレパモク，イソモクやコプクロ
モクなどが優占して見られ，フタエモクが分布している
のはその中間的な位置の海岸であることが分かった。ま
た，フタエモクの垂直分布様式を明らかにする目的で，
大月町樫西海岸にあるフタエモク群落において， 150 mの
調査ライン 5本を設け，ライントランセクト法による調
査を行った。その結果，フタエモクは水深 (D.L.)1.0'" 4.5 
mの岩上に生育しており，最も出現頻度が高いのは 1'" 2 
mの浅所であった。また，水深6"'7mの深所ではコプ

クロモクが繁茂し，同海域のタマナシモクは 1m以浅に
キレパモクは 4m付近に分布するといった種による生育
水深の違いが明らかになった。このような水平・垂直分
布様式から各種の生態的地位を理解することにより，藻
場の分布特性と構成種の変化に関して考察する。
(*財)黒潮生物研究所，高知大・院・黒潮風神高知水試，
輔高知大・院・黒潮圏，聞東海大・院，叩高知大・総研セ)

P28桐原慎二*. 0藤川義一~能登谷正浩伸:褐藻フ

シスジモクの水深に伴う形態の変化

青森県日本海沿岸のフシスジモクは，潮下帯から水深
約 15mまで観察され，水深によって藻体のサイズや各

部位の形態に違いがみられる。そこで， 1996年6月24

日に青森県深浦町轟木地先の水深2ふ 5.0，7ム 15mの
群落から採取した 77-125個体を用いて，主枝，側枝，葉，

気胞の長さと数，主軸の長さ，生殖器床の数などを比較

した。その結果，各水深における藻体の主軸，葉，気胞

の最大長は，それぞれ主軸:12.2， 13ム 36ふ 35.8cm， 
葉 :11ム 11.0，12ふ 15.7cm，気胞:4.8， 4.7， 6.9， 7.4 
mmで深所ほど長かった。しかし，主枝は9引1.5ム5，9引1.3
7河4.0，5斜4.8cmと浅所ほど長カか冶つた。また，主枝あたりの葉，

気胞，生殖器床，側枝の最大数は，葉:4，663，3，448， 1，115， 
968枚，気胞:4，304，2，501， 185， 110個，生殖器床:9，279，
5，227， 177， 219個，側枝:137， 109， 85， 69本で浅所

ほど多かった。さらに，浅所で側枝が密に形成されたた

め，主枝あたりの側枝の総延長は，各水深で最大 1，337，
956， 429， 369 cmとなった。以上から，初夏に本調査地

のフシスジモクは，浅所では主軸，葉，気胞が小さいも

のの，主枝や側枝が長くなり，葉，気胞，生殖器床が多
数形成されて大型の藻体になることがわかった。
(事青森増養殖研，神東京海洋大)

P300村瀬昇市.吉田吾郎軸・樽谷賢治輔.橋本俊也

酬:瀬戸内海沿岸におけるノコギリモク群落の炭素固
定量の推定

多年生ホンダワラ類の群落は，沿岸域の一次生産者と

して生産生態学的に重要な役割を担っている。本研究で

は，瀬戸内海沿岸で藻場として優占しているノコギリモ
ク群落を対象として，葉の光合成一光関係を基礎とする

群落光合成理論によって生産量を求め，炭素固定量を推
定した。
2007年6月から 2008年6月にかけて，山口県田布施町

馬島沿岸に繁茂するノコギリモクの主枝先端付近の葉を

試料としてプロダクトメーターを用いて光合成・呼吸測

定を実施した。測定については，採集時の水温下で，光
量200，100， 50， 25， 12.5および0μmol• m-2・8-1の順
に行い，光合成一光関係を求めた。生産力モデルについ

ては，月別に求めた光合成一光関係に，日射量の日変化，
海中への入射率，海水および群落の吸光係数，水深およ
びLAI(葉面積指数)をパラメータとして作成すること
ができた。また，葉面積の実測作業の簡便化と他種群落

への汎用性を考慮して LAIと現存量および全長との関係
を明らかにし， LAIを現存量および全長から求めた。こ
れらのことから，瀬戸内海の水深4mで繁茂する群落で
は， LAIが年間平均で約5.0m2・m-2の場合には，1日の
炭素固定量が約2.2gC・m・2・day-Iと推定された。炭素固

定量は，藻体が伸長し葉の展開が活発な 9-11月と成熟初
期の4-5月に高い値を示した。
(。水産大学校，輔瀬戸内水研，醐広島大)



P31ヨ山田真之事.須藤裕介'・能登谷正浩帥:沖縄の

食用海藻

沖縄でーは大潮時に地域住民が地先の礁湖内に生息する魚
介類や藻類を採取して食する「浜下り」と呼ばれる伝統的

な習慣があり，多様な海藻を食した歴史がある。そこで県
内の食用海藻の種類と利用方法についてまとめた。一般的
に利用される食用海藻にはオキナワモズク，クビレズタ，
ヒトエグサ，イバラノリ，クビレオゴノリ，キリンサイ，
カタメンキリンサイ， ヒジキ，ユミガタオゴノリなどが知
られるが，その他に，ごく限られた地域のみで利用される

種などを含めると褐藻4種，紅藻 12種，緑藻6種，合計
約22種に達する。オキナワモズクは全国的にも有名で沖
縄県の全沿岸域で養殖され，全国生産の 95%以上が沖縄県
で生産されている。主に酢の物用として県外の加工業者へ
出荷されている。クビレズタは 1980年代初頭から県内各
地で海面養殖が行われたが，付着物の面から多くの問題が

起こり，やがて廃れたが， 1980年代後半に恩納村漁協で試
験的に陸上養殖が取り組まれた。 1990年代半ばからは本格
的な養殖生産が行われ，現在ではその技術が全県に普及し，
サラダや井ものの具として利用されている。ヒトエグサは
1970年以降，三重県から養殖技術が導入された。現在，県

内生産量は約 100t (湿重量)で，汁物の具として県内へ供
給されている。その他イバラノリやクビレオゴノリ，キリ
ンサイ，カタメンキリンサイなどは寒天料理の素材として，
ヒジキやユミガタオゴノリは生食用に収穫されている。こ

れらの海藻の沖縄県における方言名や食べ方を併せて紹介
をする。
「沖縄県水産海洋研究センター，特東京海洋大学応用藻類
学)

P33 =前田高志・能登谷正浩:ミリン Solieriapacifica 
の組織培養による種苗生産

ミリンの髄細胞および藻体表，中層組織片を温度 10，

15， 20， 250C，光量 10，20， 40， 60， 80μmol/mz/s，光

周期 14L:lODを組み合わせた条件下で，培養液に
Grund改変培地を用いて培養した結果，好適条件下では，

髄細胞は次第に細胞内容物がいくつかの小さな細胞に分

裂するとともに，それぞれの細胞内には盤状の色素体が

認められ始め，紅色の小細胞塊が形成された。その後，

それらは細胞分裂を繰り返しながら，徐々に大きな球形

の藻体へと生長し，さらに球形藻体から突起上の枝を伸

長させ，幼ミリン藻体へと生長した。ミリンの枝の髄部

を取り除いた表層および中層組織からなる組織片を用い

て，髄部側を基質につけて培養すると，基質側に多数の

糸状髄様細胞が再生し，組織片が基質に付着するととも

に組織片表面には小さな突起が形成され始め，突起はそ

の後生長して幼ミリン藻体となった。温度20"-'250Cで

は，培養 1週間以内に髄細胞から球状藻体が形成され始

め，培養2週間目には糸状細胞 (N= 30)の約60%が，
4週目には約80%の細胞が球状藻体を形成した。これよ

り低温の条件下では球状藻体の形成が遅く，また光量は

高いほど球状藻体への分化は早い傾向が見られた。以上

の結果から， ミリンは髄細胞や表・中層摘出組織片を用

いることによって，比較的容易に大量の種苗を短期間に

作製できることが判った。

(東京海洋大学応用藻類学)
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P32 :;山田真之..須藤裕介*・能登谷正浩軸:新規養

殖紅藻クピレオゴノリ Gracilariablodgettiiの養殖技術
開発

食用海藻クビレオゴノリの養殖技術確立のため，四分胞
子体の培養藻体の生長に及ぼす 1)培地の種類と濃度， 2) 
水温と培地， 3)光量などの影響を検討した。また胞子放出
数も検討した。枝先端部5cmの組織片を 1Lフラスコに5
本ず、つ入れ，実験 1)では KW21培地を 0，0.05， 0.1， 0.2， 
Oム 0.4， 0.5 mLILの7段階とポルフイランコンコ(以下
ポル)培地0，0.025， 0ム 0.075，0.1 mLILの5段階，水
温25度で， 2)では KW21培地0.1mL/Lとポル培地0.075
mL/L，水温 10，15， 20， 25， 30度で， 3)では光量73，
144， 286μmol'm-z・s-l，水温25度，ポル培地0.05mLlL 

で，いずれも日長 12L:12D下で29-36日間培養し，生長
量を測定した。胞子放出数は光量 144μmol'm-z・s-l，温度

25度，日長 12L:12D，ポル培地0.05mL/Lで約 1年間培養
した藻体からの放出量を血球計算盤で計数した。その結果，
KW21は0.1mL/Lで，次いでポルは 0.05mLlLで良く生長
した。 KW21では側枝が太く短い藻体となり，ポルでは天
然に近い藻体となった。また，水温は 25度で，光量は 73
μmol'm-z・S-Iで最も良好に生長した。四分胞子は藻体 1g 

から最大約 12万個/日の放出が観察され，放出は 1"'2週
間続いた。

(‘沖縄県水産海洋研究センター，特東京海洋大学応用藻類
学)

P34 l)須藤裕介事.山田真之孝・ CharlesYarish-.能登谷

正浩時:オキナワモズク直立体の生長に及ぼす硝酸態

窒素の影響

近年のオキナワモズク養殖生産量は 11，705-20，269 tと
大きく変動しており，安定・高生産技術が求められている。
そこで本研究では，水温，光量，栄養塩濃度，特に NO/ー
濃度に着目して直立体の適正生長条件を明らかにするこ
とを目的に室内培養下で、試験を行なった。

培養には VSE培地を用い， NO{濃度を適宜調整した

(N:P = 28:1に維持)。試験 1)では水温20-30度の5段階
と光量75-260μmol・m-Z・S-Iの3段階を組み合わせた 15

条件で，試験2)ではNol濃度3.1-110μMの5段階と
光量75-260μmol• m-z・S-Iの3段階を組み合わせた 15条
件で，試験 3)では NO/・濃度5.6-57μMの5段階でそ
れぞれ条件を設定し，直立体の発生およびその後の生長
を観察した。その結果，試験 1)ではいずれの水温・光
量条件下でも直立体が発生し，その後の生長は 22.5-25.0
度， 130-260μmol・m-Z・S-Iで、良かった。また試験2)で

は，いずれの N032濃度・光量条件下でも直立体が発生し
たが，その後の生長は 57μM以上の濃度下で悪く，藻体
の断片化が観察された。そこで，試験3)ではさらに低
濃度で培養した結果，生長の適正濃度は 16-44μMの範囲
であることが判った。したがって，室内培養下のオキナ
ワモズクの直立体の生長に対する NO/の適正濃度は 16-
44μMと，一般の藻類用培地の NO{濃度 (500-826μM)

に比べ，ごく低濃度であることが判つ。
(事沖水海研セ，輔コネチカット大学，時東京海洋大学)
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P350岡直宏・平良寛進・伊波匡彦:室内培養下にお

けるオキナワモズク盤状体の成熟特性について

オキナワモズク盤状体(以下，盤状体)は成体と比較し
てフコキサンチン含量が多く，弊社では盤状体大量培養に
よるフコキサンチンの生産，販売を目指している。培養過
程において盤状体が成熟(中性複子嚢からの遊走子放出)
すると，生産量がぱらつくため，成熟を抑制する必要がある。
また盤状体は，オキナワモズク養殖の“種付け"に使用さ
れ，成熟を促進できれば効率的に盤状体を種糸へ附着させ
られる。本研究では，盤状体の成熟を人為的に制御するこ
とを目的に，室内培養下において物理的・化学的条件を変
化させ，成熟に与える影響を調査した。
試験盤状体は水温25:!:IOC，光量約60μmolm九ーl，光周
期12L:12D，培養液として KW21(第一製網(株))で維
持培養した株を用いた。培養は，滅菌海水 1Lを満たした
ガラス容器中に盤状体を 1gw.w.投入し，各試験条件下で 1
週間行った。培養後の盤状体の乾燥重量と成熟率(空細胞
を持つ塊/ランダムに計数した 200塊x100)を測定した。
試験は物理的条件(水温，光量，光周期，光波長)，化学的
条件(栄養塩濃度，栄養塩組成，ビタミン，微量金属(鉄，
ホウ素))を変化させた。
結果，微量金属のみが成熟に未影響で，その他の条件で
成熟率は有意に変化した。成熟抑制は，低水温，高光量，
長日条件， 450 nmの波長条件で，それぞれ 10%以下の成熟
率となった。逆に， PESI培地，アンモニア態窒素，有機リ
ンでそれぞれ70%以上の成熟率となった。現在これらの結
果を基に，オキナワモズク養殖“種付け"用の培養液を開
発中である。
(株式会社サウスプロダクト)

P370石樋由香・横山寿:アナアオサを用いた魚類養

殖による窒素負荷の評価

魚類養殖による窒素負荷が環境に与える影響を評価す

るために，魚類養殖場においてアナアオサの培養実験を
行った。あらかじめ PES培地で培養したアナアオサを，
網で両端を覆ったアクリルパイプに収容し， 2008年9月
3月から 16日間，三重県五ヶ所湾のマダイ養殖場と対

照地点として養殖研究所の試験筏に垂下した。 2，5， 9， 
13， 16日目に，それぞれ3""5葉体のアナアオサを取り

上げ，乾重量，窒素量，窒素安定同位体比 (OI5N)を測
定した。また， 5日目からは水面下 1mの海水を採取し，
DIN (NR!・N，N02-N， N03・N) とP04-Pを測定した。
16日間の培養によりアナアオサの乾重量は，養殖場で

は47倍，対照地点では 8倍になった。窒素量について

は，養殖場では 28倍，対照地点、では 3倍になった。表層

海水の DINの平均値は養殖場で3.6μmolll，対照地点で2.4
μmolllを示し，この差は NH4濃度の違いに起因した。こ

れに対し P04・pの平均値は，養殖場，対照地点ともに，0.3 
μmol/lであった。これらのことから養殖場から排出され

たNR!がアナアオサの生育に影響を与えたことが示唆さ
れた。アナアオサの OI5Nは，養殖場では窒素量が3倍に
なった 9日目以降に定常状態に達した。対照地点につい

ては実験終了時の 16日目までに定常状態を確認すること
ができなかった。 OI5Nを窒素負荷の評価指標として用い
るためには，窒素量が3倍以上になるまで培養する必要
がある。

(養殖研)

P360平良寛進・岩本理恵・伊波匡彦:オキナワモズ

ク盤状体の混在微生物と純粋培養系の確立

微細藻および海藻の生育や代謝は，共生する微生物の

影響を受けることが報告されている。オキナワモズク盤

状体培養液中にも数種の微生物が混在しており，盤状体

の生育に何らかの影響を与えていると推察される。本研

究では，前述の現象を証明するために，まず混在微生物
の同定と盤状体の純粋培養系の確立を行った。

混在微生物は寒天平板法によって分離した。得られた
微生物は 16SrRNA遺伝子塩基配列の解読し，相同性比

較により Muricaudaaquimarina， Oceanicaulis alexandrii， 
Paracoccus marcusii， Marinゅbacterhydrocarbonoclasticus， 
Blastopirellula marinaを同定した。
盤状体から放出された遊走子はマイクロピペット洗浄

法を用いて単離し， PESI2%および抗生物質混合液 1%
に調製した滅菌海水で培養を行った。培養2週間後，遊
走子から盤状体への成長を検鏡で確認した。また，その

培養海水をマリンアガーに塗抹してコロニーの出現がな

いことを確認し，純粋培養系を確立した。

今後は，純粋培養系を利用して分離微生物が盤状体に
与える影響について研究を行う。また，純粋培養系をゲ

ノム解析やフコキサンチンの生合成経路メカニズムの解

明等の分子生物学的研究に活用する。

((株)サウスプロダクト)

P380村岡大祐・坂見知子・奥村裕:長期培養した褐

藻コンブ目植物の配偶体における成熟能力について

水産総合研究センターでは，育種素材となる有用な水産
生物の収集・保存，およびそれらの研究活用を目的として，
水産生物遺伝資源保存事業(ジーンパンク)を運営している。
本事業は 1985年に発足し，東北水研では日本各地から収集
したワカメ類，アラメ・カジメ類の雌雄配偶体計84系統を
培養保存している(平成20年度末)。一方，配偶体の長期
保存による成熟能力(稔性)の低下が以前から指摘されて
いる (Ginsburger-拘gelet al. 1992)。本研究では，保存株の
成熟能力を確認するために，同一個体から発生し，雌雄を
分離保存していた配偶体を混合培養して，胞子体形成の有
無等を観察した。
保存している配偶体をメスで細断し，雌雄を一つの容器
内で混合培養した。培養液にはPESI培地を用い，光量50
μmol/m2/s，光周期 12L:12D，温度は 5，10，15，20，25，30oCの
6条件で45日間静置培養を行って，胞子体形成の有無を確
認した。その結果，保存期間5年以内の系統ではそのほと
んどから胞子体形成がみられた。胞子体の形成は， 1O-20oC 
の条件下で多くみられ， 250Cでは稀であり， 50Cおよび30
。Cでの形成は皆無であった。一方，長期間 (20年以上)培
養保存していた系統では，いずれの温度条件でも胞子体形
成の見られないものが存在した。また，長期保存による稔
性の低下は，アラメ・カジメ等多年生海藻で特に顕著であっ
た。一方，ワカメ等一年生海藻では， 20年以上培養保存し
た系統からも胞子体を形成する例が多くみられた。以上の
ように，保存培養した配偶体の成熟能力は，保存期間や種
などで異なることが明らかになった。
(水研セ東北水研)



P390荻田信二良s'.山村理恵・・加藤康夫..松村航
軸・加藤肇_...小善圭_*'.大塚耕太郎榊.高野隆

司叩・中井裕….尾山裕幸一:富山湾深層水を活用

したコンプの細胞培養育種に関する検討

富山県はコンプの食文化が発達しており，コンブ加工
食品が数多く製造・販売されている。演者らは，富山湾
深層水の低温安定性と富栄養性を活かしたコンプ栽培な
らびに加工技術の開発に取り組んでいる。今回は， (財)
富山県新世紀産業機構「平成 19年度新商品・新事業創
出公募事業」および富山県立大学「平成20年度産学連
携・生物工学特別研究」の一部として行った，マコンブ
およびガゴメの細胞培養による高機能性コンプ品種の作
出に関する検討結果について発表する。両種の幼藻体を

約0.5ーlcmに切断し，各種植物ホルモン，糖，栄養強化
海水液を添加した富山湾深層水，表層水，および人工海
水 (MarineArt SF-l)で培養を行い，細胞分裂頻度を評
価した。各条件において 1週間以内に切断面より新たに
形成した細胞群が認められ， PESI液を添加した深層水や
表層水にピクロラムを添加することで細胞分裂が，グル
コースやガラクトースを添加することで細胞伸長がそれ
ぞれ促進されることが分かつた。このようなカルス化傾
向はマコンブで顕著であった。また，アルギン酸リアー
ゼ等を用いて単離した両種のプロトプラストは， PEGや
電気融合法で細胞融合が可能であった。
(・富山県立大学，輔富山県農林水産総合技術センター，申
(株)KOフードテック，間(株)梅かま，*****フジ七

食品工業(株)，一(社)富山県農林水産公社)

P410小川浩之..園田慎平輔・坂本敏夫軸.坂本香織

醐:陸棲シアノバクテリアNostoccommune (イシクラゲ)
における紫外線吸収物質生産能の検討

陸棲シアノバクテリアNostoccommune (イシクラゲ)
は世界各地に分布し，野外では目に見える大きさのコロ
ニーを形成する。コロニー内では糸状体が細胞外マトリ
クスに包まれており，乾燥，温度，凍結，紫外線などの
環境ストレスに対する防御機構として，細胞外マトリ
クスが重要な役割をもっと考えられている。 2種類の紫
外線吸収物質をもつことが知られており， UV-Aに対す

る吸収色素としてスキトネミン，また， UV-Bに対する
吸収色素としてマイコスポリン様アミノ酸 (MAA)を

生産する。本研究では，N. commune KU002株を用いて，
実験室における MAAの生産条件を調べた。 BGll培地
を用いて光独立栄養条件で培養し，培地に添加する緩衝
剤を変えて本株の最適培養条件を検討した。続いて，培
養の最適pHにおける MAAの生産量を調べた。培養液
を遠心分離して上清と細胞沈殿に分画し，それぞれに含
まれている MAAを定量した。現段階では細胞内で合成
された MAAが細胞外に放出される可能性が示唆されて
おり，さらに検討を加えて，効率的な MAA製造プロセ
スを構築するための詳細な条件設定が必要であると考え
られる。本発表では紫外光照射や窒素源の有無による
MAAの生産性への影響についても検討したので，併せ

て報告するo
f金沢工大・院・バイオ・化学，軸金沢大・院・自然・
生物科学，融金沢工大・バイオ・化学・応用バイオ)
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P400平原知香事.藤原祥子・・吉田真由美 h 藤田直
子 h 中村保典輔.黒岩常祥欄・都筑幹夫・:原始紅藻
Cyanidioschyzon merolaeにおける貯蔵多糖の構造

これまで紅藻類ではアミロースを含まないアミロペク
チンを蓄積することが知られている。しかし，最近原始
紅藻類の貯蔵多糖は種により異なることが明らかになっ
てきた (Shimonagaet al. 2008)。一方，ゲノム解析の結
果から C.merolaeにはグリコーゲン/スターチシンター
ゼの存在が見出されている。そこで， C. mero/aeの貯蔵
多糖の解析を行った。まず，単離した貯蔵多糖は 10000
1で沈殿した。可溶化後，ゲ、ルろ過クロマトグラフィー
(Sephacryl S・500)による解析の結果，分子量2X 106 Da 
以上のα-グルカンの存在を確認し，鎖長分析を行った
ところグルコース重合度 (DP)11 '" 13にピークをもっ
分布を示すことが判明した。このことは， C. merolaeの
貯蔵多糖はグリコーゲンでなくセミアミロペクチンであ

ることを示す。なお，Galdieria sulphurariaやCyanidium
caldariumの貯蔵多糖は可溶性で分子量約 1X 106 Da， DP 
は10以下が大部分であった。C.merolaeの貯蔵多糖の糊
化温度を測定したところ， 62.8度であった。以上より，c.
mero/aeの貯蔵多糖は G.su/phurariaやC.ca/，ぬriumと異

なることが明らかとなった。
(‘東薬大・生命，樟秋田県立大・生物資源，申立教大・極限)

P420吉川伸哉・.杉山洋平・・北本健倍・.森裕美'・
岡本嵩彦‘・藤田建吾輔・中野伸一時.近藤竜二・・神
谷充伸・.大城香..水月湖の酸化還元層におけるラン

藻の分布と多様性

我々は部分循環湖の水月湖において，酸素発生型の光
合成を阻害する硫化水素が検出される酸化還元層 (ORL)
付近に微小(<5J.LIIl)単細胞ラン藻(PB)が高密度で存在
することを報告した(岡田ら 2007，Limnology)。本研究は
水月湖におけるラン藻の季節・鉛直分布の変化と多様性

を明らかにすることを目的に， 2008年5月から 2009年
1月までに2ヶ月に l度水深 1m， 5 m， 6 m (ORL)， 7 m， 10 
mから試料水を採取し，細胞形態と色素組成を指標に細
胞計数を行った。 PBはアイコシアニンを多く含むPCタ
イプとフイコエリトリンを多く含むPEタイプが調査期
間を通じすべての水深で観察され， PCタイプは水深1m
で， PEタイプは ORL付近で細胞密度が極大になる傾向
が見られた。水深 1mのPBの細胞密度は変動が大きく，
最大細胞密度 (5月， 3.2 X 105細胞Iml) は最小密度 (7
月)の約20倍であった。一方， ORL付近の PBの細胞密
度は調査期間を通して1.0'" 3.5 X 105細胞Imlと変動が
少なかった。 7月は水深 1mで糸状性ラン藻が1.0X 105細
胞Iml観察された。試料水から抽出した核酸を用いて 16S
rDNAのクローンライブラリーを作成し系統解析を行った
結果，水月湖の PBは少なくとも 4つの系統群に分かれる
ことが示唆された。
(・福井県立大・生物資源，軸愛媛大・農学部，岬京都大・

生態学研究センター)
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P430宮下英明牟.森涼子$・浅野雄三幹.上回薫軸:

2-MIBを産生する Phormidiumautumnale 

奈良県吉野川(紀ノ川)で発生しているカビ臭
2-methylisobomeol (2-MIB)の主たる原因生物と考えられ

る糸状体シアノバクテリアを単離した。栄養塩濃度を
115にした BO-ll培地を用いて培養した細胞の形態に基

づき，日本淡水藻類図鑑(内田老鶴岡， 1977)ならびに
Cyanoprokaryota 2.Tail: Oscillatoriales (Springer， 2005)の検

索表に従って Phormidiumat伽 mnale(吉野川株)と同定

した。さらに 16SrRNAの塩基配列約1.2kbpを用いて分
子系統解析したところ，吉野株は，P. autumnaleを主と
するクレードに帰属した。ただしこのクレードには， P. 
autumnale以外の属種名が混在しているため，同定には

更なる検討を要する。これらの結果が， P. autumnαleが
geosmin産生生物として認識されていること(上水試験

方法)と矛盾したため， P. autumnale株および近縁株の

うち入手可能な計8株を各種保存機関より取り寄せ，培
養液中に産生されるカピ臭物質を分析した。その結果，

3株に geosminのみが検出され，その他の株においては
2-MIB， geosminともに検出されなかった。これらのこ

とから，吉野川株は， P. autumnaleおよび近縁株におい

て特異的に高濃度の 2-MIBを産生する株である可能性が
高いことがわかった。
(キ京大・院・人環，神奈良県水道局)

P450石黒公章牟・大塚攻梓・堀口健雄，.日本産寄生

性渦鞭毛藻Blastodinium2種及び Oodinium2種の分類
学的研究

寄生性渦鞭毛藻類は魚類，無脊椎動物，プランクトン
などに寄生し，宿主の生存や繁殖に影響を与えることか

ら生態的に重要な生物群であるが，我が国ではほとんど
研究されていなかった。我々は数年前より日本沿岸にお

ける寄生性渦鞭毛藻類の多様性と系統を解明する目的で

調査を開始し，すでに 5属8種の存在を報告している。

今回は新たに確認した Blastodiniumの種を報告するとと

もに，オタマボヤに外部寄生する Oodiniumpouchetiiと
ヤムシに外部寄生する O.inlandicumについて分子系統解
析を行い，分類学的な位置についての再検討をおこなう。
2008年5月， 6月に石狩湾から Blastodinium2種，
2008年 10月に瀬戸内海から Oodinium2種を採集した。

Blastodiniumは2種ともカイアシ類Oithonasp.に寄生し
ていた。そのうちの l種は形態的特徴から B.ovゆrme
と同定した。もう l種は色素体を持たないことが特徴で
あり，未記載種の可能性が高い。
Oodinium inlandicumはその形態的特徴や生活環の一部

のみに渦鞭毛藻核が出現する特徴などから Oodiniumの
一員と考えられてきた。しかし，本研究での SSUrDNA 
配列による系統解析の結果，本属のタイプ種である O.
pouchetiiとは異なるクレードを形成したことから，別属

である可能性が高いことが示唆された。
(，北大・院理・自然史，軸広大・生物園科学)

P440福田康弘・洲崎敏伸:祖先的渦鞭毛虫の核タン

パク質と染色体構造

原生動物渦鞭毛虫は，二次的にヒストンタンパク質を

喪失したと考えられており，その染色体はヒストンタン
パク質と異なる塩基性タンパク質による独自のヌクレオ
ソーム構造によって形成されている。コア渦鞭毛虫の場
合，約 14""'17 kDaの低分子塩基性核タンパク質6種類
と，約45ゆ aと50kDaの高分子核タンパク質2種類が

確認されている。しかし，未だコア渦鞭毛虫の染色体構
造は不明で、ある。一方，祖先的渦鞭毛虫は，コア渦鞭毛

虫と異なる染色体構造をとっていると考えられている。
しかし，祖先的渦鞭毛虫の核タンパク質についても，オ

キシリス (Oxyrrhismarina)で約23kDaの塩基性タンパ

ク質 (Np23)が染色体内に局在している事が報告されて
いるほか，ほとんど研究は行われていない。本研究で

は，先行研究の存在する祖先的渦鞭毛虫オキシリスに注

目し，染色体の観察や構成タンパク質の同定と機能解析，

酵素処理による核の生化学的解析などから，オキシリス
の染色体構造の解明をめざしている。

(神戸大・院理・生物)

P460山中真理子事・堀口健雄輔:底生性Heterocapsa2 

種(渦鞭毛藻綱)の分類学的研究

有殻渦鞭毛藻Heterocapsa属は沿岸性の小型種からな
る藻群で，細胞表面には特徴的な細胞鱗片を持つ。現在
15種が知られているが，その多くは海中を浮遊するプラ

ンクトン性である。今回，西表島の砂浜の砂サンフ。ルと，

種子島沖水深 30mの砂のサンプルからそれぞれ単離した

2つのHeterocαpsa属の株について，形態観察および分
子系統解析を行った。

西表産の株は細胞内の核やピレノイドの位置，ピレノ

イドに管状陥入がある点，シストを形成する点，細胞鱗

片の立体構造などの点でH.pseudotriquetraと極めて類似
していたが，細胞外形および細胞の大きさに明瞭な違い

が見られた。一方，種子島沖産の株は，細胞外形，細胞

のサイズ，細胞鱗片の立体構造，細胞内の核やピレノイ

ドの位置，ピレノイドに管状陥入が見られない点などで
H. nieiと類似しており，形態上はほとんど区別がつかな

かった。
rDNAのSSU領域， ITS領域を用いた分子系統解析で

は，西表産の株はH.pseudotriquetraと近縁であることが
示されたが， ITS領域で5塩基の違いが見られた。一方，
種子島沖産の株は系統的にもH.nieiと近縁であることが
示されたが，既知の 2つの株とは SSUrDNAにおいて 6
または7塩基の違いが見られた。
(，北大・理・生物科学，柿北大・院理・自然史)



P47む高野義人・岩滝光儀・松岡敷充:黒潮及び対馬

暖流域のディノフィシス目渦鞭毛藻類の出現種とその
分子系統学的研究

ディノフイシス目渦鞭毛藻類の特徴は，正中線によって大
きく 2つに分かれる鎧板配列を持つことである。代表的な属
として，沿岸域においてよく観察される Dinophysisや，貧栄
養な外洋域において観察される AmphisoleniaやOrnithocercus
などが知られている。特に外洋性種には，細胞の装飾物が極
端に発達しているものなど，特徴的な細胞形態を持つもの
が多しこれまで多くの研究者の目を引きつけてきた。今
回の発表では，新長崎漁港・対馬・五島列島でのサンプリ
ング，長崎大学水産学部練習船鶴洋丸での定期調査(新長
崎漁港沖・五島灘)，長崎県総合水産試験場による定期調査
(五島列島周辺海域)，および広島大学生物生産学部附属練
習船豊潮丸平成20年度第2次調査航海(広島県呉港ー沖縄
県那覇港，平成20年5月19"" 29日)において観察された
ディノフイシス目渦鞭毛藻類について報告する。また，随
時単細胞PCR法による遺伝子増幅を試み，分子系統学的解
析を行った。合計6属32種を確認した。また，Dinophysis 
5種，Ornithocercus 3種，Histioneis 2種，Parahistioneis 1 
種，Amphisolenia 1種，Triposolenia 1種の SSUrDNA配列と
LSUrDNA部分配列(約 1，200bp)の決定に成功した。 SSU-
LSUrDNA連結データを解析した結果，ディノフイシス目
の単系統性が示され， 5つのクレード;(1: Amphisolenia， 
Triposolenia， (2: D. rotundata， D. rudgei， (3: D. schuetti， D. 
fortii， D. infundibulus， 4: Ornithocercus spp.， 5: Histioneis 
spp.， Parahistioneis)))に分かれた。クレード2はPhalacroma
の特徴を有しており，Phalacromaの独立性が示された。また，
系統樹の樹形から形態の進化について考察を行う。
(長崎大・環東シナ海洋セ)

P490大谷修司・-大塚泰介軸・井上源喜剛.瀬戸浩二

間:南極スカーレン大池の湖底堆積物コア中の珪藻に

よる昭和基地周辺の環境変動の推定

昭和基地周辺の環境変動を推定する目的で，南極ス

カーレン大池の湖底堆積物コアサンプルの珪藻の種組

成をコアの深さごとに行った。使用した堆積物コア
(Sk4C・02，378cm) は，瀬戸らによって 2004年 12月に

水深9.5mでピストンコアラーによって採取された。表
層-127cmはシアノバクテリア質堆積物， 127-140 cmは

黒色有機質泥， 140-367 cmは粘土性のラミナを伴う堆積

物であった。今回は，表層， 71.3 cm， 140.3 cm， 151.8 
cm， 161.0 cm， 250.7 cm， 363.4 cmの7箇所のコアの深
さについて珪藻の同定を行った。

表層と 71.3cmでは淡水産種のAmphorasp. や
Diadesmis sp.が淡水産緑藻Cosmariumclepsydraと共に

いずれの深さにも出現しており， 71.3 cmまでは現在
と同様に淡水環境であったと推察された。 140.3cmで

淡水種のNaviculaectorisと典型的な汽水種である珪藻
Craspedostauros laevissimusが混在しており，淡水または

汽水環境であったことが推察された。粘土性の堆積物

である 151.8cm以深はいずれも海産種の珪藻(Diploneis
subcincta， Amphora marina等)しか出現なかった。以上
の結果から，スカーレン大池はかつて海洋環境にあり，
140.3 cmの時代に急激に塩分がうすくなり， 71.3 cm以
降は淡水環境へと変化したと考えられた。
(愈島根大・教育，軸琵琶湖博物館，醐大妻女子大，向島根大・

汽水域研究センター)
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P48つ田辺祥子..細井公富帥・伴修平韓.朴虎東輔.

李洪武田:水産養殖用稚魚を介した中国からの有毒・

有害プランクトンの越境移入の可能性

赤潮や貝毒の原因となる有毒・有害プランクトン
(harmful algal bloom species; HABs)の生息域の拡大が，海

洋環境および水産業の観点、から問題視されている。拡大

の原因として，海流などの自然要因と，船舶パラスト水

や養殖稚魚運搬経路への HABsの混入などの人為的要因

が考えられている。近年，中国からのカンパチ等の種苗

輸入量が増加しており，これらを介した HABsの日本へ

の随伴移入が懸念されている。しかしながら，これまで

詳細な調査は行われておらず，その実態は把握されてい

ない。本研究では，日本への種苗輸出が盛んな中国海南

島における HABsの発生状況の把握と，日本への越境移

入の可能性を検証した。

サンプルは 2006年9月および2008年 12月に，海南島
の養殖漁業場において採取した。得られたサンプルの顕

微鏡観察を行った結果，Dinophysis sp.やProtoperidinium
sp.などの HABs種と思われる細胞が確認された。次に，

HABs種の日本への移入・定着を模擬的に検証するため，

日本近海の水温にてサンプルを 2週間培養後，増殖した
生物の同定を行った。その結果，活発な増殖が見られた

生物の多くは，繊毛虫などの原生生物であった。しかし

ながら渦鞭毛藻および珪藻も低密度ながらも増殖が確認

され， HABsの越境移入・定着が実際に起こっている可能

性が示唆され。
(・神戸大内海域セ，"滋賀県大環境，抽信大理，同海南大学)

P500溝調l綾・.半田信司・・中野武登輔.出口博則岬.
川村宗弘問.吉村和正問・阿野裕司四:山口県秋芳

洞の気生珪藻類

山口県秋芳洞の洞内に設置された照明装置の周辺で，

気生藻類等による壁面の着色が生じている。これらは，
照明植生 (lamp-flora) と呼ばれ，自然洞窟内の環境悪化

につながるとして問題視されている。圏内における洞窟

内の気生藻類に関する研究は少なく，特に珪藻類では宮

崎県，埼玉県，山口県の鍾乳洞から Orthoseira属の種が
記録されているのみである。本研究において秋芳洞内の

照明植生を観察したところ，照明植生中に多様な気生珪

藻類を確認したので報告する。

試料は， 2008年 12月に山口県秋芳調内で採集し，

培養および酸処理後，詳細な観察を行った。その結

果， 3属6種の珪藻類が確認された。出現頻度の高

かった種は Orthoseiraasiatica， Diadesmis contenωvar. 
contenta， Navicula sp.であった。その他，Psammothidium 
montanum， D. contenωv抵 biceps，D. perpusillaが確認さ
れた。なお，本研究と同じ秋吉台の大正洞で記録されて

いる Orthoseira属は O.epidendronであるが，今回出現し

たのは O.asiaticaで，岩上に付着する糸状性のシアノバ

クテリアのコロニー中に混在して生育していた。特に，

旺盛に繁殖している場所では本種が優勢となり，褐色を

呈している様子が肉眼で観察された。
(・広島県環境保健協会，軸広島工大・環境，田広島大・院・
理，間山口産技セ)
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P51心真山茂樹・西川真起・住中登紀子:東京湾盤洲

干潟における珪藻群集の動態

干潟生における最大の生産者である珪藻は，分類，季節
的特性，分布，移入などについて未だ不明な点が多く残さ
れている。
盤洲干潟の 6地点から 1月と 7月に計 12の珪藻群集を採
集し，その群集組成を調べた。盤洲干潟は粒径200'"300 
μmの底砂よりなり，この上に付着する殻長 15μm以下の

小形珪藻も多い。そこで，定量採集した底砂を 2つに分け，
片方はホルマリンで固定し，一方は砂ごと f/2培地に入れ，
5日間連続照射培養を行った。その後，双方の試料を硫酸

で処理し，プレパラート作成後，それぞれのプラパートで
5回ずつ 400殻の同定，計数を行った。

培養後， 2000殻計数で細胞数増加が確認されたもの(生
存候補種)は 1月214種， 7月186種であった。これらの
うち，有意差 (p< 0.05)が認められたもの(絶対生存種)は，
それぞれ58種， 41種で，双方に出現した珪藻は 21種であっ
た。絶対生存種の単位体積あたりの細胞数は l月と 7月で
類似していたが，生存候補種で比較した場合， 7月ではほ
ぼ倍の細胞数が認められた。従来，干潟の一次生産は夏場
に高くなることが報告されており，絶対生存種以外の生存
候補種も，かなりの数が生きていた可能性が考えられた。
珪諜群集はクラスター分析により 2グループに分類され
た。これらは，珪藻試料中の総種数が少なく細胞密度が高
いものと，総種数は多いが細胞密度が低いものとして説明
することができた。さらに，採集地点を航空写真と照合し
た結果，干潟の微地形が珪藻の移入，移出に影響している
ことが示唆された。
(東京学芸大学生物)

P530片山釘'康・武田陽・松本春香:高等学校生物に

おける単細胞緑藻Haematococcusを用いた「生物の環
境応答」に関する生徒実験の開発

Haematococcus pluvialisは運動性を持った単細胞緑藻であ

るが，栄養状態の悪化など環境条件の変化により休止状態
となる。そのとき，細胞内にアスタキサンチン(赤色のカ
ロテノイド)を蓄積するため，休止状態の細胞は赤色を呈

する。この赤色の細胞を生育に適した条件に移すと，細胞
は再び緑色になり，活発に運動するようになる。我々はH.
pluvialisのこの性質を利用して，高等学校生物における「生

物の環境応答」に関する探究的な生徒実験の開発を試みて

いる。今回の内容は 2007年の神戸大会での発表をさらに

改良し，簡略化したものである。 H.pluvialisを培養する培
地には，市販の液体ノ、イポネックスを 2000倍に希釈した

ものを用いた。 H.pluvialisを350Cで培養すると細胞の増殖

は抑えられ， 1週間後には細胞の色が赤色を呈した。これ
を200Cに移すと， 1週間後には細胞の色が緑色となった。
この実験では，培養開始時の細胞密度を 1X 104細胞Imlと
したので，培養細胞懸濁液の色の変化を肉眼で確かめるの
はやや困難でド，培養細胞の色の変化の確認には顕微鏡観察

を必要とした。そこで，培養開始時の細胞密度を 4.5X 104 

細胞Imlにすると培養中の細胞懸濁液の色が肉眼でよくわ

かった。この細胞密度でH.plm叩lisを蒸留水で培養すると，
培養4日程度で培養細胞懸濁液の色が赤色となり，栄養塩
の枯渇に応答したことが確認できた。以上の結果をもとに，
H. pluvialisの環境応答を 1週間程度で肉眼によって確認す

る生徒実験が可能になった。
(東京学芸大学環境科学)

P52山石井織葉事.出井雅彦輔・今井一志田.鈴木秀和

~南雲保問.田中次郎専:羽状珪藻Pinnularia属およ

びCaloneis属の系統関係の考察

羽状双縦溝珪藻Pinnularia属およびCaloneis属は，互い
に形態が類似することが指摘されており，両者の分類学
上の関係を知るために，これまで数多くの形態観察や比

較検討が行われてきた (e.g.Krammer 2000， Mann 2001)。近
年，これを受けて行われた分子系統解析は，両属複合群が
二分されない単系統群であることを示している (Bruderet al. 
2008)0 しかし，複合群内での系統関係や，それを反映する

分類形質には未だ検討の余地がある。そこで本研究は，本
邦各地より得た当該分類群について被殻形態・有性生殖観
察，分子系統解析を行い，両属複合群内における詳細な系
統関係を考察した。
18S rDNA配列に基づく分子系統樹を構築したところ，両

属複合群は大きく 2つのクレード (CladeA， B)を形成した。
ここに形態を照らし合わせると， Clade Aは縦溝の外裂溝が
波打ち， Clade Bは外裂溝が波打たないことで特徴づけられ
た。後者はさらに，長胞内部開口が約1/3'"全体にわたり，
中心域は陥入しないもの (CladeB1)，長胞内部開口が小さな
円形で，中心域は中心節両側で陥入するもの (CladeB2)の
2つに分けられた。またこれらの系統群は，増大胞子形態，
有性生殖の配偶様式によっても区別可能であった。 CladeA 
はPinnularia属分類群のみ， Clade B2はCaloneis属分類群
のみで構成されるが， Clade Blには両属の分類群が混在し
た。 Bruderet al. (2008)が分類形質として提案した横帯の有
無は，妥当で、はないと示唆された。
(事海洋大・院・藻類，"文教大・生物，榊日歯大・生化学，
叩日歯大・生物)

P54 cl西村貴陪~山口晴代帥.児玉有紀枠・中山卓郎

へ中山岡r・井上勲韓:Mayorella viridis (アメーボゾア)
共生クロレラの系統と共生様式

Mayorella viridisは，細胞内に多数のクロレラを共生さ

せているアメーパであり，共生クロレラは l枚の膜に包

まれていることがCann(1981)によって報告されている。

しかし，これまでに行われた研究は極めて限定的であり，

共生クロレラの系統や共生様式は，現在でもほとんどわ

かっていない。今回我々は，兵庫県から採集されたM.
viridisを培養することに成功し，その共生体の系統と共生

様式を調べたので報告する。
M. viridisの細胞内には 150:t 40個体の共生クロレラが

常に存在することが確認された。細胞内での共生クロレラ

の分布が固定されているミドリゾウリムシなどとは異な

り，M. viridisでは，すべての共生クロレラが原形質流動
によって細胞内を移動していた。また，細胞内には自生

胞子を形成していると思われる 4細胞性の共生クロレラ
も見られた。また餌として加えた Nitzschiahomburgiensis 
を含む食胞を複数もつ個体が見られたことから，本生物

は捕食によってもエネルギーを得ていることが示唆され

た。さらに M.viridis共生クロレラの 18SrDNA塩基配列

を取得し，分子系統解析を行なった結果，共生クロレラ

の配列は狭義の Chlorella属の中に位置した。また，この

クレードには幾つかのミドリゾウリムシ共生クロレラの

配列も含まれていた。今後は，他の系統の ChloreUαも共
生可能かどうか等，共生の程度を調べていく予定であるo
f筑波大・生物学類，神筑波大・院・生命環境)



P550洲崎敏伸・.竹内喬平*・末友靖隆輔:ユーグレ
ナの原形質膜内在性タンパク質IP39の構造と機能

ユーグレナ類の多くは，活発な細胞体の変形運動(ユー
グレナ運動)を示す。ユーグレナ Euglenagracilisの原形
質膜中には，膜内在性タンパク質IP39が多量に，かっ
規則的に配列して存在しており，このタンパク質がユー
グレナ運動の分子モーターである可能性が示唆されてい
る。そこで， IP39のcDNAクローニング、を行った結果，
分子量が約29kDaで， C末端付近のアミノ酸配列が大き
く異なる2タイプ (αーと s-IP39)が共に原形質膜中で発
現していることがわかった。両タイプのIP39遺伝子の
塩基配列の違いはコード領域全体でみられたが，アミノ
酸配列に置換したときの違いは， C末端付近に偏在して
いた。両タイプのIP39がE.gracilisの原形質膜中に存在
することは，ノーザン，及びタイプ特異的なペプチド抗
体を用いたウエスタンプロット解析により確認した。抗
体を用いた光顕・電顕的局在解析から，両タイプのIP39
は共に細胞表層に均一に存在しており，局在性には違い
が見られなかった。また，両タイプのIP39の2次構造
やmotif等の解析結果から，両タイプ共通の特徴として，
N末端と C末端領域がともに細胞質側に露出している 4
回膜貫通型タンパク質であること，細胞外露出部位のジ
スルフィド結合領域が4ヶ所存在すること， PKCリン酸
化サイトが細胞内露出部位に 1ケ所存在することなどが
推定された。さらに，晴乳類の密着結合構成タンパク質
である claudinfamilyとの聞に類似性がみられることが確
認できた。
(・神戸大・院理・生物，輔岩国市立ミクロ生物館)

P57中津敦・ 0西井一郎:群体性緑藻ボルボックス目
の凍結保存法の開発

藻類の研究において，株の維持は継代培養により行う
ことが多いが，これは時間と労力を要するだけでなく，

長期になるに伴い，遺伝子変異の可能性も考えられる。

そのため，多くの種で凍結保存法が試されている。多細

胞性緑藻胎lvoxcarteriは形態形成や分化のモデルとされ，
トランスポゾンを用いた変異体解析が行われてきたが，

変異にリンクしたトランスポゾンが再転移し，野生型へ
と復帰することがよく起こる。多数の変異体の維持は困

難が多く，我々はこの問題を解決するため凍結保存法の

確立を試みた。近縁の単細胞性緑藻Chlamydomonasでは，
3%メタノールを用いた 2段階凍結法により液体窒素中で

凍結保存できることがよく知られているが，同手法や若

干の変更を加えても，凍結後の Volvoxから生存する個体
は得られなかった。そこで視点、を変え，同手法をボルボッ

クス目の様々な種で試してみたところ，細胞数の少ない

Gonium， Pandorina， Eudorina， P旬。Idorinaなどの多くの種で
成功例が得られたが，細胞数の多いPleodorinaやVolvox
の種は難しし凍結保存の困難さと個体あたりの細胞数
が相関しているかのようであった。メタノールには限界

があると考え，他の耐凍剤を検索したところ，メチルホ
ルムアミド，ジメチルホルムアミド，ジメチルアセトア
ミド，ヒドロキシアセトンは効果があり，各々を用いた

2段階凍結法では細胞数の多い種 (v.carteri含)におい
ても生存個体が得られることがわかった。
(理研・基幹研)
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P560田中学・幡野恭子:緑藻アミミドロの遊走子形
成時における隔膜構築機構の細胞生物学的解析

緑藻アミミドロでは多核の栄養細胞の原形質が分割さ
れ，単核の遊走子が形成される。この過程では，栄養細胞
の核と核の聞の原形質分割が予定されている領域に長さ約
3μmの多数の微小管配列が形成される。この領域で管状の
膜構造が帯状の構造へ変化して隔膜となり，微小管は隔膜
に沿って密集する。微小管は隔膜の形成位置や伸長方向に
関わると予想される。隔膜構築における微小管の役割を解
析するため，微小重合阻害剤のコルヒチンとノコダゾール
を用い隔膜形成への影響を調べた。
遊走子形成過程へ誘導された細胞をコルヒチンで処理す
ると，原形質分割予定領域の微小管配列は消失し，中心体
の微小管のみが残った。管状や帯状の膜構造が原形質膜付
近に散在し，隔膜形成は阻害され原形質は分割されなかっ
た。コントロールの細胞では正常な隔膜形成と原形質分割
が行われた。ノコダゾールで処理した細胞でもコルヒチン
と同様の影響が見られた。原形質分割予定領域の微小管配
列は，隔膜構築の際，帯状の膜構造を適した場所に形成し，
隔膜を伸長および融合させる働きを持っと考えられた。
さらに形成中の隔膜の膜成分の供給経路を解析するた
め，小胞輸送阻害剤プレフェルディン Aの隔膜形成への影
響を調べた。薬剤処理された細胞では正常な隔膜が形成さ
れず，小胞により膜成分が隔膜へ運搬されると推測された。
原形質分割時の隔膜構築では，微小管配列により隔膜を形
成する位置が決められ，その場所に小胞輸送により膜成分
が供給され，膜成分が伸長中の隔膜に融合して隔膜が発達
すると考えられた。
(京都大・院・人環)

P580飯田仁事.西井一郎"・井上勲 ..オオヒゲマワ

リ目3種における無性生殖匪の形成過程

オオヒゲマワリ目(緑藻植物)に属する Gonium
pectorale， Platydorina caudataは平板状の細胞群体を，ま
た，Pleodorina californicaは，球状の細胞群体を形成する。
これらの藻類の無性生殖における匪形成の過程では，細

胞分裂の最終段階で群体内側を向いていた鞭毛が外側に

向き変わる inversionという細胞シートの反転が起こる。

さらに P.caudataでは， intercalation (細胞聞に別の細胞

が入り込む)がinversion後に起こる。防lvoxcarteriの
inversionについては，細胞の変形と cyωplasmicbridgesの

移動(微小管とキネシンが関与)によって細胞シートの

屈曲が起こることがわかっているが， intercalationのしく
みはほとんど不明のままである。

本研究では， time lapse video，走査電子顕微鏡，間接
蛍光抗体法を用いて， 3種の匪形成における細胞分裂パ
ターンと inversion中の cytoplasmicbridgesの位置につい

て観察し，系統・進化との関連性について考察を行っ
た。これまでの研究で，旺形成初期の細胞分裂では，P.
caudataとP.californicaの旺の形態はよく似ているが，
G. pectoraleは4細胞期以降の形態において，これら 2

種と異なることが明らかになった。また， G. pectoraleで
はinversionに関わる cytoplasmicbridgesが確認できな
かったが，P. caudataとP.californicaで観察された。 R
caudataで特徴的に見られる intercalationの原動力につい

ても検討した。
(・筑波大・院・生命環境，帥理研・基幹研)
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P590絹谷和子~嶋村正樹幹.半田信司憎・竹下俊治 *. 

緑藻類Apatococcuslobatusの生活環

緑藻， トレボクシア藻綱の一種である Apatococcus
lobatusは，陸上の基物に付着して生育する気生藻で，街

路樹の添え木や坂塀などで，単独で緑色のコロニーを形

成することがある。細胞は直径 10........15μmと比較的大

きし三次元の多細胞塊を形成する。これまでA.lobatus

の生活環は，多細胞塊の状態を経て，遊走子嚢や不動胞

子嚢が形成され，放出された不動胞子や遊走子から新た

な単細胞性の栄養細胞が形成されることがわかってい

る。しかし，生活環における核の動態の詳細は明らかに

されていない。そこで本研究では，これまで、情報のなかっ

た核DNA量の変化に着目し，A. lobatusの生活環を検討
した。 DAPI染色の後，蛍光顕微鏡で蛍光像を取得し，

核あたりの DNA量の相対値を測定した。その結果，栄

養細胞の核DNA量の値は一定ではなく，輝度積算値は

最大 15倍の違いが確認された。また，遊走子の DNA量

は不動胞子嚢から放出された直後の胞子の約 1/2であっ

た。これらのことから，栄養細胞は単核の状態でDNA

量を増加させ， DNA量の複製を経ない連続的な分裂を

行い，遊走子嚢を形成すると考えられる。不動胞子は遊

走子が核の DNA量を倍化させたもので，栄養細胞は常

に核DNA量を増加させている状態にあると考えられるo

f広島大・院・教育学，判広島大・院・理学，榊(財)広
島県環境保健協会)

P610小津宏之・.長井隆事・玉城重則・.津田修一~

照屋雅彦林.園場幸恒輔・安仁屋宗剛榊・野中圭介
制.香村虞徳事:沖縄県屋慶名干潟における希少藻類ク

ピレミドロの初期生活史

クピレミドロ(黄緑色藻類)は，沖縄島固有種で内湾の
干潟に生育する希少藻類である(絶滅危倶I類:沖縄県及
び環境省RDB)。本研究では，クビレミドロの保全策を講
じることを目的に，生育地での初期生活史を中心とする生
態の把握に取り組んだ。
研究概要は以下の通りである。調査地:沖縄県屋慶名干
潟，期間:2007年5月........2008年 8月，頻度:月 1""2因。
現地では干潟底質(表層 1cm)を定量採取し，試料に含ま
れる卵などの密度を計測した。物理環境に関しては，水温，
塩分，地盤高の変動，流速を記録した。
試料の分析から，以下の点が確認された。1.卵は底質表
面に多く分布するが，底質内部(表層下 5cm)にも存在し
た。2.春から夏にかけ，卵密度の急激な減耗がみられた。3.1 
月下旬に生殖器官の発達が見られた。卵の放出は 2月下旬
から開始され，その後「夏眠」を経て 10月下旬から発芽し，
12月中旬には直立部(地上部)を形成した。 4.半球状体は，
発芽から約2ヶ月(1月上旬頃)で形成された。5.半球状体は，
卵の分布状況から l個の卵を起源とし形成されたものと結
論づけた。 6.無性生殖細臨を起源とすると考えられる発芽
体が確認された。 7.物理環境データから，本種は埋在性ベ
ントスによる底質撹乱の影響(藻体の埋没や卵の移送など)
を受けていることが示唆された。
(ホ財団法人沖縄県環境科学センター，柿沖縄総合事務局那覇
港湾・空港整備事務所，帥財団法人港湾空港建設技術セン
ター)

P600山本真紀*・尾張智美軸・河野重行幹:トレボキ

シア藻綱内で二分裂増殖する 2種の母細胞壁の残存と
細胞の糸状連結

トレボキシア藻の多くは内生胞子形成で増殖する。娘細
胞壁合成が細胞質分裂の前に起こる初期合成型と後に起こる
後期合成型があるが (Yamamotoet al. 2004， 2005)，いずれ
も分裂のたびに母細胞壁が脱ぎ捨てられる。一方，二分裂す
るNannochlorisbacillarisやStichococcusbacillaris，出芽する
Marvania geminataなどもトレボキシア藻に含まれる。
S. bacillarisは，N. bacillarisと似た梓状の形態だが，細胞
のサイズがそれより約1.5倍大きい。蛍光顕微測光で求めた
s. bacillari・sの核DNA含量は約 80Mbであり，N. bacillarisの
20.3 Mb (Yamamoto et al. 2001) と比べると大きい。アクチン
遺伝子の分子系統解析では，両種はトレボキシア藻綱内の別
のクレードに属した。しかし， どちらも二分裂で増え，内生
胞子形成のような母細胞壁の脱ぎ捨ては観察されなかった。
S. bacillarisの分裂細胞を TEMとSEMで観察すると，母
細胞壁は細胞質分裂後に開裂するものの娘細胞壁に密着した
ままだった。これはN.bacillarisの観察結果と一致する。娘
細胞壁新生の観点、からは，二分裂型は内生胞子形成の後期合
成型と本質的に相同な分裂様式であることがわかる。二分裂
型は，母細胞壁が残存するとし寸表現型を得て， トレボキシ
ア藻綱内のそれぞれ別のクレードで独立に生じたと考えられ
る。
S. bacillarisはしばしば細胞同士が糸状に連結する。その頻
度を観察すると，対数増殖期には数~数十個の細胞が連結し，
徐々に長く伸びるが，定常期に入ると散開し単細胞状態へと
戻った。 N.bacillarisも貧栄養条件でしばしば分裂細胞同士が
連結する。内生胞子形成型からの脱却が多細胞化への最初の
ステップだ、ったのではないかと考えられる。
(*専修大・自然科学研，柿東大・院・新領域・先端生命)

P620甲斐厚・川井浩史:不等毛藻Aurearena及び近縁

なグループにおける高電子密度頼粒の多様性

不等毛植物は，分類群ごとに特徴的な細胞外皮を持つ
ものが多く，褐藻綱，黄緑色藻綱を含む複数の綱からな
る単系統群(PXクレード)ではシゾクラデイア藻綱を除
いてセルロースを主成分とする細胞壁・を持つことが知ら
れている。特に褐藻綱においては，硫酸多糖やポリフェ
ノール類など非セルロース性成分を含むPhysodeと呼ば
れる高電子密度頼粒が知られており，エクソサイトーシ
スによる細胞壁への内容物の放出や，細胞壁伸長面への
局在，細胞骨格系の阻害剤実験における局在の撹乱によ
る細胞質分裂時の細胞壁形成の阻害などが知られており，
非セルロース性細胞壁成分の輸送や細胞質分裂時の細胞
壁形成への関与が示唆されている。また PXクレードに

属するアウレアレナ藻綱Aurearenacruciataやファエオタ
ムニオン藻綱においても同様に細胞膜直下に高電子密度
頼粒が観察されている。しかしこれまで褐藻綱を除いて，
各綱における頼粒の細胞外への放出過程などの観察が行
われたことは無く，細胞壁成分の輸送や細胞壁形成への
関与を検証するには詳細な微細構造比較が必要でドある。
そのため演者らはアウレアレナ及び，ファエオタムニオ
ン藻綱の高電子密度頼粒の微細構造観察を行い，褐藻に
おける Physodeと同様にエクソサイトーシスによる細胞
壁への内容物の放出過程が観察された。本発表では PXク
レードにおける高電子密度頼粒の形成，放出過程及び形
態を比較し，その多様性及び類似性，細胞壁形成への関
与について考察する。
(神戸大・内海域)



P63 :)丸川祐佳・.西井一郎幹・関本弘之傘:単細胞接合

藻ヒメミカヅキモの受容体型キナーゼCpRLKlの特性
解析

ヒメミカヅキモ (Closteriumperacerosum-strigosum-
littorale complex)では，有性生殖時に発現量が高まる

CpRLKl遺伝子が見出されている。この遺伝子は，細胞

外ドメイン・膜貫通領域・キナーゼドメインを持つ受容

体型キナーゼをコードしている。また，この遺伝子は一
型細胞から放出される性フェロモン PR-IPInducerによっ

て+型細胞特異的に発現誘導されることから，CpRLKl 
遺伝子産物は有性生殖に直接関わる分子であると考えら

れた。そこで本研究ではCpRLKlタンパク質が，有性生
殖においてどのような役割を果たす分子であるのかを，

特異的抗体を用いて明らかにすることを目的とした。
CpRLKlの発現は，両接合型細胞混合後，ペアを形

成する前から接合子を形成する際まで見られた。 PR-IP
Inducerを投与した場合には+型細胞特異的に CpRLKl

の発現が見られたが，時間経過と共に発現量が低下した。

また，間接蛍光抗体法によって CpRLKl分子の細胞内局
在解析を行ったところ，細胞周縁部分に頼粒状の蛍光シ

グナルが観察され，ペア形成時にはペアの一方の細胞の

みで，上記の頼粒状シグナルに加えて，接合突起部分の

細胞膜を覆うような強い蛍光シグナルが検出された。

これらの結果から， CpRLKlタンパク質が接合中の+
型細胞の接合突起部分において受容体型キナーゼとして
機能している可能性が示唆された。
(期日本女子大・理・物生， H 理研・基幹研究所)

P650寺内真..加藤敦之*・長里千香子輔.本村泰三

.. .黄金色藻オクロモナスにおける遺伝子導入系に向け

てのEST解析と基礎実験

黄金色藻Ochromonasdanicaは淡水産の単細胞藻類で
あり，以前より細胞骨格や鞭毛構造の研究に広く利用さ
れてきたが，分子レベルでの研究は，標的遺伝子の破

壊などを可能にする遺伝子導入系が確立されていないこ

ともあり，あまり進んでいない。一方藻類における遺伝

子導入は，緑藻や紅藻，珪藻などの一部ですでに報告

があり，これらはゲノムプロジェクトまたはexp陀ssed
sequence tag (EST)の解析で得られた情報を利用してい

る。そこで本研究では，オクロモナスにおける遺伝子導

入系(一過的遺伝子発現系)の確立へ向けて，まずEST
解析を試みた。総数522個のESTについてデータベー

スでの相向性解析を行なった結果， 278個のESTが高い
相同性を示した。一過的遺伝子発現系では，内在性の強

力な発現プロモーターが必要とされるが，発現頻度の高

い遺伝子を同定することで，発現プロモーターとしての
有用性を検討した。頻度としてはEFlαが最も多く，次
いでアクチンやα・チュープリンなどが多かった。また，
コドンユーセージやコザック配列などの解析も行なっ

た。さらに，導入への基礎実験としてエレクトロポレー
ション法による蛍光標識デキストランを用いての条件検
索を行なった。これらの解析で得られた情報をもとに将

来的にはオクロモナスにおける GFPやGUSといったレ
ポーター遺伝子の一過的発現を目指す。
(・北海道大・理，軸北海道大・北方セ)
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P640圏分夢・土金勇樹・関本弘之:単細胞接合藻ヒ
メミカヅキモのホモタリック株における接合調整分子
の発見と特性解析

ヒメミカヅキモのホモタリック株は，ヘテロタリック株の
ような接合型を持たず，同一クローン内で接合を行う。また
細胞密度により，接合過程の進行が大きく影響を受けること，
接合子形成を促進する分子が存在することなどが先行研究に
より示唆されていた。本研究では，ホモタリック株の接合機
構を解明するために，接合調整活性を検出し，その特性解析
を行った。
接合誘導培地に細胞を添加して接合を誘起し，その後，細
胞を除去した培地を調製培地とした。続いて，調製培地に新
たな細胞を添加し，培養を行なうことで，接合過程にどのよ
うな影響が現れるかを測定したところ，細胞数を l万となる
ように添加した場合は，著しく接合子の形成が阻害された。
また，通常では接合反応が見られない 100細胞を添加した場
合では，接合子が形成されるようになった。このように，調
製培地に添加する細胞数を変えることで，接合子形成阻害と
接合子形成促進の2つの接合調整活性を検出した。
次に， 2つの活性分子の特性解析を行った。まず，熱安定
性を測定したところ， 60度の熱処理で両活性ともに低下が見
られた。ゲル櫨過カラムにより， 2つの活性分子の見かけの
分子量を測定したところ，両活性分子ともに 13"'_20 kのフ
ラクションにピークが現れた。以上のことから， 1)二つの活
性が同ーの分子によるものである可能性，2)接合子形成促進・
血害分子はヘテロタリック株の性フェロモンと同様に高分子
のタンパク質性の物質であることが示唆された。
(日本女子大・理・物生)

P66 :)横山亜紀子ホ.原慶明柿:有孔虫に共生する
Porphyridium属藻類の系統分類学的研究

熱帯~亜熱帯の海に生育する底生性有孔虫Peneroplis
属の細胞質内部には，単細胞性紅藻が共生する。この共

生藻は，微細構造学的特徴がPorphyridium属藻類と一

致し，藻体の色調が紅色であることから，Porphyridium 
purpureumと同定された。しかし Porphyridium属藻類は，

微細構造が酷似し，藻体の色調以外の種識別形質に乏し

いため，自由生活型のp.pu中ureumと共生藻とは，系統
的には異なる可能性もあった。そこで演者らは，日本お

よびパラオより採集した有孔虫共生藻の単離培養株の
SSU rDNA配列を決定し，分子系統解析を行った。その

結果，紅色系統の Porphyridium属藻類には少なくとも 3

系統群が存在し，そのうち共生藻は一つの系統群にまと
まった。また，共生藻を含む系統群の培養株のフィコシ
アニンの吸収特性は，他の系統群とは異なることも確認

した。一方，太平洋から採集された自由生活型の海産株

は，共生藻と同一系統群内に出現する(環太平洋集団)
のに対し，大西洋から採集された海産株は，世界中に分
布する土壌産株と同じ系統群に含まれることも明らかと

なった。そこで，地中海と紅海から有孔虫を採集し，そ
の共生藻の SSUrDNAの部分配列を決定したところ，こ
れらは環太平洋集団と共通する配列構造を持っており，
土壌産株とは異なる系統であることが確認できた。
(事山形大・院・理工，輔山形大・理・生物)
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P670湯浅智子 *.堀口健雄梓・真山茂樹..高橋修ヰ:

放散虫に共生する藻類の分子解析と微細構造観察

放散虫は，熱帯から極海に至る広範な海域に生息して

いる浮遊性原生生物である。近年，放散虫の分子系統

解析が報告され(例えばAmaralZettler et al. 1997; Polet 
et al. 2004; Yuasa et al. 2005)，真核生物内でCercozoaと

共に Rhizariaとしてまとめられている。放散虫のうち
Polycystineaは，一般に細胞内部に共生藻を宿しており，

これまで，電子顕微鏡観察により，渦鞭毛藻・プラシノ藻・

黄金色藻が (Anderson1983)，また，分子解析により渦

鞭毛藻・プラシノ藻が (Gast& Caron 1996)，共生体とし

て報告されている。しかし，共生藻がどのような種であ

るのかは確認されておらず，また，共生藻類の宿主特異

性があるかについていまだ明らかにされていない。本研

究では，放散虫 Euchitoniaelegans (Ehrenberg)に共生して

いる藻類の分子系統解析，超薄切片の電子顕微鏡観察を

行い，系統および分類学的位置を検討した。

その結果，染色体が凝集した核，三重チラコイドを持

つ葉緑体といった渦鞭毛藻の特徴が確認され，分子解析

より，既知の Gymnodiniumの種と単系統を形成すること

が支持された。
(*東京学芸大・教育，神北海道大・理)

P690石川依久子・唐津智司:蛍光イメージングって

何?藻類のバイオイメージング史

オワンクラゲの蛍光たんぱく質がノーベル賞受賞によっ

て一躍，知名度をあげ，蛍光イメージング手法に強い関心
が寄せられている。しかし，藻類研究者にとっては，いま
だ身近な課題ではなく，動物細胞と違った難点に限まれて，
この手法に踏み込めないでいる感がある。 バイオイメージ

ングは半世紀以上にわたる細胞の視覚的機能探索が科学技
術の著しい発展によって進歩し現在に至っている。藻類研
究者は，50年余りにわたり藻類細胞の視覚的解析に取り組
んできた。今ここに，それをバイオイメージングという観
点、で振り返ってみた。ことに，藻類を試料として筆者の歩
んだ、バイオイメージング史を発表する。

組織を鋭利な刃で薄片とし，染色液で染め，顕微鏡で観
るところから始まった。 1960年代には電子顕微鏡が一般化
され，超薄切片による詳細な細胞内構造と連続切片による
立体構築がなされた。 80年代になると蛍光顕微鏡が開発さ
れ蛍光物質により細胞内小器官の染め分けがで、きるように
なり間接蛍光抗体法による細胞骨格の研究が盛んになった。
しかしいずれも連続静止画像であった。 90年代になるとビ
デオ顕微鏡が開発され動態が観察されるようになったが，
細胞内動態が探れるようになったのは 2000年以降である。
その間，最も大きなことは遺伝子の解析と遺伝子操作の著
しい進歩である。これらが総合されて現在の蛍光ノTイオイ
メージングがある。本発表では，藻類のバイオイメージン
グ史を述べると共に現在のバイオイメージングのあらまし
を述べ，藻類の研究がこの世界で展開できないかを探る。
(理研・ BSI)

P68宍戸雄太*.藤原俊彦輯・工藤創榊.奥泉和也

叩.()原慶明榊:パラオ海水湖産タコクラゲに共生する

Symbiodinium属藻類の固有進化機構

パラオ海水湖 (52湖のうち 8湖)にはタコクラゲMastiRas
papuaが起源の，地理的に隔離された亜種集団が生息してい
る (Dawson& Hamner 2005)。それらは集団ごとに独自の外
部形態や体色を呈し，共生している Symbiodinium属藻類(渦
鞭毛植物)の光合成産物に強く依存した生活・行動も獲得し
ている。
本研究は海水湖ごとに固有進化した宿主と共生藻も同じよ
うに進化するか，するなら，その機構は?を知る目的で実施
した。共生藻の隔離期間は I万2千年と極めて短いことから，
進化速度の速い分子マーカーの導入が必要で，渦鞭毛植物独
特の葉緑体ゲノム=ミニサークルDNA(葉緑体遺伝子 l個
がlつのミニサークル (2-3kbp)にコードされている)に着
眼し，進化速度が速くかっ保存性の高い配列がある psbA
遺伝子の非コード領域を採用した。海水湖内9集団，海水湖
外8集団，日本産2集団，加えて，パラオ海水湖でプラヌラ
だ、った個体を日本で飼育した I集団を解析した。いずれの集
団からも多数のハプロタイプとそれぞれの集団の特徴を示す
主要なハプロタイプを検出し，以下の結果を得た。①ノfラオ
海水湖内外集団と日本集団は区別できる。②海水湖ごとの
主要ハプロタイプの違いにより，湖間，湖内外の集団は識別
できる。③湖内外，湖聞の遺伝的交流も検知できる。この
結果によって， 1型:海水湖独自のハプロタイプのみ， 11型:
独自ハプロタイプがほとんどで他の海水湖のタイプが僅かに
混在， III型:独自ハプロタイプがほとんどで湖外のタイプが
僅かに混在， IV型:ほとんどが湖外のハプロタイプで独自
のタイプが僅かに残存， と類型化できた。宿主の生活環と共
生関係の成立に関して論議する。
ヤ山形大・院・理工，"山形大・理・生物，同山形県工業技
術センター，出鶴岡市立加茂水族館)

P700唐沢智司・石川依久子・宮脇敦史:沖縄のサン

ゴから蛍光タンパク質を採る

地球上の 70%を占める海洋では，数多くの刺胞動

物が光と交わりながら生を営んでいる。オワンクラゲ
(Aeqorea victoria)，ウミシイタケ (Renilla)などは，化学発

光によって蓄えたエネルギーを GFP(緑色蛍光タンパク

質)に与えることによって緑色の蛍光を発する。一方イ

ソギンチャク，サンゴ類の多くは様々な波長特性の蛍光

タンパク質を使って，共生する褐虫藻を日光に含まれる

紫外線から防御しているとも考えられている。
1990年代前半にオワンクラゲの GFP遺伝子が同定さ

れて以降，数多くの蛍光タンパク質遺伝子が刺胞動物を

中心にクローニングされてきた。我々は，阿嘉島臨海研

究所，琉球大学，西海区水産研究所とともに，沖縄の海

に生息する刺胞動物を採取し，新規の蛍光タンパク質，

あるいは色素タンパク質の遺伝子を単離同定した。それ

ら蛍光タンパク質のほとんどは，そのままでも生物学の

分野で利用することができたが改変により新たな性質を
獲得させたものもある。

今回，沖縄近海から採取したサンゴ類からの蛍光タン

パク質遺伝子単離と蛍光タンパク質およびその改変体に

ついて紹介する。

(理化学研究所・脳科学総合研究センター)



P710吉村和正噂.阿野裕司・・川村宗弘..長山憲範
輔・半田信司欄:観光洞に適した足下照明の開発ー照

明の光質による藻類生育の変化ー

観光洞として公開されている洞窟では，名所や通路を
照らすために各種照明が設置されている。それらは洞内

温度の上昇や，本来洞内に存在しない藻類等の生育 (lamp-
flora:照明植生)をもたらすなどの悪影響を及ぼしている。

山口県にある日本有数の鍾乳調である秋芳調においても，

国内外の他の調窟同様に照明植生が大きな問題となって
いる。そこで，こうした観光調が抱える問題を解決する
照明の開発を目指し，照明の光質が照明植生に与える影

響を調査した。

秋芳洞内の足下照明近辺の岩肌に生じた照明植生を採

取し， C培地の寒天平板で培養を行った結果， トレボウ
クシア藻綱のStichococcusbacillarisが単離された。その
後液体c培地で増殖させた試料をキュベット (4.5ml)内
に入れ，温度200Cの実験室内で，蛍光灯，白色LED照
明，及び有色LED照明による光照射試験を行った。照射
条件はo-1，000 lx， 12hL-12hDとし，試料濃度の増減は
照射開始からの溶液の透過率の変化で確認した。その結

果， 40 lxの照射を 1ヶ月行った場合，洞内と同じ蛍光灯

照射下では 10%程度の透過率の減少，すなわちサンプル

の増殖がみられたのに対して，緑色LED照明では2%程
度の透過率の増加，すなわちサンプルの減少がみられた。

このことから，緑色LED照明の利用により，洞内の照明
植生の発達を抑えられる効果があることが示唆された。
(・山口産技セ， H長山電機産業，醐広島県環境保健協会)

P73口安冨友貴章.半田信司"・中原一坪田美保m.
向井誠二***.坪田博美山:植生回復過程における淡

水藻フロラの変化一広島県宮島の例-

広島県廿日市市宮島町を流れる河川のひとつである白

糸川では， 2005年9月6日に台風 14号による大雨の影
響で土石流が発生した。その結果，白糸川上流部では表

土が流され，地表面が露出し裸地化した。裸地では植生
の遷移が始まり，地衣類・藻類・コケ植物といった先駆

植物が侵入・定着するが，本研究では植生の初期選移に

かかわる藻類相を明らかにし，基物による出現種の違い

や季節変化をみることを目的とした。

調査は， 2008年4月， 5月， 7月， 8月， 11月の計5
回，崩壊地において行い，岩石の表面で3ヶ所，流水中

で4ヶ所の定点を定め採取を行った。試料は， BBM寒

天平板を用いて単離・培養を行い，光学顕微鏡を用いて
観察・同定を行った。その結果， 14種および，属レベ
ルで 17，科レベルで3つの分類群を確認した。岩上で
はPseudococcomyxasimplexをはじめとした緑藻類を主体
に，気生藻類のみが確認された。一方，流水中では，出

現頻度は少ないものの Chlamydomonasspp.などの淡水性
種が含まれるなど，岩上に比べて出現種は多様であった。

しかし，主体となるのは岩上で確認されたのと同様の気
生藻類で，水中においても遷移の初期段階では気生藻類

が優勢であることが判明した。また，岩上，流水中とも
に季節変化は認められなかった。
(・広島大・理・生物科学，輔広島県環境保健協会，相広島大・

院・理・宮島自然植物実験所)
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P72 ()長谷川孝太事.大谷修司軸:松江市近郊の不耕起

水田と耕起水田における淡水藻類相の比較研究

松江市近郊の不耕起水田に出現する藻類の種組成と季

節変化を慣行田と比較しながら明らかにすることを目的
とし， 2007年4月から 2008年 12月まで野外調査を行っ
た。毎月 l回，淡水藻類は水田の稲株根元より，湛水藻

類を駒込ピペットで採集し試料とした。採集した試料は，
プレパラート 7枚ずつ観察し，観察された藻類の同定を

行なった。

調査期間中を通して，不耕起水田では，ユーグレナ藻
Trachelomonasや緑藻Scenedesmusなどが観察され落水後

の水田土壌でも観察された。 2007年の調査では不耕起
水田と耕起水田で藻類の出現属数に顕著な差は見られな

かったが，両水田で，田植え前より，田植え後に多くの

属数が観察される傾向にあった。また落水後の9月の調

査では湿った表面に緑藻Closteriumlunulaが大量に観察
された。なお， 2007年度の調査では，耕起水田でクロロ
コックム目の藻類は確認されず不耕起水田でのみ出現が

確認された。 2008年には， 2007年より出現属数に増加
が見られ，特に緑藻に顕著な増加が見られた。 2008年は
3月に湛水を行ない， 4"'5月は湿地化し，Staurastrum， 
Cosmariumをはじめとする Desmidsが多く観察された。

田植え後の6月には Euglena，Phacus， Trachelomonasな
どが多く観察された。
(*島根大・院・教育，帥島根大・教育)

P740神庭賢一~大谷修司輔:ピオトープ「あやめ池」
における藻類相の変遷 (2003年'"2008年)とその利
用について

ピオトープ「あやめ池」は，鳥取県日野郡江府町が
2003年に町営の公園の原野を再利用し，本来存在したで
あろう生物の生息空間(ピオトープ)を修復させること
を試みるために作成した池である。水源は，湧水であり，
人為的な生物の混入は一切行っていない。本研究は，「あ

やめ池」作成時からの生態系の変遷に伴い，藻類相がど

のように変化していくのかを調査していくことを目的と

して行った。
2003年には緑藻類6種 (Scenedsmus，Chlamydomonas， 
Closterium他)，珪藻類 6種 (Melosira，Surirella他)，
黄緑藻類 l種 (Tribonema) を確認した。その後変遷
を繰り返し 2007年には，緑藻類 5種 (Rhizoclonium，
Oedogonium，同Idrodictyon他)，珪藻類 5種 (Synedra，
Pinnularia他)藍藻類1種 (Oscillatoria)を確認した。特

に出現する緑藻類についての変選が大きく， 2003年度に
確認された優占種の Scenedesmusについては2004年度以
降確認できていない。 2007年， 2008年では，Spirogyra 
等の糸状藻が優占した。 Closteriumについては， 2004年
までC.monil俳rmが出現していたが， 2005年度以降はc.
lunulaが出現している。また，本研究では，ビオトープ「あ

やめ池」に出現する藻類を理科教育，環境教育に活用す
ることも試み，学校教育，社会教育の中で実践を行った。
(*伯者町立岸本小学校，"島根大・教育)
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P75 c花房友香里 e・堀口健雄輔:土壌性鞭毛虫類の多

様性

土壌性鞭毛虫類とは土壌に生息する従属栄養性の鞭毛

性単細胞生物を総称したものである。これらはバクテリ
アなどの捕食者であり，土壌における生物量が膨大で、あ

ることから土壌の微小生態系内で果たす役割は重要であ

る。しかし個体サイズが小さく形態による分類が難しい
ため，これまで土壌性鞭毛虫類の研究はそれほど盛んに
行われてこなかった。しかし近年では電子顕微鏡を用い

た観察や分子系統解析などによって，土壌性鞭毛虫類の

実態が明らかになり始めた。一方でド日本では大内らが北

海道大黒島の鞭毛虫類について研究を行った(第30回
大会で発表)が，いまだに研究が十分に行われていない
のが現状である。本研究は日本の土壌における従属栄養

性鞭毛虫類の多様性を明らかにすることを目的としてい

る。

北海道をはじめ，神奈川県，福井県，京都府，兵庫県，
徳島県，香川県，高知県，宮崎県の各地から表層土壌を

採取し，予備培養をおこなって，鞭毛虫類の単離・培養
株の確立を試みた。

その結果， 1 g足らずの土壌から多様な鞭毛虫類の株
を確立することができた。光学顕微鏡，電子顕微鏡によ

る形態観察，および 18SrDNAによる分子系統解析を行っ

たところ，ケルコモナス類，無色ユーグレナ類，ゴニオ
モナス類，襟鞭毛虫類，無色黄金色器類など系統的に多

様な鞭毛虫類の存在が明らかになった。
(牟北大・理・生物科学，軸北大・院理・自然史)

P77 0笠井文絵..川井浩史輔・井上勲榊.中山剛糊.

石田健一郎榊.羽生田岳昭輔・ 111岸隆博特.甲斐厚
林・河地正伸事・平林周一~渡遺信帥:日本における

藻類の収集・保存・提供ーナショナルバイオリソース
プロジェクトにおける活動

ナショナルバイオリソースプロジェクト (NBRP)は，
2002年に開始された文科省が推進する事業で，研究材

料となる主要な生物の収集・保存，及びそれらの情報
発信の日本における中核拠点を選定し，その活動を支
援するプロジェクトである。第 I期には，国立科学博
物館と筑波大から，日本各地から分離された Microcystis
やAnabaena株や多様な微細藻類・原生動物が，東大分
生研からは，それまで保有していた微細藻類株が，それ
ぞれ環境研に寄託された。環境研には，それまでの環境
問題関連種や分類学的に重要な種の他に，基礎研究の研
究材料として利用されてきた多くの株が集約された。ま
た，神戸大海藻類系統株コレクション (KU-MACC)に
は，北大からの寄託株や，不等毛植物のモデル生物であ
り，ゲノム研究や多数の生理学的研究に利用された多数
のEctocarpus株が寄託された。第2期(2007"-' 20 11年度)
は，国立環境研究所(微細藻類と原生動物)，神戸大学(大
型海藻)，筑波大学(分類学的研究)が参加し，重要種の
収集，藻類リソースの付加価値の向上と品質管理を目指
して活動を行っている。 NBRPは，藻類を研究材料とす
る研究者コミュニティーとの連携が必須のため，これら
の活動を紹介する。
( .国立環境研・生物，柿神戸大・内海セ，岬筑波大・院・
生命環境)

P76 (宮川裕介牟・鷲見亮..中野武登輔:アラスカ産

土壌と礁から分離された微細藻類に関する研究

本研究は，アラスカ産土壌および礁の割れ目に生育し
ている微細藻類を明らかにすると共に，分離された藻株

の含有成分を解明することを目的とした。

試料の採集は，アメリカ合衆国，アラスカ州の主とし

てパロウ岬で行い， 6地点の土壌と礁を採集した。藻類の
分離は， BBM寒天平板培地 (Bischo仔&Bold， 1963)を使
用し，単藻培養を行った後，種の同定を行った。培養条
件は，温度230C，照度26μmol・m.2・S.I，12・8時間明

暗周期とした。

その結果，藍藻類(シアノバクテリア)は Phormidium
sp.など2属 18種，珪藻類は Nitzschiasp.など2属2種，

黄緑色藻類は Botrydiopsisarhizaなど2属2種，真正眼点

藻類は Eustigmaωsvischeriの l属 l種，緑藻類は Chlorella
vulgarisなど6属 18種で，合計41種が分離された。

これらの藻株の中で，礁の割れ目から分離された，緑

藻類の Coccomyxag loeobotrydiformis は，細胞の外部に多
量の分泌物が確認された。そこで，この藻株に関して，

細胞と分泌物を混合したものについて含有成分の分析を
行った。

その結果，タンパク質65.7%，糖 15.8%，脂質8.4%，

水分1.9%，灰分8.2%であった。また，アミノ酸類とし

て多く含まれていたものは，アルギニン 4.73mg/gdw ，ア

ラニン 1.33mg/gdwであった。多糖体の構成要素は，ブド
ウ糖，ラムノース，ガラクトースなどであった。
(. (株)日健総本社，神広島工大・環境学部)

P78ι笠井文絵*.河地正伸*・恵良団員由美林・森史

へ湯本康盛軸.佐藤真由美輔・石本美和...国立環境

研究所微生物系統保存施設 (NIESコレクション)にお
ける藻類の保存と分譲

NIESコレクションは，現在，シアノバクテリア，真

核微細藻類，原生動物，および絶滅が危倶される淡水産

大型藻類を含む 2500株以上の株を系統保存し，そのう

ちの 2000株余りを公開し，研究，開発，教育用材料と
して分譲している。

また，既に多くの研究に使用された株，生態学的・進

化系統学的に重要な種，タイプ株(シアノバクテリアの

場合)，凍結株としてのタイプ標本等の寄託を受け付け

ている。 2008年7月より，ホームページの刷新，オンラ
イン注文や培地分譲の開始等，利用者の利便性をできる
だけ配慮した分譲を開始した。また， 2009年3月末には，
2100株余りを掲載した INIESコレクション保存株リス

ト第8版」を出版する。この機会に，保存株の特徴，品

質管理体制等， NIESコレクションの活動を紹介する。
(本国立環境研究所， .. (財)地球・人間環境フォーラム)
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カサノリ特別発表・展示
S1石川 依久子 :沖縄の Dasycladales

1980年以降，沖縄本島お よび石垣島等で採集 した

Dasycladal巴Sの接写撮影像を展示する。

カサノリ Acetabulαna ryuわlUenSIS
リュウキュウガサ Acetabularia dentara 

ホソエガサ Acetabu/αria calicu/us 

ミズタマ Bornetella sphaerica 

ナガミズタマ Bornetella nitida 

イソスギナ Halicoryne wrightii 

ウスガサネ Cymopolia vanbosseae 

フデノホ Neomerisαnnu/ata 

Dasycladalesは5億年前の地層で存在が認められ，‘生

きている化石 'としてきわめて重要な仲間である。また，

A.lyUわIuensisは沖縄特産で，極めて優美な種である。今，

沖縄の沿岸開発で， Dasycladalesは絶滅の危機にさらさ

れている。日本藻類学会を挙げて， Dasycladalesの保全

に取り組みたい。

(理化学研究所 ・脳センター)

S20堤敏郎・.香村 異徳"・津田修一時 .高良鋭由.

石川 依久子一 .西国弘之 一 -田端重夫一 ・平中 晴

朗 叫神 :沖縄島におけるカサノリについて

緑藻綱の海産種で、あるカサノ リは，我が国では奄美大島，

i中細島，石垣島に分布が限られている。水産庁編 (1998)I日
本の希少な野生水生生物に関するデータブック」で危急種
にランクされ， jl:I:1縄島では全域的に分布している。生育域

は砂泥質の干潟から静穏浅海域の限られた場所であるため，

沿岸開発による生育地の存続が脅かされており，種とその

生息地の保全が必要である。また，本種は世界のカサノリ

類の中で最も優美で観賞制値が高く，観光等への活用も有

効である。これらの意義を踏まえ，カサノ リを指標とした

沖縄島における自然環境保全の意識向 仁を図ることを目的

とした調査研究を継続しており，その調査研究の若干の成
果とカサノリ の現状について報告する。

①リーフが発達して静穏な浅海域が広く形成される東海

岸に分布が多い。

②主生育時期は冬季であるが，持続的に静穏な場所でiま

夏季にも生育する。

③生育基盤は主にサンゴ片， 1民岩であるが，人工物で、
も生育する。

④破名城と那覇空港地先干潟をモデルとして，水温 ・照

度の継続測定と流速 ・塩分測定等生育環境調査を行い，

適正保全環境条件を検討した。

⑤屋外水槽で、の再生産を行い，静穏環境が必須であるこ

とが|明らかとなった。

⑥シス トの休11民機構解明のための発芽実験と染色による
{i在認を行った。

(・那覇港管理組合，勺J:j:J縄県環境科学センター，間沖縄総合

事務局那国1港湾 ・空港整備事務所， 同那覇市， 一 理化学
研究所，開制いであ(株)) 

。Jf J入P入トIfHSOClfTY oF PHYCOLOGY 
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公開シンポジウム
ー南の海から見える藻類の利用と課題-
『沖縄県の海藻産業とマリンパイオ産業創出事業J

2009年 3月28日(土) 15:00'"'-' 18:00 琉球大学 法文学部新棟

講演
趣旨説明と司会
1.オキナワモズクの生産技術と展望

2. クピレズタ(うみぶどう)の生産技術開発と課題
3. 新規養殖海藻ク ピレオゴノリの養殖技術の検討

4. マリンバイオ産業創出事業と沖縄県の海藻産業

質疑

休憩

能登谷正浩 (東京海洋大学)
須藤裕介(沖縄県水産総合研究センター)

城間 一仁 (沖縄県海洋深層水研究所)

山田 真之 (沖縄県水産総合研究センター)

富永千尋(沖縄県観光商工部)

パネルデ、ィカッション 「海藻産業の将来とマリンバイオ産業創出事業」

司会:能登谷正浩(東京海洋大学)

パネ リスト :上原孝喜(沖縄県水産総合研究センター)

富永千尋 (沖縄県観光商工部)

須藤裕介(沖縄県水産総合研究センター)

城間 一仁(沖縄県海洋深層水研究所)

山田 真之(11:1:1縄県水産総合研究センター)
比嘉義視(思納村漁業協同組合)

伊波 匡彦 (株式会社サウスプロダクト)

能登谷正浩 :企画の趣旨

沖縄県では，海藻を中心とした研究プロジェクト「沖縄マリンパイオ産業創出事業」を昨年立ち上げた。その

うちの「海藻研究グループ」では，沖縄県特産の海藻類を中心に，その増産と安定化技術や優良 ・高付加価値

品種の探査，作出に関する研究を， 「機能性研究グループ」では，海藻の持つ機能性成分に関する研究を課題と

している。

海藻には抗菌，抗l陸揚，血圧調整，抗肥満， 活性酸素除去など多種多様な有効成分が知られ，最近の健康ブー
ムを背景に，健康補助食品やサプリメン トとして抽出，利用が盛んで、ある。 しかし，いずれの効用も概ね原藻

の生食または簡易加工製品からも得られる。したがって，これまでの地域や伝統的な海藻食文化は卜分に再評

価されるべきものである。それとともに，現状では，これら原藻の十分な量を安定的に生産，供給することや

優良品種を確立するこ となどが基礎的で最も重要な課題となっている。以上の背景から，今年，jl:I:1縄で日本藻

類学会第 33回大会が開催されるに当って，当プロジェク ト「海藻研究グループ」の研究課題であり， また沖縄

県で馴染みの深い食材海藻であるオキナワモズクやクビレヅタ(うみぶどう)のほか新規養殖海藻のクピレオ

ゴノリなどを中心に， 養殖技術の開発から利用，またその周辺技術開発に関する研究の現状と課題や将来展望

について， 地域や学会内外の方々を合めてご、意見，ご検討を賜りたく本シンポジウムを企画したものである。

須藤裕介:オキナワモズクの生産技術と展望

沖縄県におけるオキナワモズクの養殖生産額は，2006年で 37.8億円と県内の総海面養殖生産額の約4割を占

める重要な水産物となっている。沖縄県における養殖技術開発研究は，生活史の解明や生育調査を中心に 1972
年から取り組まれ， 1977年には養殖生産が 18.2tとなった。その後生産量は徐々 に増加し， 2006年には 19，925
tに達した。 しかし， 2000'"'-' 2008年は 11，705'"'-'20，269 tと大きな変動が見られた。そのため漁業関係者からは，

生産の安定化と単位収穫量の向上への技術改良とともに，更なる販売促進や付加価値向上や健康機能性食品等

への利用拡大が求められた。

収穫量を左右する要因には，中間育成漁場 (苗床)における育苗期の生長の良否が影響する と考えられ，特に

養殖網を苗床の海底に接地することによって芽出 しが飛躍的に向上することが知られるが，その機構は不明で

ある。そこで，藻体の初期生長に及ぼす環境条件の影響を室内培養下で検討し，特に NO/'濃度の影響を調べた
結果，適正濃度は 16'"'-'44μMと， 一般的な海藻類の培養液濃度より，低濃度の範囲にあるこ とが明らかになっ

た。この培養条件を基礎として室内培養下における優良株の探索 と選抜をも検討している。また， ~車体中の健
康機能性成分を強化する培養技術開発などにも取り組んでおり，それらの研究についても紹介する。
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城間一仁:クピレズタ(うみぶどう)の生産技術開発と課題
沖縄県におけるクピレズタ Caulerpalentill俳ra養殖の試みは， 70年代後半から海面における養殖試験が始めら
れたが，多量の付着生物による汚損等により技術は定着しなかった。現在のような陸上水槽培養による養殖技
術は， 90年代前半に思納村漁協によって技術開発され，漁業権を必要とせず，周年生産が可能で，商品の単価
が高いことなどから経営体数が急増している。
本種の養殖は，母藻をネットなどに固定して養成し，栄養繁殖による直立部を収穫するが，同一藻体の長期使
用によって，直立部の小嚢や茎部が次第に小型化し，品質低下することや，一般には肥料として魚類用配合飼
料を使用するため，培養海水中の細菌増殖，硫化物臭，ヨコエビの繁殖などの他，低温または高温期の生育不
調が問題となっている。そのため，これまで種々の検討を行なってきた結果，生長適正水温が24-270Cである
ことや培養水温が低いほど直立部の小嚢密度が高くなることを明らかにした。また，魚類用配合飼料，ロングトー
タル， KW21等の肥料効果を検討したが，有効な結果は得られなかった。その他，母藻を 200Cの低温下で培養
した後，徐々に水温を上げながら養成すると生長促進効果が得られることなどの成果が得られた。今後，形態
形成の解明や無機肥料開発，特に要望の多い夏場の生産安定技術開発など多様な課題解決を目指している。

山田真之:新規養殖海藻クピレオゴノリの養殖技術の検討
沖縄県のオゴノリ類はユミガタオゴノリ Gracilariaarcuata，ヒメクピレオゴノリ G.articulata，クピレオゴノ
リG.blodgettii ，ナンカイオゴノリ G.firma，フシクレノリ G.salicornia，オゴノリ G.vermiculophylla， トゲカパ
ノリ G.vieillardii，カタオゴノリ的dropuntiaedulis，リュウキュウオゴノリ H.eucheumatoides等約9種知られる
が，特にクピレオゴノリは沖縄県内では昔から食用とされている。そのため，昭和60年以降養殖技術開発は何
度か試みられた。しかし，台風や雑藻の付着の被害，低い増殖率などから，その技術は普及しなかった。しか
し，平成7年に果胞子発芽体の育成に成功し，平成 13年には海面試験を行い四分胞子採首から収穫まで行なう
ことができた。そこで，培養した四分胞子体の生長や人為的な四分胞子放出条件を探るため，肥料や水温の影
響を検討した。その結果，肥料として用いた KW21は0.1mL/Lで最大の生長率が見られたが，ポルフイランコ
ンコ 0.05mL/Lでは，それより生長率は低いが天然藻体に近い形態となった。また，水温250Cで最も速く生長し，
次いで30oC， 20 oCの順となった。さらに 25度，ポルフイランコンコ 0.05mL/Lの条件下で培養した藻体からは，
四分胞子が藻体 1gから最大約 12万個/日の放出が見られ， l...，_， 2週間続くことなどが明らかになった。

富永千尋:マリンバイオ産業創出事業と沖縄県の海藻産業
沖縄県では，「沖縄の海の恵みを産業に」をテーマに，県内外の産学官が連携した「マリンパイオ産業創出事業J
を2008年度から 3年計画で実施している。事業では重要な水産資源である海藻類に焦点をあて，機能性物質の
高度利用や加工・生産技術の開発を進め，マリンパイオ産業の創出と沖縄産海藻のプランド化を図ることとし
ている。沖縄科学技術振興センターを中核機関とし，沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センターにコア研
究室を設置，県水産海洋研究センター，琉球大学，県内のバイオベンチャーや健康食品企業，漁業協同組合な
どが参加し，水産業，水産加工業，バイオ産業が共に発展する技術革新モデルの創出を目指す。
「機能性物質の高度利用」では，モズクなどの褐藻類に含まれ成人T細胞白血病への効果が示唆されているフ
コキサンチンなどの海藻カロチノイド類の有用性を検証するとともに，健康食品への展開等を検討する。「加工
技術の開発」では，海ぶどう生産における衛生管理技術や二次加工品の開発を実施，海藻を利用した化粧品の
開発にも取り組んでいる。「生産技術の開発」では，モズク，海ぶどうの安定生産技術の研究開発をはじめ，新
たな品目としてクピレオゴノリの養殖にも取り組む。また，知的財産戦略の弱さが県内産業の課題となってい
ることを踏まえ， (株)沖縄TLOとも連携しながら，知的財産の保護・活用を図る計画である。




